


















































名探偵×不良×リア充×痴女×決闘者デユエリスト２




～偽装対決!?～








天地優雅





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき







　プロローグ







　神しん海かい高校に入学してから二か月半が過ぎ、段々と暑さを感じさせる季節になった。長く退たい屈くつな授業が終わり、掃そう除じ当番の職務を全まつとうした俺、大たい河が悠ゆう人とは、一人とある部室に向かって廊ろう下かを歩いていた。

　その名も、偽ぎ装そう部。

「やっと来たわね悠人！」

　部室に入ると、そこには堂々と椅い子すに腰こしかけているポニーテールの女子がいた。こいつは幼おさな馴な染じみの春はる色いろ里り奈な。この偽装部の部長であり、リア充じゆうに偽装する女子だ。ちなみに俺は決闘者デユエリストに偽装している。

「他ほかの三人は？」

　俺は部室内を見回し、里奈しかいないことを確かく認にんしながら尋たずねる。

「愛あい香かは飲み物を買いに売店、真ま紀きはトイレ、美み雪ゆきは先生に用事があるとかで職員室に寄ってから来るそうよ」

「そっか」

「それより聞いてよ悠人！　なんと昨日、究極のダジャレを思いついたの！」

　またそれか。

「……言ってみろよ」

「ふっふっふ。腹筋崩ほう壊かいの覚かく悟ごはできた？　それじゃいくわよ！」

　里奈は学生鞄かばんに手を突つっ込み、中から傷いたんだレタスを取り出した。

「レタスが枯かれたっす!!」

　シーン。

「うん、流石さすがは究極のダジャレだな。面おも白しろい」

「ちょっと何その薄うすいリアクション!?　面白かったのなら腹を抱かかえて笑い転げるぐらいしなさいよ!!」

　顔もスタイルも良くて成績もそれなりに優ゆう秀しゆうな里奈だが、このように少しズレてるところがあるのが非常に残念だ。クラスの自己紹しよう介かいや生徒会長立候補の演説の時もこれで失敗してるんだよな……。てかそのダジャレを言う為ためにわざわざ傷んだレタスを持ってきたのかよ。

「くっ。どうやら更さらに面白いダジャレを考案する必要がありそうね。そうすればもっと友達も増えるはず……！」

　と、里奈が拳こぶしを震ふるわせる。いい加減その考え捨てろよと言いたいが、言っても無む駄だなことはわかっているので敢あえて口には出さない。

「それにしても今日は一層暑いわね。水分補給水分補給……ってあれ？」

「どうした？」

「ペットボトルの蓋ふたが開かなくて……強く閉めすぎたのかしら」

　しばらくペットボトルと格かく闘とうする里奈であったが、蓋はビクともしない。

「ちょっと貸してみろよ。こういう時は男に任せろ」

「あ、うん……」

　里奈からペットボトルを受け取り、蓋を握にぎりしめて右手に精せい一いつ杯ぱいの力を注ぎ込む。

「くっ……うおおおお……！」

　が、開かない。本当に固いなこれ。

「はあ、情けないわねえ。ドヤ顔で男に任せろとか言っておいて……」

「う、うるさいな！」

　確かに情けない。思えば俺ってそんなに力が強いわけじゃないし、身の程ほどを弁わきまえるべきだったか。他にこの蓋を開けられそうな人物と言ったら──

「ごめん、遅おくれちゃった」

　するとそこに、ツインテールの小さな女の子が部室に入ってきた。彼女の名前は冬ふゆ空ぞら美雪。名めい探たん偵ていに偽装する女子。

「おお、いいところに来たな美雪。いきなりで悪いがこれを開けてくれないか？」

　俺は美雪にペットボトルを押し付けた。

「え？　そ、そう言われても……」

　困った顔で美雪はペットボトルを受け取り、その小さな手で蓋を握る。

「うーん、開かない。これは女の子には無理だよー」

「なにあからさまに手を抜ぬいてんだよ！　お前の力ならこんなもん余よ裕ゆうで──」

（シーッシーッ！　そのことは秘密にしてって言ったでしょ!?）

（……あ、そういやそうだったな）

　美雪は可愛かわいらしい外見とは裏腹に怪かい物ぶつじみた力を備えているが、そのことは周囲にはバレないようにして過ごしている。部員の中でも知っているのは俺だけだ。

「二人とも、さっきから何コソコソ話してるのよ？」

「えっ!?　な、なんでもないぞなんでも！」

　不ふ審しんそうに首を傾かしげる里奈。里奈が見ている以上、今の美雪は真の力を発揮できない。だけど裏を返せば他の人に見られさえしなければいいんだよな。

「あっ！　あんな所に『究極のダジャレ百選集２』と書かれた本が落ちてるぞ！」

「え!?　どこどこ!?」

　俺が窓の外を指差すと、里奈は大はしゃぎで窓を開けて外に顔を出した。

「今だ美雪！」

「う、うん！」

　その隙すきに美雪が苦もなく蓋を開けてみせた。流石は美雪である。

「ちょっと、どこにも落ちてないじゃない！」

「すまん、どうやら俺の見み間ま違ちがいだったようだ。それよりほら、開いたぞ」

　俺は美雪から受け取ったペットボトルをそのまま里奈に差し出した。

「あ、ありがとう。これ悠人が開けたの？」

「もちろん俺だ！」

　と、いうことにしておいた方が美雪にとっても都合がいいだろう。

「じゃあなんでさっきは開けられなかったの？」

「えっ!?　そ、それは本気を出していなかったからだ！　俺の手にかかればこれくらい余裕だぜ！」

「……ふーん。まあいいけど。とにかくありがと」

　里奈が中身を飲もうと蓋を摑つかむ。すると蓋がパキッと半分に割れ、床ゆかに落下した。

「えええー!?　何コレ蓋が割れちゃったんだけど!?　どんだけ強い力で開けたのよ!?」

「さ、最近握あく力りよくを鍛きたえててさ……」

「握力でどうにかなるレベルなの!?」

　俺はすかさず美雪の耳元に顔を近づける。

（おい美雪！　何もあそこまでやる必要はなかっただろ!?）

（ご、ごめん。上手うまく力の加減ができなかったみたい……）

　つーか一発で蓋を割るなんてどんな握力をしてるんだ。鍛たん錬れんを積めば世界も狙ねらえるんじゃなかろうか。

「お待たせしました！」

　四番目に部室に入ってきたのは、中なか野の真紀。痴ち女じよに偽装する女子で、俺と里奈の幼馴染みでもある。小学五年の時に転校して一度は離はなれ離ばなれになったものの、つい最近こっちに戻もどってきて再会を果たすことができた。誰だれにでも敬語で話すのが特とく徴ちようである。

「ゆーちゃん！」

「うわっ!?」

　真紀は俺の顔を見るやいなや、いきなり俺の身体からだに抱だき付いてきた。

「ちょ、真紀……」

　そこそこある胸が押し付けられてくる。俺も健全な男子だしもちろん嬉うれしいんだけど、里奈達が見てる前ということもあって反応に困ってしまう。

「ななな何やってんのよ悠人！　この変態！」

「俺かよ!?　真紀の方から抱き付いてきたんだけど!?」

　それにしても良い匂においだ。女の子特有の匂いというか……。

「ええい！　早く二人とも離れなさい！」

　里奈によって俺と真紀は強制的に引き離された。

「えへへ、ごめんなさいゆーちゃん。痴女に偽装していた頃ころの癖くせで思わず抱き付いちゃいました」

「ああいや、俺は別に構わないんだけど……」

「だけどよく考えたらここってまだ偽装部なんですよね？　ということは私は痴女のままということになりますし、これからもゆーちゃんに抱き付く必要が──」

「ないから！　抱き付くなら他の男にしなさい！」

「そんなことできません！　何故なぜなら私はゆーちゃん限定の痴女なんですから！　ね、ゆーちゃん！」

「ちょ、また……」

　再び俺の腕うでに抱き付く真紀。思わず口元が緩ゆるんでしまう。

「なにデレデレしてんのよこのスケベ!!」

「危なっ!?」

　里奈の投げた枯れたレタスが俺の顔面を掠かすめた。後ろの方で鈍い音が響く。

「美雪からも何か言ってやってよ！」

「だ、駄だ目めだよ二人とも。そういうことは人目に付かない場所でしないと……」

「そういう問題じゃなくて！　あーもう、いいから離れて！」

「ちょ、痛い痛い痛い！」

　また里奈が俺の腕から真紀を引き離そうとするが、真紀はさっきよりも強く抱き付いてるので、これがなかなか離れない。

「何してるんですかりーちゃん、ゆーちゃんが痛がってるじゃないですか！」

「だったら悠人から離れて！」

「それはできません！　痴女に偽ぎ装そうしないと私の弱味がバラされちゃうんです！」

「そういうのはもう終わったでしょ!?」

「私の中では終わってないんです！」

「いいから離れて！」

「できません！」

　里奈は俺と真紀を引き離すのに必死で気付いていないだろうが、今俺の右みぎ腕うでは里奈の胸にバッチリ当たっていた。身体の方は引き裂さかれそうになるくらい痛いが、二人の胸の感かん触しよくがそれを完全に打ち消してくれているので、もうしばらく続けてくれても──

「何してるの、悠人」

　しかしその時、前方から禍まが々まがしいオーラが放たれているのを感じ取った。いつの間にか部室の中にいたロングヘアの女の子が、鋭するどい眼まな差ざしで俺を睨にらみつけていた。

「あ、愛香……！」

　彼女の名前は赤あか月つき愛香。不良に偽装する女子……なんだけど、正直今の愛香はそこらの不良より断然怖こわい。売店で買ってきたであろう紙パックのコーヒー牛乳が握り潰つぶされ、中身が勢いよく噴ふん射しやする。

「私のファーストキスを奪うばっておきながら他ほかの女の子と乳ちち繰くり合うなんて、なかなか良い度胸をしている」

「これは違ちがう！　つかキスしてきたのはお前の方だし口と口でしたわけじゃないだろ!?」

「関係ない。罰ばつとして悠人にはこれより〝五分間くすぐりの刑けい〟を執しつ行こうする」

「やめろその地味にキツい刑！　俺は何も悪くないんだって！」

「あ、いいわねそれ」

「私達も参加しましょうか」

　里奈、真紀、愛香の三人が手をワキワキとさせ始める。

「っておい！　なんで里奈と真紀まで参加する流れになって──あははははは！　ちょ、や、やめ、あははははは!!」

　三人が俺に一いつ斉せいに飛びかかり、くすぐり攻こう撃げきを開始した。

「アンタには日ひ頃ごろからイライラすることが多いからここで発散させてもらうわ！」

「ごめんなさいゆーちゃん。今回だけは許してください」

「あははははは!!　ちょ、まじで、やめ、い、息ができないって!!　助けてくれ美雪!!」

　俺は美雪に向かって手を伸のばして助けを求める。もう頼たよれるのはお前しかいない！　お前の力でこの三人を止めてくれ！

「さ、さーて。私は読書でもしようかなー」

「美雪いいいいい─────!!」

　こうして俺は為なす術すべもなく、三人からのくすぐり攻撃を受け続けたのであった。




　そして五分後。俺達五人はテーブルを囲んでそれぞれの椅い子すに腰こしを下ろした。

「それじゃ活動を始めるわよ！　ほら悠人も顔を上げなさい！」

「い、今は無理……」

　俺はテーブルに額を付けて死体のようにグッタリとなっていた。五分間のくすぐり攻撃は相当身体に応こたえてしまった。しかしまあ、可愛い女子三人からくすぐられるというのはそんなに悪く──ってなに変な境地に目覚めそうになってるんだ俺は!?　目を覚ませ大河悠人!!　俺は顔を起こし、自分の頰ほおを何度も叩たたいた。

「……何してんの悠人？」

「気にするな続けてくれ」

　さて。場も落ち着いたところで、簡単にこの部の成り立ちを説明しよう。

　神海高校に入学して二週間が過ぎた頃、俺のもとにプリンと名乗る人物から一通の手紙が届いた。それはなんと『私の指示に従わなければ貴方あなたの弱味をバラします』といった内容の脅きよう迫はく状であった。その指示とは『決闘者デユエリスト』に偽装して高校生活を送ること。これに従わなければ俺の中学時代の黒歴史が公開されてしまう。こうして俺はやむを得ず『決闘者デユエリスト』を偽装する羽目になってしまった。

　そして俺と同じような境きよう遇ぐうに置かれたのが、里奈、真紀、愛香、美雪の四人。彼女たちもプリンに弱味を握にぎられ、里奈は『リア充じゆう』、真紀は『痴女』、愛香は『不良』、美雪は『名めい探たん偵てい』に偽装するよう脅おどされる。俺達は『偽装部』を結成し、プリンもとい犯人探しに乗り出した。

　その過程で俺は犯人が偽装部の中にいることを知り、与あたえられたヒントから謎なぞを解き明かして犯人が愛香であることを突つき止めた。しかし愛香は送られてきた指示に従っていただけに過ぎなかった。真犯人の正体は、なんとこの学校の生徒会長、日ひ空そら恵めぐ美み先せん輩ぱいだった。

　こうして事件は解決し、俺達は平和な日常を取り戻すことができた。にもかかわらず何故俺達は今でもこの部室に集まっているのか？　ぶっちゃけ特にこれといった理由はない。皆みんななんとなく集まって、なんとなく活動している。強しいて言うなら、いつの間にかこの部室が俺達にとっての〝居場所〟になっていたからだろう。ではどんな活動をしているのか？　それはズバリ──

「では早さつ速そく！」

　里奈がテーブルの真ん中に五十四枚のカードの束を叩きつけた。そう、トランプ。たまにカルタとか人生ゲームをしたりもするが、基本的に俺達の活動はトランプである。もはや部活と呼んでいいのかわからないが、俺達五人は毎日こんな感じでワイワイ活動している。端はたから見れば無む駄だな時間だと思う人もいるかもしれないが、俺はこの時間が結構好きだ。おそらくそれは皆も同じだろう。







　第一章　入部希望者!?







　六月下旬、月曜日の放課後。俺達五人はいつものように部室に集まり、トランプを始める。

「前回の大だい富ふ豪ごうで悠ゆう人とが八連敗という偉い業ぎようを成し遂とげたのは面おも白しろかった」

「デタラメ言うな愛あい香か！　八連敗じゃなくて七連敗だ！」

「あはは、大して変わらないような……」

「そう言えば今日の景品担当って悠人だったわよね？　何か持ってきた？」

「あっ……すまん忘れてきた」

　ちなみに俺達は毎回ちょっとした景品を用意し、その日のゲームで一番戦績が良かった人がその景品をゲットできるというルールを設けている。それで俺が本日の景品担当だったんだけど、すっかり忘れていた。

「もう、しっかりしなさいよね！」

「……明日あしたは必ず持ってくるから許してくれ」

「それじゃ今日のちょっとした景品はどうしよっか？」

「私に素す晴ばらしいアイデアがある。悠人の貞てい操そうというのはどうだろう」

「俺の貞操がちょっとした扱あつかいだと!?」

「わ、私、今日は絶対一番を獲とります！」

「いや真ま紀き、今のは愛香の冗じよう談だんだからな!?　だいたい俺の貞操なんかもらってもどうしようもないだろ!?」

「そそ、そんなことは……」

「はいはい！　いつまでもくだらない話を続けない！」

　里り奈なが二回手を叩く。俺にとってはかなり重大な問題だったんだけど……。

「結局景品はどうするの？　今日はナシにする？」

「うーん、それじゃ盛り上がりに欠けるし……そうだ！　一番多く負けた人は罰ゲームとして明日の部活は語ご尾びにニャンを付けて過ごすってのはどうかしら？」

「面白そうですね。賛成です！」

「ええっ!?　ちょ、ちょっと待ってくれよ！　男子高校生が語尾にニャンとか痛いにも程ほどがあるだろ！」

「まだ悠人が負けるって決まったわけじゃないでしょ？　それじゃ始めるわよ！」

　里奈が全員にカードを配り始める。そうだよな、勝てば何の問題もない。この中で一番猫ねこ語が似合いそうなのは……美み雪ゆきだな。恥はずかしがりながら語尾にニャンを付ける美雪は想像しただけで萌もえてくる。昨日見捨てられた恨うらみもあるし、美雪が負けることを祈いのるとしよう。

「くっ。負けた……」

　しかし早速負けてしまう俺。

「相変わらず悠人は弱いわねー。もう罰ゲームは決まったようなものね」

「ま、まだだ！　ここから逆転してみせる！」

　俺が意気込んだ、その時だった。

「くっくっくっくっく……」

　どこからか鼻につく笑い声が聞こえてきた。窓の外を見ると、校庭に一人の男子生徒が腕うでを組んで立っていた。なんだあいつ？

「くっくっくっくっく……」

「おいどけそこの生徒！　ランニングの邪じや魔まだ！」

「あ、はい。すみません……」

　野球部の集団に注意され、邪魔にならないように移動する男子生徒。そして再び腕を組んでこちらの方を見る。

「くっくっくっくっく……あっはっはっはっはっは!!　初めまして偽ぎ装そう部の諸君！　僕の名は──」

　シャッ。無言でカーテンを閉める愛香。

「あ、愛香？」

「なんか目め障ざわりだったから閉めた」

「……ああ、うん。お前は正しいよ」

　それから何事もなかったようにトランプを続ける俺達。しばらくしてけたたましい足音と共にさっきの男子生徒が部室に乗り込んできた。

「ちょっとちょっとおー!!　せっかく僕が華か麗れいに自己紹しよう介かいを決めようと思ってたのになんでカーテン閉めちゃうの!?　僕の計画が台無しじゃないか!!」

「うるさいわねえ。誰だれよアンタ？」

「ふっ、よくぞ聞いてくれた。では改めて自己紹介をさせてもらおう！　僕の名は闇やみ根ね一かず樹き！　中学生の頃ころは〝運命の代行者〟と呼ばれその名は今でも語り継つがれており──」

「周りに迷めい惑わくだから大声出さないで」

「あ、はい。すみません……」

　愛香に注意され、沈ちん黙もくする闇根。不思議と同情する気になれない。

「で、アタシ達に何か用？」

「あ、ああ。実は君達にお願いがあって来たんだ」

「じゃあさっさと話しなさいよ」

「そうだね。では単刀直入にお願いする！　僕をこの偽装部に入れてくれ！」

　偽装部への入部希望者かよ!?

「先日君達が体育館で生徒会長と共に披ひ露ろうした劇、僕も拝見したが、正直すごく感動してしまった。劇はもちろんのこと、高校生活を犠ぎ牲せいにしてまで偽装に取り組んだ君達の姿勢に僕は強く胸を打たれてしまったんだ」

　正しくは犠牲にさせられた、だけどな。

「さ、次は美雪さんの番ですよ」

「うーん、どれにしようかなあ……」

「って何を悠ゆう長ちように神経衰すい弱じやくなんかしてるんだ君達は!?　ちゃんと僕の話を聞けー!!」

　闇根によってテーブルの上のトランプが全すべて片付けられてしまった。

「うるさいわねえ、話なら聞いてるわよ。地球温暖化の影えい響きようで南極の氷が溶とけて大変って話でしょ？」

[image: ]

「そんな話一秒たりともしてないからね!?　割と良い話系の流れだったんだからしっかり耳を傾かたむけてくれよ！」

「はあ……。で、結局何が言いたいのよ？」

「だから僕を偽装部に入れてほしいんだってば！」

「却きやつ下か」

「な、何故なぜだ!?」

「なんというか……ねえ？」

「は、はい」

「うん……」

「ハッキリ言って生理的に受け付けない」

「がはぁっ!!」

　愛香の一言で闇根は血を吐はいて倒たおれた。愛香、ハッキリ言い過ぎだ。

「……ふ、ふふふふふ。もちろん無条件で入部させてくれるとは思ってないさ」

　闇根がユラリと立ち上がる。今ので心が折れなかったとは大したものだ。

「ならばここは一つ勝負をしよう！　僕が勝ったら偽装部に入れてもらうよ！」

「はあ!?　そんな勝負受けるわけないでしょ！」

「ふっ、僕に負けるのが怖こわいのかい？」

　カチンという音が里奈から聞こえた。

「上等よ！　その勝負受けて立つわ!!」

　ああ、やってしまった。相変わらず里奈は煽あおり耐たい性せいゼロだな。

「そうこなくちゃね。では早さつ速そく始めよう。勝負の方法だけど、将しよう棋ぎというのはどうかな？」

「将棋？　なんで将棋なんだよ」

「この部室って元は将棋部だったんだろう？　入部を賭かけた戦いとしては相応ふさわしい方法だと思ってね」

　そう言って闇根は鞄かばんから将しよう棋ぎ盤ばんと駒こまを出してテーブルの上に置いた。こいつ最初から将棋やる気マンマンじゃねーか。

「さあ、そちらは誰が僕と戦ってくれるのかな？　ま、誰が相手だろうと僕は絶対に負けないけどね」

　得意顔で断言する闇根。どうやら将棋の腕にはかなりの自信があるようだ。まあ自信がなかったら自分から将棋なんて言い出さないだろう。

（どうする？　俺、将棋なんてルールすら知らないぞ。里奈はどうだ？）

（アタシだって知らないわよ。そもそもこの中に将棋ができるのなんて──）

「私がやる」

　ここで一人の女子が立ち上がった。愛香だ。

「愛香、お前将棋できるのか？」

「できる。将棋は小さい頃から花はな嫁よめ修しゆ業ぎようの一つとして教えられてきたから」

　将棋って花嫁修業になんの!?

「えーっと……それじゃ頼たのんだぞ」

「任せて」

　将棋盤を挟はさんで向かい合う闇根と愛香。

「ほう、君が僕の相手か。せいぜい頑がん張ばることだね。予あらかじめ言っておくが、僕の実力はプロの世界でも通用すると言っても過言ではないだろう。果たして君に僕の相手が務まるかな？　なんなら飛車角落ちでやってあげても──」

「ゴチャゴチャうるさい。早く駒を並べて」

「あ、はい。すみません……」

　闇根の自じ慢まんタイムは終しゆう了りようし、二人の対局がスタートした。そして数十分後。

「王手、詰つみ。私の勝ち」

「…………」

　愛香の勝利で決着がついた。あんだけ自慢しておいて負けたのかこいつ……。まあこのオチは予想できてたけども。

「いや、ね？　今日はその、体調が悪かっただけだし。本気でやってたら絶対僕が勝ってたし。そもそも僕あまり将棋好きじゃないし……」

　目にジワリと涙なみだを浮うかべる闇根。言い訳が見苦しいな。

「ふ、ふふ。まあいい。こんなこともあろうかと、最終手段を用意してあるのさ」

　まだ諦あきらめないのかよ。往生際の悪い奴やつだ。

「諸君、あの銅像を見てみるがいい。何か気付くことはないかい？」

「銅像……？」

　俺達は窓の外に立っている神海高校創立者の銅像に注目する。よく見たら銅像の一部が破損しており、所々ヒビも入っていた。

「ちょっと壊こわれちゃってますね」

「そうね。で、あれがどうしたのよ？」

「ふっ、何を言ってるんだい？　あの銅像を壊したのは君達じゃないか」

「はあ!?　何よその言いい掛がかりは!!　アタシ達は銅像なんて壊してないわ!!」

「残念ながら僕はこの目で見てしまったんだよ。君達の部室から飛んでいったレタスがあの銅像に直ちよく撃げきする瞬しゆん間かんを」

「…………」

　里り奈なの額からタラタラと大量の汗あせが流れ出る。昨日俺に向かって投げたレタスがそのまま窓の外まで突つっ切きって銅像に当たってしまったのか。そういや何か鈍にぶい音も聞こえたっけ……なんたる不運だ。

「どうやら心当たりがあるみたいだね。幸い部室棟とうの裏は人が滅めつ多たに通らないから目もく撃げき者は僕一人だけだったし、今のところ誰だれも銅像の破損には気付いていないようだ。だけどもしこのことが先生方に知しれ渡わたったらどうなるだろうね」

　ニヤリと笑う闇やみ根ね。こいつ俺達を脅おどすつもりか？

「な、何よ！　チクりたいならチクればいいじゃない！」

「いやいや、今すぐそんなことはしないさ。僕は海のように心が広い人間だからね。ここは一つ交こう渉しようをしよう」

　そう言って闇根は右手の人差し指と中指を立てる。

「二週間だけ考える時間を与あたえよう。それまでに僕を偽ぎ装そう部に入部させてくれたらこのことは誰にも言わないし、更さらに銅像も僕のポケットマネーで修理してあげよう」

「なに……!?」

「ただし入部させてくれなかったら……そこから先は言わなくてもわかるよね。君達に残された選せん択たく肢しは二つ、僕を偽装部の仲間として迎むかえ入れるか、創立者の銅像を壊した悪人として残りの高校生活を過ごすかだ！　ま、どちらを選んだ方が君達にメリットがあるかは明白だろうけどね！」

「なによそれ！　そんなのどっちを選んでも地じ獄ごくじゃない！」

「僕の入部が地獄……!?　と、とりあえず今日のところはこれで失礼させてもらう。良い返事を期待しているよ！」

　前まえ髪がみをかき上げながら、闇根は部室から立ち去っていった。

「ど、どうしましょうゆーちゃん……」

「……どっちがマシかと言われると、あいつの入部を許可することだろうけど」

「ふざけないで！　あんなのが入部するなんて想像しただけでゾッとしちゃうわ！」

「ああ。男子なんかが入部したら俺のハーレム天国が崩ほう壊かいする可能性もあるしな……」

「俺の台詞せりふっぽく言うのやめろ愛あい香か!!」

　でもまあ、あんな男が偽装部に入ったら今までの居い心地ごこちのよかった環かん境きようが崩壊するのは間ま違ちがいない。そんなのは誰も望んでいないだろう。かと言って「偽装部が創立者の銅像を壊した」などと闇根に言い触ふらされでもしたら……。

　リミットは二週間。それまでに何か打つ手を考えなければ。










　第二章　部費アップの試練!?







　翌日の放課後、俺達は部室で対策会議を開くことになった。

「だいたいレタスが当たったくらいで破損する銅像ってなんなの!?　そんなこと有り得るわけ!?　そもそもなんで部室棟の裏なんかに創立者の銅像が立ってるのよ！」

「まあ長年の風化でだいぶ脆もろくなってたみたいだし、レタスって意外と固いからな……。あとお前、結構勢いつけて投げてたし」

「聞いた話だと十年以上前に校舎全体が再建築されたらしくて、あの銅像はその時の名残りみたいだよ」

　今は花か瓶びんを置いて破損部分を隠かくすことでなんとかごまかしているが、いつバレてもおかしくない。できるだけ早くなんとかしたいところだ。

「こうなったらあの男がチクる前に銅像を直すしかないわ！　証しよう拠こがなくなればあの男も何も言えなくなるだろうし！」

「里奈がそう言うと思って、銅像の修理費用を昨日ザッと調べてきた」

「えっ、ホント!?　ありがとう愛香！　それでいくらぐらいになりそう？」

「あの破損具合だと、最低でも十万円は必要になってくると思う」

「十万円!?　そ、そんなにするんだ……」

　ガクッと肩かたを落とす里奈。

「ということは、一人二万円ですね」

「皆みなでお金を出し合えばなんとかなりそうだね」

「ちょ、ちょっと待って!!」

　慌あわてるように椅い子すから立ち上がる里奈。

「銅像を壊したのはアタシなのよ!?　こんなことになったのも全部アタシのせいだし、皆に負担をかけるわけには──」

「何言ってるんですかりーちゃん。こんな時の友達じゃないですか」

「この程度のこと、私達には負担でもなんでもない」

「困った時はお互たがい様さまだよ里奈ちゃん」

「……!!」

　皆からの温かい言葉で、里奈の目が涙なみだで滲にじむ。

「あ、里奈が泣いてる」

「な、なに馬ば鹿かなこと言ってんのよ愛香!!　これはアレよ、昨日考えたダジャレがあまりに面白すぎて思い出し笑いをしただけよ!!」

　必死に目を擦こする里奈を見て、皆は優しく微笑ほほえんだ。感動的な場面ではあるが……。

「まあ、俺もその意見には賛成だけど、みんなそんなにお金持ってるのか？」

　途と端たんに静まり返る室内。

「アタシ、今ほとんどお金ない……」

「私も携けい帯たいを買かい替かえたばかりでした……」

「私も○○○をネットで購こう入にゆうして使い果たした」

「この前バッグを衝しよう動どう買がいしちゃったよ……」

　どうやら全員お金に困ってるらしい。かくいう俺も人のことは言えないんだけど。一人二万円としても俺達にその額はかなり重い。闇根もそれをわかった上で交渉を持ちかけたのだろう。

「だ、大丈夫よ！　こんな時の部費じゃない！」

　里奈が「部費」と書かれた封ふう筒とうを取り出して逆さにする。中から落ちてきたのは十円玉が一枚と一円玉が二枚。テーブルをコロコロと転がる音がなんとも虚むなしい。

「うまい棒でも買ってくるか？」

「ふざけないで!!　なんでこんなに入ってないわけ!?」

「まあ、真ま紀きの歓かん迎げいパーティの時に豪ごう快かいに使っちゃったからな」

「す、すみません……」

「ああいや、真紀が謝ることじゃないだろ」

「どうしよう。このままじゃ十万円なんてとてもじゃないけど集まらないよね……」

　美み雪ゆきの言う通りだ。ジッと待ってたら空から金が降ってくるわけでもない。

「あっ、そうよ！　部費をアップしてもらうよう生徒会に交こう渉しようすればいいんだわ！」

「十中八九無理だと思うぞ……」

「そんなのやってみなくちゃわかんないでしょ！　生徒会長はアタシ達に負い目を感じてるはずだし、そこを突つけば絶対イケるわよ！」

　相変わらず日ひ空そら先せん輩ぱいに対しては容よう赦しやないな。

「じゃあ早速生徒会室に乗り込んでくるわ！　今の時間ならまだ残ってるはず！」

「ストップ」

　俺は部室を飛び出そうとした里奈の手を摑つかんだ。

「な、何よ悠人！」

「ここは俺が行くよ。お前と日空先輩じゃ不毛な言い争いに発展したりしてまともな交渉にならない予感がする」

「うっ……」

　反論できないらしく、口くち籠ごもる里奈。

「それじゃ俺が行ってくる。ただしあまり期待はしないでくれよ」

「待って！」

　今度は里奈が俺の手を摑んだ。

「アンタ一人だけじゃあの女に上手うまいこと言いくるめられそうで不安だわ！　この間のようにコスプレバイトみたいな変な約束とかしてきそうだし！」

「うっ……」

　それを持ち出されると何も言い返せない。

「あ、じゃあ私がゆーちゃんと一いつ緒しよに行きます！」




　というわけで俺と真紀が生徒会長こと日空先輩と交渉をしに行くことになった。真紀は日空先輩の従姉妹いとこだし、真紀が一緒なら交渉もしやすいだろう。

「でも、なんだか意外です」

　生徒会室までの廊ろう下かを歩きながら真紀が言う。

「意外って？」

「ゆーちゃんが自分から部費アップの交渉をしに行くと言ったことです。ゆーちゃんなら交渉すること自体に反対すると思ってましたから」

「んー、本心は反対なんだけど、里奈は一度言い出したら聞かないことが大半だからな。一番面めん倒どうが起こりそうにないルートを選んだだけだよ」

　それに俺もやれるだけのことはやっておきたい。

「ゆーちゃんは本当にりーちゃんのことをよくわかってるんですね」

「まあ、十年以上の付き合いだからな」

「……羨うらやましいです」

「ん？　何か言ったか？」

「あ、いえ、なんでもないです！」

　真紀は何かをごまかすように胸の前で両手を振ふった。

「そういや気になってたんだけど、日空先輩とはあれからどうなってるんだ？」

「どうなってる……と言いますと？」

「日空先輩は真紀にも偽ぎ装そうを強要してたわけだし、関係が気まずくなってたりしてないかと思って。おまけに偽装属性が痴ち女じよだし……」

「いえ、別に今まで通りですよ？　めぐちゃんは昔から少しおかしなところがありましたし、それくらいは許容範はん囲い内です」

「そうなの!?」

「はい。最近も普ふ通つうにメールとかしてますよ」

　ニコリと微笑ほほえむ真紀。痴女に偽装させられても普通に許せるなんて、なんという心の広さなんだ。まあでも俺も里奈から酷ひどい仕打ちを受けても大たい抵ていのことは許せちゃうし、付き合いが長いとそんなものなんだろうか。

「というか、むしろめぐちゃんには感謝してるかもしれません」

「感謝？　なんで？」

「そ、それはえっと、痴女ということを利用すればゆーちゃんへの積極的なアピールも不自然じゃなくなるというか、その……」

「？」

　真紀が何かブツブツと呟つぶやいてるが、上手く聞き取れなかった。

　そんな話をしている内に俺と真紀は生徒会室の前に着いた。俺は二回ほどノックしてドアを開ける。室内の奥では山のような書類に囲まれる日空先輩の姿があった。

「失礼します」

「お、悠人に真紀じゃないか。何か用か？」

　日空先輩は作業する手を止め、俺達の方に顔を向けた。

「えっと、用というか、今日は日空先輩にお願いがあって来たんです」

「そうか。君達には多大な迷めい惑わくをかけてしまったからな。どんなお願いにしろ、できる限りのことはさせてもらおう」

「ありがとうございます」

　なかなか良い流れだ。これならイケるかもしれない。

「それでお願いとは？」

「あ、はい。単刀直入に言いますと、偽装部の部費を今より上げてほしいのですが……」

「すまん、それは無理だ」

「あれえ!?」

　速そつ攻こうで拒きよ否ひられた！　さっきと言ってることが違ちがう！

「めぐちゃん、私からもお願いします！」

　真紀が深々と頭を下げる。これを見て日空先輩は少し困ったような顔をした。

「うーん、無理と言うと語ご弊へいがあったな。正確には部費に関しては私の管かん轄かつ外だから私にお願いされてもどうにもならないんだ」

「管轄外？」

「そう。学校の予算は全すべて彼女に一任してある。だからお願いするなら彼女にしてくれ」

　日空先せん輩ぱいが斜ななめ前に顔を向ける。そこにはパソコンと向かい合い目にも止まらぬスピードでタイピングしているロングヘアの眼鏡女子がいた。彼女のすぐ近くには「会計」と書かれたプレートが置かれている。

「彼女が生徒会の会計担当のようですね」

「……ああ」

　お願いするなら彼女に、か。いかにも真ま面じ目めな優等生って感じだし、なんかとても話しかけられるような雰ふん囲い気きじゃないな。だけどここは勇気を振り絞しぼろう。

「あの、すみません」

　俺が声をかけると、彼女はタイピングする手をピタリと止め、眼鏡を外して俺達の方を見る。こうして見るとかなりの美人さんだ。

「私に何か用かしら？」

「えーっと……」

「ふっ、部費を上げてもらいたいという交渉ならやめておくことをお勧すすめするよ。どうせ君達には無理だろうからね」

　別の声が割り込んできたのでそっちに目を向けてみると、そこには一人の男子生徒が腕うでを組んで椅い子すに座っていた。ん？　この顔どっかで──

「って闇やみ根ね!?　なんでお前がここにいるんだよ!?」

「なんでって、生徒会役員だからに決まってるじゃないか」

「生徒会役員!?　お前が!?」

　闇根の近くには「副会長」と書かれたプレートが置かれていた。まさかこいつも生徒会役員だったとは。しかも副会長かよ！

　ってちょっと待てよ、生徒会役員ってことはつまり……。

「お前、二年生だったのか……？」

「そうだよ。言ってなかったかな？」

　よく見たら制服のボタンの色が俺と違う。男子生徒は学年ごとにボタンの色が異なり、一年生は黄、二年生は青、三年生は紫むらさき。俺は黄色で闇根は青色だった。

「なんというか、その……。今まですみませんでした」

「別にいいよ、改まって敬語を使わなくても。未来の部員同士、上下関係はナシでいこうじゃないか」

「勝手に入部が決まったみたいな言い方すんな！」

　まあ本人がそう言うのなら今まで通りタメ口でいこう。こんな男に敬語で話すのは俺としてもキツいものがある。

　それより今はこいつに構ってる場合じゃない。俺は再び会計担当の彼女に顔を向けた。

「お願いします！　偽装部の部費を上げてくれませんか!?」

「却きやつ下か」

　あっさり断られた。まあそうなるよな、ちゃんとした部活ならまだしも偽装部などという存在自体が奇き特とくな部活の為ために学校の予算を取り崩くずしてくれるはずもない。俺が彼女の立場だったとしてもそう答えるだろう。

「ふっ。だから言ったじゃないか、君達には無理だって。これまで幾いく多たの生徒が彼女に部費を上げてほしいと頼たのみ込んできたが、全て失敗に終わっている。そんな彼女を僕は尊敬の意を込めて『予算の番人』と呼んで──」

「闇根うるさい黙だまって」

「あ、はい。すみません……」

　縮こまる闇根。生徒会でもこんな扱あつかいなのか。

「まあ、どうしても部費を上げてほしいと言うのなら考えてあげなくもないわ」

「本当ですか!?」

「ええ。ただし条件があるわ。ここじゃ場所が悪いし外に出ましょう」

「……？」

　どうして生徒会室じゃダメなんだろうかと疑問に思いつつ、俺と真紀は彼女と共に廊下に出た。

「そういえば、まだ名乗っていなかったわね。私は二年Ｂ組の炎えん希き恭きよう子こ。生徒会の会計担当よ」

「あ、俺は一年Ｅ組の大たい河が悠人です」

「私は一年Ｄ組の中なか野の真紀です」

「ええ、知ってるわ。貴方あなた達は色んな意味で有名だしね」

「ど、どうも……。それで、さっき言ってた条件って何ですか？」

「…………」

　炎希さんは周囲に誰もいないかを確かく認にんするように辺りを軽く見回す。それから自分のスカートの裾すそを軽く指で摘つまんだ。何をする気だ？

「私のパンツの色を当ててみて。正解ならお望みどおり偽装部の部費を上げてあげる」

「……は？」

　俺は一いつ瞬しゆん固まってしまった。

「す、すみません。今なんと……？」

「私のパンツの色を当ててみて。正解ならお望みどおり偽装部の部費を上げてあげる」

　どうやら俺の耳がおかしくなったわけではないようだ。

「何言ってんですか!?　ぱ、パンツの色を当てろ!?　本気で言ってるんですか!?」

「もちろんよ」

　見た目はいかにも真面目な優等生なのに何を言い出すんだこの人は!?　無意識に炎希さんのスカートに注目してしまう。

「どこ見てるんですかゆーちゃん!!　イヤらしいです!!」

「いやしょうがないだろ！　いきなりこんなこと言われたら!!」

「わ、私だって、ゆーちゃんにパンツの色を教えろと言われたら、それくらい……!!」

「真紀!?」

「さあどうしたの？　部費を上げるチャンスをみすみす逃のがす気？　あと五秒で回答権は消失するから」

「くっ……！」

　ここは答えるしかない！　考えろ、この人が穿はいてそうなパンツの色は──

「み、水色だ！」

「残念ハズレ。私はノーパンだから正解は『なし』よ」

「なんだその引っ掛かけ問題──ってはあああああああああああああああああああ!?」

　俺は学校中に響ひびき渡わたるくらい絶ぜつ叫きようしてしまった。

「の、ノーパン!?　本当に何も穿いてないのか!?」

「穿いてたらノーパンにならないじゃない。証しよう拠こを見せてあげましょうか？」

　再び炎希さんがスカートの裾を摘まむ。待て待て待て、ノーパンってことはスカートの下に広がる景色は──

「それじゃ、せーので捲めくるわよ。せーの……」

「ダメですゆーちゃん!!」

「どわっ!?」

　真紀の手によって俺の両目が塞ふさがれる。それから五秒経たって真紀が俺の視界を解放すると、既すでに炎希さんはスカートから手を離はなしていた。おのれ真紀め余計な真似まねを──なんてことは全く思ってないからな！　本当だぞ！

「あら、せっかく綺き麗れいに手入れしてきたのに残念だわ」

「うぐっ。確かに綺麗でしたけど……」

「男がいる前でそういう会話はやめてくれ！」

　でもこれで謎なぞが一つ解けた気がする。部費を上げてほしいという要よう請せいが今まで一つも通らなかったのは、誰もこの試練を乗り越こえることができなかったからなのか……!?

「そういえば貴女あなたは痴ち女じよに偽ぎ装そうしてるんだったわね」

　炎希さんが真紀の方を見ながら言う。

「私から言わせてもらうと、貴女はまだまだ甘いわ。痴女に偽装するならこれくらいはやらないと。貴女は痴女になろうという意志が弱すぎる」

　すごい。普ふ通つうならただの変態でしかないのに、なんかカッコ良く見える。

「わ、私だって、ゆーちゃんからノーパンにしろと命令されたらする覚かく悟ごはあります！」

「俺はそんなこと言わないからな!?　変なところで対たい抗こう意識を燃やさなくていいから！」

「覚悟、ね……。それじゃせっかくだし、貴女が普ふ段だんどんな偽装をしているのか私に見せてもらえるかしら？」

「わかりました！　すみませんゆーちゃん、身体からだをお借りします！」

「ちょっ……」

　真紀が俺の右みぎ腕うでに抱だき付いてその恵めぐまれた胸を押し付けてくる。これは何度やられても慣れない、でもやっぱり嬉うれしい。

「ふふふふふ……あっははははは！」

　それを見て炎希さんは豪ごう快かいに笑う。

「な、何が可笑おかしいんですか!?」

「ごめんなさい。あまりにも滑こつ稽けいで思わず笑ってしまったわ。まさかその程度で痴女に偽装したつもりになってるなんてね。貴女がやっていることはただのスキンシップ、痴女と呼ぶには程ほど遠とおいわ！」

「そんな……!!」

　とてつもない衝しよう撃げきを受けたような真紀の顔。俺からすればスキンシップの領域は軽くオーバーしてるんだけど。

「本当に痴女に偽装してると言うのなら、自分のおっぱいを揉もませるくらいのことはできるはずよ」

「……わかりました」

　わかっちゃダメだそこは!!

「さ、さあゆーちゃん！　遠えん慮りよはいりません、私の胸を揉んでください！」

　真紀が顔を真っ赤にして俺に迫せまってくる。

「そそ、そんなことできるわけないだろ!?」

「ゆーちゃんは私のおっぱいじゃ不満なんですか!?」

「そういう問題じゃないから!!」

「ゆ、ゆーちゃんが揉んでくれないのなら、私から!!」

　真紀は俺の右手を摑つかむと、そのまま自分の胸まで持っていった。

「うわああああああああああ─────!?」

　もはや叫さけぶことしかできない。女の子の胸に触さわるのは人生初だけどこんなに柔やわらかいなんて！　このままでは俺の理性が……!!

「ど、どうですか炎希さん!?　これでもう痴女に程遠いなんて言えないはずです!!」

　これに対し炎希さんはフッと小さく笑う。

「三十点といったところね。貴女は本当の意味で痴女になりきれていない。私がお手本を見せてあげるわ！」

「ぶーっ!?」

　俺の口から勢いよく液体が噴ふき出る。炎希さんが自分のシャツを首のところまで捲り上げたのである。露あらわになる炎希さんのピンク色の下着。しかもよく見たら真紀に負けず劣おとらず大きい。もうそれだけで十分なのに、炎希さんは俺の左手を摑んで真紀と同じように自分の胸まで持っていった。

「ぎゃああああああああああ─────!?」

　またしても俺は叫ぶ。これもうほとんど生の感かん触しよくじゃないか！　ああダメだ、頭がクラクラしてきた……!!
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「どう？　これが痴女に偽装してるということよ。貴女に真似できるかしら？」

「わ、私だってそれくらい！」

「これ以上は俺が保もたないからもうやめてくれ!!」

　その時生徒会室のドアが開き、日空先せん輩ぱいが顔を出した。

「うるさいぞさっきから！　廊ろう下かで一体何を騒さわいで──」

　次の瞬しゆん間かん、ピタリと沈ちん黙もくが訪おとずれる。日空先輩の目に映るのは、右手で真紀の胸を、左手で炎希さんの胸を揉む俺の姿。

「……先生方や風紀委員には絶対に見つからないようにな」

「止めてくださいよ!!」




「はあ……」

　波乱と呼ぶにはあまりにも言葉が足りない時間を乗り越え、俺は溜ため息いきをつきながら真紀と部室棟とうの方へと歩いていく。生しよう涯がいの記き憶おくに残るレベルの凄すさまじい体験をしてしまった。結局部費は上げてもらえなかったけど……。

「すみませんゆーちゃん。私ちょっと自分を見失ってたみたいです……」

「いいよ、別に気にしてないから。それより真紀の方は大だい丈じよう夫ぶか？　その、俺に胸を触られたりしてさ……」

「あ、はい。というか私が強ごう引いんに触らせたわけですし、ゆーちゃんが気にするようなことじゃないですよ」

「そっか。ならいいけど」

「そ、それに、本番に向けての予行演習だと思えば、これくらいのことは……」

「本番って何のことだ？」

「へっ!?　ななななんでもないです！」

　こんな話をしている内に、俺と真紀は偽装部の部室前まで戻もどってきた。ドアを開けると案の定、仏ぶつ頂ちよう面づらの里奈が俺達を待ち構えていた。

「二人とも遅おそい！　一体どこで油を売ってたの!?」

「す、すみません。ゆーちゃんに胸を揉ませていたら遅くなってしまいました……」

「誤解を招くような言い方やめてくれる!?」

　次の瞬間、地じ獄ごくの底に棲せい息そくしているような化け物が里奈の背後に召しよう喚かんされた。部室の壁かべにピキピキと亀き裂れつが生じる。

「ふーん、そっかあ。アタシ達が部室で長いこと待っている間、悠人は真紀の胸の感触を堪たん能のうして幸せに浸ひたっていたと。なるほどね……」

「り、里奈？　違ちがうんだ、これには事情が──」

「愛あい香か、この変態を屋上から突つき落とすから協力して」

「了りよう解かい」

「話を聞いてくれえええええええええええええええ──────────!!」

　そんなわけで、結局部費を上げてもらうことはできなかった。そもそも部費が少し上がったくらいじゃ十万円には遠く及およばないだろうし、やはりお金は自分達でなんとかするしかなさそうだ。







　第三章　お悩なやみ相談!?







　その翌日。昼休みになると、里り奈なが椅い子すと弁当を持って俺の席までやってきた。俺も前の休み時間に売店で買ってきた弁当を机の上に置く。このように昼休みはいつも里奈と二人で食べている。ちなみに愛あい香かと美み雪ゆきは食堂派なので今は教室を出ている。

「は、はい悠ゆう人と、あーん」

「……は？」

　食べ始めて数分後、里奈が弁当のおかずを箸はしで挟はさみ、俺の方に向けてきた。念のため言っておくが普段こんなことは断じてしていない。突とつ然ぜんの里奈の行動に俺は呆あつ気けにとられてしまった。

「あの……何をしてるんだ？」

「だ、だってしょうがないじゃない!!　一応偽装部は続いてるんだし、最低限の偽装はする必要があるでしょ!?　これくらいしないとカップルっぽく見えないし!!」

　顔を赤くしながら里奈が早口で説明する。そういやリア充じゆうっぽく見せるには彼氏が必要ってことで、俺は里奈の彼氏という設定になってるんだっけ。

「い、言っとくけど本当はこんなこと死んでもしたくないんだから！　ただリア充に偽装する為ために仕方なくやってるの！」

「でもこれって間接キスになるんじゃムグッ!?」

　里奈が俺の口の中に箸を突っ込んできた。こ、これは……！

「ど、どう？　美味おいしい？」

「あ、うん……」

　正直心臓のドキドキが凄まじくて味がどうとかわからない。好きな女の子と間接キスしたら誰だれだってこうなるだろう。

「ほら、今度は悠人の番よ」

「え？」

　里奈が目を閉じて小さく口を開けてきた。

「あの、別に俺までやる必要は──」

「いいから早く！」

「は、はい！」

　俺は自分の弁当からおかずを適当に選び、箸で摘つまんで里奈の口に入れていった。

「んっ……」

　妙みようにエロい声を出す里奈。柔らかい唇くちびるの感触が間接的に伝わってくる。それから俺は箸を自分の元に引き戻そうとした──が、これがなかなか抜ぬけない。

「えっと、里奈？」

「…………」

　しばらく経たったら里奈の口の力が緩ゆるんだので、俺は箸を抜いた。なんか随ずい分ぶん長いことくわえてたな。

「あーマズイ！　おかず自体は最高に美味しいんだけど悠人の箸のせいでとてつもなくマズくなってるわ！」

「ああそう……」

　そんなに嫌いやなら無む理り矢や理りやらせる必要もなかっただろうに。俺がそんなことを思っていると、周りからヒソヒソ声が聞こえてきた。

「ちっ。大たい河がの奴やつ、あからさまに見せつけやがって」

「あれは殺されたいって言ってるんだよな？」

「憎にくしみで腸はらわたが煮にえくりかえりそうだぜ……」

「あいつの靴くつにマムシを仕込んでくるか」

　なんか俺にだけ非難が集中してる気がするんだけど。あと今に始まったことじゃないけど俺の靴を危険物の保管庫にするのは本気でやめてくれないだろうか。

「さて。ご飯も食べ終わったことだし、これからどうしようか」

「アタシ借りたい本があるから図書室に行かない？」

「そうか、わかった」

　俺と里奈は教室を出て廊ろう下かを歩く。本は最近読んでないし、俺も何か借りようかな。

「ん？」

　その途と中ちゆう、なんとなくＡ組の教室を覗のぞいてみたところ、俺は「あるもの」を見て足を止めた。それは窓際の前から五番目の席に掛かけられている鞄かばんだった。あれはもしや！

「あっ、悠人!?　急にどうしたのよ!?」

　無意識に俺はＡ組の教室に足を踏ふみ入れ、一直線にその鞄の所に向かう。鞄には大きめのキーホルダー。そしてそのキーホルダーには、一枚のカードが入っている。間違いない、このカードは……！

「ねえ悠人、どうしたのよ？」

　里奈も俺を追ってＡ組の教室に入ってきた。

「ああ、すまん。ちょっと気になるものを見つけてな……」

「おやおや？　私の机で何をしてるのかな？」

　振ふり返るとそこには一人の生徒が立っていた。髪かみは短く、いかにも活発そうな女の子。どうやらこのカードの持ち主のようだ。

「ってあれ？　Ｅ組の大河悠人くんと春はる色いろ里奈さんだよね？」

「俺達のこと知ってるのか？」

「もちろん！　偽ぎ装そう部の人達は色んな意味で有名だからね！」

「はは、なるほど……」

　生徒会の炎えん希きさんにも昨日同じようなことを言われたな。

「私は地ち芽め有あり紗さでーす！　それで私に何か用ですかな？」

「えーっと、それが……」

　色々考えた結果、俺は地芽さんに頭を下げた。

「お願いだ地芽さん！　会ったばかりでこんなことお願いするのは変だけど、そのカード俺に譲ゆずってくれないか!?　お金でも交こう換かんでもなんでもいいから！」

　そのカード名は『虚きよ実じつ神エルス』。以前真ま紀きとカードショップに行った時に真紀が欲しがっていたカードだ。しかし売り切れだったために買うことができず、真紀は少し落ち込んだ様子だった。きっと俺がプレゼントすれば喜んでくれるに違いない。

「ふむふむ。悠人っちはこのカードが欲しいんだね？」

「ああ。無理にとは言わないけど……」

「うーん、そうだねー。これ結構入手が難しいカードだしなー」

　地芽さんは少しの間考える様子を見せた後、何かを思いついたような顔をした。

「いいよ、譲ってあげる！」

「本当か!?」

「ただし！」

　地芽さんがビシッと俺の顔を指差してくる。

「私とのデュエルに勝ったらね！」

「デュエル……!?」

「そっ。決闘者デユエリストに偽装してる悠人っちにとってはそれが一番相応ふさわしい方法でしょ？　悠人っちが勝ったらこのカードはタダで譲ってあげる！」

　そう言って地芽さんは鞄の中からカードの束を取り出した。カードをキーホルダーにするくらいだからカード好きということは予想していたが、まさか常にデッキを持ち歩いていようとは。どうやらこの子もなかなかのデュエル脳のようだ。

　にしてもこの学校で真紀以外にカード好きの女の子がいたなんて驚おどろきだな。真紀に教えたら喜びそうだ。

「わかった。そのデュエル受けよう」

「決まりだね！　てなわけで里奈っち、少しだけ彼氏クン借りるね！」

「なっ!?　ここここんなの彼氏でもなんでもないわ！　ただの手下よ手下！」

　彼氏って設定じゃなかったのかよ。

「ところで地芽さんが勝った場合は？　それも決めとかないと不公平だろうし」

「それもそうだね。うーん、それじゃあ……」

　地芽さんは俺と里奈の顔を交こう互ごに見た後、何故なぜかニヤリと笑う。それから両手の人差し指を立て、その指先同士をくっつける。

「私が勝った場合は今ここで二人にキスしてもらおうかな！」

「「ブーッ!?」」

　俺と里奈は同時に噴ふき出した。

「あっ、でもこれじゃ勝っても負けても悠人っちが得しちゃうか……。まあいいや、それでいこう！」

「ふ、ふざけないで!!　悠人とキ、キスなんてしたら一生何も食べられない口になっちゃうわ!!」

　いやまあ俺としては全然ＯＫなんだけど里奈はこんなこと言ってるし、公衆の面前ということを考えたら俺も少し抵てい抗こうがある。やはりここは真紀の為ためにも勝たなければ。

　というわけで早速、地芽さんの机の上でデュエルが開始された。

「悠人、必ず負け……勝つのよ！　まあもし負けちゃってもそれはそれで仕方のないことだと思うけど！　ただ初対面の相手に全力を出すのはどうかと思うわ！　い、一応言っとくけどアタシは悠人に負けてほしいとか微み塵じんも思ってないわよ!?　だから絶対に負け……勝ちなさい！」

「勝ってほしいのか負けてほしいのかどっちだよ!?」

　彼女にどれほどの実力があるかはわからないが、俺も伊達だてに二か月間決闘者デユエリストに偽装してたわけじゃない。彼女には悪いがここは勝ちにいかせてもらう！　なんて意気込んではみたものの──

「いえーい！　私の勝ちー！」

「負けた……」

　結果は俺の惨ざん敗ぱいだった。なんて強さだ。もしかしたら真紀にも匹ひつ敵てきする実力かもしれない。てかよく考えたら俺がデュエルでまともに勝ったことって一回もない気がする。果たしてこんな体ていたらくで俺は決闘者デユエリストを名乗っていいのだろうか。

「な、何やってんのよ悠人！　これでアタシとアンタがキ、キスしないといけなくなっちゃったでしょ!?」

「あはは、大だい丈じよう夫ぶだよ里奈っち。面白いと思って言ってみただけだから」

「……へ？」

「こんな場所でキスなんてしたら色々と問題だし、それをさせた私にも責任が発生しちゃうからね。というわけでキスはしなくていいよ！」

「そ、そう……」

「……里奈、落ち込んでるのか？」

「はあ!?　そそそそんなわけないでしょ!?　あーよかった!!　今アタシは全人類の中で一番の安心感を得ているわ!!　本当によかった!!」

　まあ、そういう返しがくるよな……。

「いやーでも楽しかった！　このカードがどうしても欲しいならまた私のところまで挑ちよう戦せんしに来るといいよ！　私はいつでもウェルカムだから！」

「ああ、わかった」

　真紀の為にもいつか必ず地芽さんに勝って『虚実神エルス』のカードを手に入れなければ。俺は強く心に決意した。




『ゆーちゃん聞いてください！　ついに「虚実神エルス」のカードを入手しました！　これでデッキが大おお幅はばに強化できます！』

「そ、それはよかったな……」

　その日の夜。電話を通じて真紀が嬉うれしそうに報告するのを聞いて、俺は脱だつ力りよくしたのであった。




　　☆




「みんなこれを見て！」

　翌日の放課後。いつものように五人が部室に集まると、里奈がティッシュボックス二個分ほどの大きさの箱をテーブルの上に置いた。箱の側面には『貴方あなたのお悩みを解決します！』と書かれてある。

「なんだこれ？」

「これ見てなんとなくわかるでしょ。その名も『お悩み相談ＢＯＸ』よ！　生徒達の悩みを一回五百円で解決するの！」

「お金取るのかよ!?」

「これくらいしないと十万円なんて到とう底てい集まらないでしょ。もちろん強制じゃないわよ、このＢＯＸの横に募ぼ金きん箱を取り付けて任意で入れてもらえるようにするつもり。でもこの学校の生徒は皆みんな良い人達だしきっと入れてくれるはず！」

　どうだろうなあ。仮に相談者が全員五百円入れてくれたとしても十万円集めるには二百回もお悩みを解決しないといけない。気が遠くなりそうな話だ。

「早さつ速そく今日から設置するわよ。そしてお悩みを解決するのは美雪、アナタよ！」

「ふえっ!?」

　急に名前を呼ばれた美雪は身体からだをビクリとさせた。

「なな、なんで私なの!?」

「美雪の偽装属性は名めい探たん偵ていだし、こういうのにピッタリじゃない。人間の悩みってある意味謎なぞだらけだし、謎を解決するのは名探偵の仕事でしょ！」

　すげー無理矢理だな。

「わ、私にできるかな……」

「美雪ならできるわよ！　それにアタシ達だって協力するし！」

「そ、それなら、まあ……」

　こうして偽装部の部室の前にお悩み相談ＢＯＸが設置された。




　その翌日、金曜日の放課後。

「もう！　なんで誰だれも悩なやみを持ってこないわけ!?」

「まだ二日目だろ……」

　里奈が嘆なげいてるように、お悩み相談ＢＯＸには今のところ一通も投とう函かんされていない。まあ数か月待ったとしてもこんな部活に悩みを相談しようなんて生徒はいないだろうし、五百円というのも地味に高い。〇円でも果たして集まるかどうか。

「このままだと今か今かと相談を待っている美雪が可哀かわい想そう」

「わ、私は別にそんな……」

「あっ」

　すると真紀が何かを思いついたような顔をした。

「りーちゃん、これって〝全校生徒〟から悩なやみを募ぼ集しゆうしてるんですよね？」

「え？　まあ、そうだけど」

「……ちょっと待っててください！」

　そう言って部室から出て行く真紀。誰か悩みを抱かかえている人物に心当たりでもあるんだろうか。そして数分後に真紀は部室に戻もどってきた。

「皆みなさん見てください！　お悩み相談ＢＯＸにお手紙が届いてますよ！」

「本当か!?」

　全員でその手紙を見る。そこには次のようなことが書かれてあった。




『匿とく名めい希望の女子です。今私には好きな人がいます。その人には毎日のようにアプローチをかけているのですが、私の好意に全く気付いていないようなのです。どうして気付いてくれないのでしょうか』




　記念すべき第一号の手紙は恋れん愛あい相談のようだ。

「……ねえ、これって真紀が書いムグッ!?」

　何故なぜか慌あわてて里奈の口を両手で押さえる真紀。

「お、同じクラスの女の子が何か悩んでいたのを思い出して、試ためしに相談してみたらって言ってみたんです！　どうやら早速悩みを書いてきてくれたようですね！」

　さっき部室を出て行ったのはそういうことだったのか。にしても随分早い投函だな。相当切せつ羽ぱ詰つまってたのか？　しかもちゃんと募金箱には五百円が入っている。

「それじゃ美雪、名探偵のお前がこの悩みを解決に導いてくれ」

「……うーん、これは私より悠人くんに解決してもらった方がいいんじゃないかな」

「え、俺？　いやでも美雪が解決するって話だったんじゃ──」

「いいえ、これは悠人にやらせるべきね」

「里奈まで!?　発案者がそんなこと言っていいのかよ!?」

「私も皆に同意する。こういうのはまず男子目線で考えた方がいいと思う」

「そ、そうか……？」

　なんで皆俺にやらせたがるんだ。まあいい、とりあえず適当に答えておこう。

「そうだなー。解決できるかどうかは別として、こんな女の子の好意にも気付かない鈍どん感かん野や郎ろうは頭に水でもぶっかけた方がいいんじゃないか？　そうすりゃ少しは周りも見えてくるだろ」

「……ふーん、そう」

　バシャッ。里奈が俺の頭にバケツの水をぶっかけた。

「ぶはあっ!!　な、何すんだよ里奈!?」

「別に？　ただ頭に水をぶっかけられたらどうなるか悠人に実じつ践せんしてもらおうと思っただけよ」

「んなもん実践しなくてもわかるだろ!!」

　おかげで制服がビチャビチャだ。これじゃしばらく廊ろう下かにも出られやしない。

「しかし匿名だと返事ができないな──ってあれ、愛香は？」

　さっきまで部室にいたはずの愛香の姿が消えていた──と思ったら戻ってきた。

「どこ行ってたんだ？」

「廊下でムーンウォークの練習してた」

「何故このタイミングで!?」

「それよりまたお悩み相談ＢＯＸに手紙が届いてた」

「えっ!?」

　まさか今日だけで二通も届くとは。もう一度全員でその手紙を見る。




『同じく匿名希望の女子です。私には好きな人がいます。彼とはキスまでした関係なのですが、その後ずっと放置されています。これは一体どういうことなのでしょうか』




「二通目も女子か……」

　しかもまた匿名の恋愛相談。てか同じく匿名希望って、まるで一通目の手紙を見たような書き方だな。

「これも悠人に解決してもらうべきね」

「またかよ!?」

「私もその方がいいと思います」

　なんで俺ばっかり。だけど今回も律りち儀ぎに五百円が入ってるし、お金を貰もらってる以上は解決しないわけにはいかない。

「うーん、とりあえずキスして放置するような最低野郎は身体を縄なわで縛しばり上げてどっかに閉じ込めた方がいいな。そうすりゃちょっとは反省するだろ」

　直後、俺は皆によって身体を縄でギチギチに縛られ、掃そう除じ用具入れのロッカーの中に閉じ込められた。

「おおおおおい出せええええええ!!　だから俺を使って実践する必要なんてないだろ!!」

「しばらくそうしてなさい」

　おのれ、なんで俺がこんな目に遭あわないといけないんだ!?

（りーちゃんも何か書いてみたらどうですか？）

（へっ!?　あ、アタシも!?）

（日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんを晴らす絶好の機会だと思う）

（そ、そうね……）

　何やら話し声が聞こえるが、ロッカーの中なので上手うまく聞き取れない。

「いだっ!!」

　数分後。なんとか自力でロッカーから脱だつ出しゆつした俺だったが、手足を拘こう束そくされたままだったので床ゆかに頭を強く打ち付けてしまう。

「悠人、お悩み相談ＢＯＸにまたお手紙が届いてる」

「えっ!?」

　まさかの三通目。愛香は床に倒たおれる俺の目の前にその手紙を置いた。




『匿名希望の女子です。私には[image: 好][image: き][image: な]幼おさな馴な染じみの男子がいます。中学生の頃ころに彼は私に告白してくれたのですが、今ではそれも有う耶や無む耶やになっていて彼が私の事を好きかどうかわからず不安で仕方ないです。私はどうすればいいのでしょうか』




「これも恋愛相談かよ!?」

　今日だけで手紙が三通、しかも全員女子でどれも恋愛相談。これはもう奇き跡せきと呼ぶ他ほかないだろう。

（ううー、こうやって文章にすると恥はずかしいわね……）

（頑がん張ばりましたねりーちゃん！）

　何やらヒソヒソと話す二人。生徒の相談よりもまずこの縄を解いてほしい。

「どうしたの悠人。早くこの悩みを解決に導いて」

「もういいだろ俺は！　いい加減美雪にもやらせてやれよ！」

「い、いいから早く解きなさいよ!!　アタシがこんなに恥ずかしい思いをしてるんだから!!」

「……なんで里奈が恥ずかしい思いをする必要があるんだ？」

「へ!?　それは、えっと……。ええい！　つべこべ言わず解決しなさい！」

「知るか!!　こんな告白だけしてほったらかしにするような屑くず野や郎ろうは屋上から突つき落としてやればいいだろ!!」

　俺は身体からだを縛られたまま、里奈、真紀、愛香の三人によって屋上まで運び上げられる。

「二人ともせーので投げるわよ！　せーの！」

「やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──────────!!」




「お疲つかれ様、悠人くん」

「疲れたなんてもんじゃないぞ……」

　屋上からダイブすることなく無事に部室への帰き還かんを果たすと、美雪が気の毒そうな表情で迎むかえてくれた。冗じよう談だん抜ぬきで死ぬかと思った。

（人って自分の事になると案外気付かないものなんですね）

（悠人の場合は異常よ異常！）

（一度病院で脳の検査を受けさせた方がいいかもしれない）

　それよりこの三人はさっきから何をコソコソと話してるんだ。なんにせよ部室にこれ以上いたら本当に死ぬかもしれない。

「……ん？」

　何やら人の気配がしたのでドアの方に目を向けてみると、そこに一つの人ひと影かげが映っていた。どうやら他の皆みんなも気付いたようだ。

「誰だれだろうね？」

「偽ぎ装そう部にお客さんでしょうか？」

「あっ！　もしかしてアイツじゃないの!?」

　アイツとは闇やみ根ねのことだろう。里奈が素す早ばやくドアを開けて廊下に出る。とりあえず俺達も部室から出てみたが、そこには既すでに誰もいなかった。

「くっ、取り逃にがしたみたいね……」

「別に闇根とは限らないし、考えすぎだろ」

「いいえ！　怪あやしさオーラ全開だったしきっとアタシ達の様子を覗のぞきに来たのよ！」

「あ、みんな見て！」

　美雪がお悩み相談ＢＯＸを指差す。そこには一通の手紙が入っていた。

「……どうやらさっきの人影はお悩み相談ＢＯＸに手紙を投とう函かんしに来ただけの人だったみたいですね」

「あ、あー、なるほどね！　そんなことだろうと思ったわ！」

　怪しさオーラ全開とか言ってたのはどこの誰だよ。しかし今日だけで四通も来るなんて完全に予想外だ。そしてまた恋愛相談だったりして。

「でもまさか本当に来るなんて……」

「え？　本当にってどういう意味だ？」

「へっ!?　な、なんでもないわよ！　いいから手紙を見るわよ！」

　何かをごまかすようにしながら里奈は手紙を広げる。そこに書かれてあったのは──




『学校内のどこかに爆ばく発はつ物を仕し掛かけた。爆発予定時刻は今日の午後六時。君達の力でその爆発物を探し出してみせよ』




「「「「「えええええええええええ─────!?」」」」」

　絶ぜつ叫きようする俺達。その手紙はまさかの爆ばく破は予告だった。

「どどどどうするんですかこれ!?」

「はわわわわわ、早く全校生徒に知らせなきゃ……！」

「落ち着いてみんな！　こんなの悪戯いたずらに決まってるじゃない！」

「だけど悪戯じゃなかったら大変なことになる」

「そ、それは……！　ああもうなんとかしなさいよ悠人！」

「なんで俺なんだよ!?　なんにせよこれは俺達が対処できる範はん囲いを超こえてる！　早く警察に連れん絡らくすべきだ！」

「そ、そうですよね！　では１１０番を……」

「でも待って！　爆破予定時刻は六時って書いてあるよ！」

「今は五時五十分だから……げっ!?　あと十分しかないのかよ!?」

　なんてこった、これじゃ警察が到とう着ちやくする前に爆発してしまう！　つーか時間短すぎだろフィクション世界の爆ばく弾だん魔まですらもうちょっと猶ゆう予よをくれるぞ！　そもそもなんでお悩なやみ相談ＢＯＸにこんなの入ってるんだよ絶対投函する所間ま違ちがってるだろ！

「もう私達で爆発物を見つけ出すしかない」

「だけど校内中を探す時間はない。せめて何かヒントがあれば……」

「あっ！　手紙の裏にも何か書かれてますよ！」

「なに!?」

　手紙をひっくり返すと次のようなことが書かれてあった。




『ＯＴＴＦＦ■■●▲Ｔ●ＴＴＦＦ■■●▲……』

『■ＣＩ●▲Ｃ■』

『この暗号を解き明かし、爆発物の場所を得よ』




「何よこれ!?」

「どうやらこれがヒントみたいだな。爆発物を見つけるにはこれを解くしかなさそうだ」

　これは明らかに犯人からの挑ちよう戦せん状だ。これを解かない限り爆発は阻そ止しできない。

「でもこれまったく意味がわかりませんよ!?」

「おそらく右のアルファベットはある法則に従って並んでいる。その法則に従って記号に文字を当てはめると左のアルファベットから爆発物の場所が浮うかび上がる仕組みになっていると思われる」

「なるほど、流石さすがは愛香様です！　それである法則とは……？」

「そこまでは私にもわからない」

「や、やっぱりですか……」

　すると里奈が俺の肩かたをちょんちょんと突つつき、俺の耳に顔を近付けてきた。

（どうしたのよ悠人！　今こそ名めい探たん偵ていヴァールハイトの真価を発揮する時でしょ!?）

（その名前で呼ぶなと言ってるだろ！）

　俺は単に名探偵の物もの真似まねをしてただけであって、こういう暗号の類たぐいは苦手なんだ、期待されても困る。こんな文字列に法則なんて存在するのか？　まずいな、こうしている間にも時間が……。

「あっ！」

　その時、美雪が何かに気付いたような声を出した。

「わかった！　解けたよこの暗号！」

「え、本当か美雪!?」

「一体どんな暗号だったんですか!?」

「それを聞くのは後回し！　美雪、爆発物の場所に案内して！」

「あ、うん！」

　美雪を先頭にして俺達はダッシュで廊ろう下かを駆かけ抜ぬける。

「それで美雪、走りながらでいいからどんな暗号だったのか教えてくれないか!?」

「だから後回しって言ってるでしょ！」

「いや、どうしても気になって……」

「簡単に言うと、右のアルファベットは数字の英語を頭かしら文も字じだけ抜き出して並べたものだったんだよ！」

「数字の英語……あっ！」

　そうか、１はＯＮＥ、２はＴＷＯ、３はＴＨＲＥＥ、４はＦＯＵＲ、５はＦＩＶＥ……このように頭文字を並べていくとＯＴＴＦＦＳＳＥＮＴＥＴＴＦＦＳＳＥＮ……となる。よって■にはＳ、●にはＥ、▲にはＮが当てはまり、これらを左のアルファベットに当てはめると浮かび上がるのは──

「ＳＣＩＥＮＣＥ……理科……つまり理科教室か！」

「凄すごいです美雪さん！　この短時間で解いちゃうなんて！」

「名探偵に偽装しているだけのことはある」

「えへへ、時々クロスワードパズルとかクイズ問題集をやってたから、その成果が出たのかな……」

　そういや休み時間にそういうのを解いてるところを何度か見かけたな。それで名探偵の偽装力は上がるのだろうかと疑問に思っていたが、その努力は決して無む駄だではなかったというわけか。

「ここが爆発物の場所ね！」

　五時五十八分、俺達は理科教室前に到着した。

「ふう、なんとか間に合ったな！」

「美雪さんはこの学校の救世主ですね！」

「そんな救世主だなんて、大おお袈げ裟さだよ……」

「……今いま更さらだけどここに爆発物があったとして、どうやってそれを止めるの？」

「「「「…………」」」」

　愛香がこの疑問を口にした途と端たん、空気が一気に重くなった。そういやそうだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ！　きっとボタン的なものがあってそれを押せば止まりますよ！」

「そんな親切設計だといいけどな……」

　中学時代に観みていたアニメの中に主人公が回線を切って爆ばく弾だんを解除するシーンがあったが、当然俺にそんな技術力はない。我われながら使えない元名探偵だ。

「ええい、とにかく入るわよ！」

「待て里奈、ここは俺が先頭で行く。危険なのが爆弾だけとは限らないからな」

「あ、うん……」

　俺は一回深呼吸をし、理科教室のドアを開けた。

「ふっ……よくここまで辿たどり着いたのだよ」

　そこにはセミロングで花の形の髪かみ飾りを付けた女子生徒が一人、腕うでを組んで立っていた。

「誰よアンタ!?」

「我は一年Ｃ組の水みな瀬せ亜あ美みなのだよ。人に名前を聞く時はまず自分から名乗るものだ、覚えておくのだよ」

　名乗った後に言われても。つかなんだその一いち人にん称しようと変な語ご尾びは。

「ひょっとしてこの手紙をお悩み相談ＢＯＸに入れたのはアンタ!?」

　里奈が例の暗号が書かれた手紙を水瀬さんに見せる。

「いかにもなのだよ。制限時間内に暗号を解読しこの場所を導き出したことは褒ほめてあげよう。ああ、募ぼ金きん箱にはちゃんと五百円を入れたので安心するのだよ」

　いやそれはどうでもいいんだけど。

「ちなみに暗号を解いたのは誰かな？」

「えっと、私だけど……」

　美雪が小さく手を挙げる。

「……なるほど、貴女あなたか。ま、名探偵に偽装しているのならこの程度の暗号は楽に解いてもらわないと困るのだよ。ひとまず合格なのだよ」

「さっきからナノダヨナノダヨうるさいわね！　何よその変な語尾！　面おも白しろいと思ってんの!?」

「べ、別にウケを狙ねらってるわけではないのだよ！　どんな語尾にしようが我の勝手なのだよ！」

「そんなことより爆発物はどこだ！　もうすぐ爆破時刻だぞ！」

「あっ！　そうよ、爆発物を仕掛けたのもアンタなんでしょ!?」

　理科教室内を見回してみてもそれらしき物は見当たらない。どこか棚たなの中とかに隠かくしてあるのか？

「爆発物？　そんなの噓うそに決まってるのだよ」

「噓だって!?」

「偽ぎ装そう部の君達にどれほどの力があるのか試ためさせてもらっただけだ。爆発物というのはちょっとしたエンターテインメントだったのだよ。楽しんでいただけたかな？」

「えっと、あの、すみません」

　真紀が申し訳なさそうに手を挙げる。

「本当に爆発物があると思って、さっき１１０番通報しちゃったんですけど……」

「……え？」

　キョトンとする水瀬さん。

「ななななんということを!!　爆発物なんて悪戯だと思うのが普ふ通つうだろう!?　どうして真に受けちゃったのだよ!?」

「そう言われてもな……」

　程ほどなくして聞こえてくる複数の激しい足音。やがて警察官と爆発物処理班らしき人達が理科教室に駆けつけてきた。

「爆発物があるとの通報を受けて来た！　爆発物はどこだ!?」

　俺達は一いつ斉せいに水瀬さんを指差す。

「「「「「この人が噓をつきました」」」」」

「なっ!?　ち、違うのだよ！　これには事情が！」

　爆ばく発はつ物が噓だとわかり、大きく溜ため息いきをつく警察官。

「君、ちょっと署まで来てもらおうか」

「ええっ!?　ちょ、ちょっと待つのだよ！　我がやったのは爆ばく破は予告だけで実際に爆発物を仕し掛かけたわけでは──」

「爆破予告だけでも立派な犯罪だ。さあ大人しくしろ」

「だ、誰だれか！　誰か助けてええええええええええー!!」

　警察官に連行される水瀬さんの背中を見送りながら、俺達は静かに合がつ掌しようしたのであった。結局何がしたかったんだあの子は。







　第四章　脅きよう迫はく状再び!?







「こ、これは……！」

　土日を挟はさみ、月曜日の朝。学校の靴くつ箱ばこを開けると、その中に一通の封ふう筒とうが入っていた。

　偽装を強要されていた頃ころはこうしてプリンからの指示が送られてきたんだよな。だが、それはもう終わった。ということは考えられるとしたら──ラブレターか!?　ラブレターだよな!?　今回ばかりは期待していいんだよな!?

　俺は期待に胸を膨ふくらませながら手紙を開かい封ふうする。そこには手書きで次のように書かれてあった。




『私は貴方あなたの弱味を握にぎっています』




「またこのパターンかよおおおおおおおおおおおおおおお──────────!!」

　世界中に響ひびき渡わたるんじゃないかというくらい、俺は絶ぜつ叫きようした。もう手紙が送られてきても二度と期待しないからな!!

「どうしたのよ悠ゆう人と、朝から大声上げたりして」

　一いつ緒しよに登校してきた里り奈なが上うわ靴ぐつに履はき替かえながら尋たずねる。どうやら里奈の靴箱には何も入っていなかったらしい。

「これを見ろ！」

　俺は里奈にその手紙を渡した。手紙に目を通す里奈。やがて里奈の手がワナワナと震ふるえ始め、手紙をグシャリと握り潰つぶした。

「まったくふざけてるわね……！」

「ああ。でも一体誰がこんなこと……」

「そんなの一人しかいないでしょ！　悠人も来なさい！」

「あ、おい!?」

　里奈は俺の手を引っ張って走り出した。向かった先は、三階にある三年Ａ組の教室。

「生徒会長!!」

　里奈が大声で叫さけび、三年の先せん輩ぱい達が一斉にこちらを向く。その中には日ひ空そら先輩がおり、落ち着いた様子で俺達の所まで歩いてきた。

「私に何か用か？　しかしまず生徒会長として一つ忠告させてもらうが、仲良く手を繫つなぐのは学校の外だけにしてもらえると助かる」

「なっ!?　こ、これは違ちがいます！」

　里奈が顔を赤くして俺の手を振ふり払はらう。

「それでどうした、こんなに朝早く。また部費を上げてほしいと──」

「ちょっとこっちに来てください！」

　里奈は日空先輩の腕を摑つかむと、そのまま屋上まで連れてきた。もちろんこの時間帯は誰もいない。

「一体どうしたというんだ、こんな所にまで連れてきて」

「これは何ですか？」

　里奈が先程の手紙を日空先輩に突つきつける。

「これは……？」

「アナタの仕し業わざですよね!?　今度は一体何を企たくらんでるんですか!?　洗いざらい吐はくまではここから帰しませんから！」

「…………」

　日空先輩は手紙を受け取り、文章に目を通す。

「なんとか言いなさいよ！」

「……悪いが、これは私が書いたものではない」

「はあ!?　そ、そんなわけないじゃないですか！　悠人の弱味を握ってるなんて、アナタ以外には考えられないでしょう!?」

「私が君達にしたことを考えれば、私を疑いたくなる気持ちもわかる。だが本当に私は知らない」

「な、何を言って……」

「それに私にはもう、君達を脅迫する理由がない。だから信じてほしい」

「そんなこと言ってまた何か企んでムグッ!?」

　俺は右手で里奈の口を塞ふさいだ。なんか最近よく里奈の口を塞いでる気がする。

「ンーンー!!」

「すみませんでした日空先輩、こんな所にまで連れてきて。もう大丈夫です」

「ん、ああ……」

「日空先輩は先に教室に戻もどっててください。俺は里奈と話がありますから」

「……わかった」

「ンンー!!」

　暴れる里奈を押さえながら、俺は日空先輩の背中を見送る。そして彼女の姿が扉とびらの向こうへ消えた後、俺は里奈の口から手を離はなした。

「ぷはぁ！　何すんのよ悠人！　あと少しであの女が自白するところまで追い詰つめられたのに！」

「もういいだろ里奈。お前も日空先輩が犯人じゃないってことくらい気付いてるはずだ」

「うっ。そ、それは……」

　図星だったらしく、里奈は口くち籠ごもる。日空先輩が犯人じゃないという証しよう拠こはないが、俺にはどうしても彼女が犯人だとは思えなかった。

「でもあの女が犯人の可能性はゼロじゃないでしょ!?」

「まあな。でもこの手紙、手書きだろ？　俺達が日空先輩に脅おどされていた頃の手紙は全すべてパソコンで書かれていた。日空先輩が犯人だったら今回だけ手書きというのも変だと思わないか？」

「じゃあ誰が犯人だっていうのよ!!　こんなの絶対許せ──」

　俺は里奈の頭にそっと手を置いた。

「な、何して……!?」

「ありがとな里奈。自分が脅迫されたわけでもないのに、俺の為ためにここまで怒おこってくれて。気持ちは嬉うれしいけど少し落ち着こう」

「べ、別に、アタシは悠人の幼おさな馴な染じみなんだし、これくらい普通よ……」

　頰ほおを赤くして俯うつむく里奈。こういう姿を見ていると、やっぱり俺は里奈が好きなんだなと再さい認にん識しきさせられる。

「どうだ、落ち着いたか？」

「……そうね」

　里奈は未いまだ納なつ得とくのいかないような顔をしながらも、小さく頷うなずいた。

「んじゃ、そろそろホームルームが始まる時間だし、とりあえず教室に戻るか」

「……うん」

　そういやあの手紙、まだ最初の一行しか読んでなかったな。俺はＥ組の教室に戻る途と中ちゆうで改めて脅迫状の二行目以降に目を通した。




『気合い　ドーナッツ　移民　釣つり銭せん機　網あみ戸ど』

『右の五つの単語は私の正体のヒントです。ヒントを解く鍵かぎは【真】。一学期が終わるまでに私の正体を暴あばけなければ貴方の過去をバラします。では頑がん張ばってください。敬愛するヴァールハイト様』




「誰がヴァールハイトだ!!」

「悠人!?　どうしたの急に叫んで!?」

「あ、いや。なんでもない……」

　親切にも今回は最初からヒントが与あたえられているようだ。何が敬愛するヴァールハイトだよ、絶対馬ば鹿かにしてるだろコイツ。だがヴァールハイトの名を知ってるってことは、こいつが俺の弱味を摑んでることは確かなようだ。しかしこいつの目的は一体何だ？　日空先輩の時と違って何の要求もないし、こんなことして何の意味がある……？

　まあ、それはどうでもいい。必ずこれを解いて絶対に犯人を捕つかまえてやる。俺はそう決意した。が、今はその前にやることがある。




　ホームルーム二十分前。里奈は職員室に用があるらしく、俺は一人教室に向かい自分の席に着いた。昨日は数学の宿題が出ていたがノートと教科書を引き出しの中に置きっぱなしにして帰ってしまったため、まだ一ページもやっていない。しかも今日に限って数学は一時限目だし、今は犯人探しよりこっちを優先させなければ……。

「ん？」

　ノートを引き出しから取り出そうと手を伸のばしたところ、指が何かに当たって前に進まない。なんだろうと思って身を屈かがめてみると、なんと引き出し自体が消えていた──と一いつ瞬しゆん思ったが引き出しの入り口は机の反対側にあり、消えたわけではなかった。つまり机が前後逆になっていたのである。

　なんだ、この地味な嫌いやがらせ。いかにもこんなことをやりそうなのは……。

「愛あい香か、お前の仕業か？」

　俺はちょうど側そばを通りかかった愛香に声をかける。

「ああ？　何の話だコラァ」

「俺の机を前後逆にしたのはお前じゃないのかって話だ」

「知らねえな。そんなしょうもない悪戯いたずらは私の趣しゆ味みじゃねえ」

「えっ、じゃあ違うのか？」

「だから知らねえって言ってるだろ。テメーまさか私を疑ってんのか？」

「ああいや、違うならいいんだ」

　愛香が噓うそをついてるようには見えないし、よく考えたら愛香は人をからかうのは大好きだがこういう悪戯をされたことは殆ほとんどないな。じゃあ一体誰だれが……？

「んん？」

　俺が机を元に戻していると、引き出しの中から一枚の小さな紙がヒラリと落ちた。それを拾い上げると、次のようなことが書かれてあった。




『私の正体を暴くまでの間はこういうことが続くと思っていてください』




　この字は間ま違ちがいない、さっきの手紙と同一人物だ。机を逆にしたのはこいつの仕業か！

「悠人くん！」

「どわっ!?」

　突とつ然ぜん後ろから名前を呼ばれ思わず跳とび上がる。振り返るとそこには少し怒った顔の美み雪ゆきがいた。

「びっくりした。どうした美雪？」

「今の話聞いてたよ！　誰かを疑ってそれが間違いだったことに気付いたらちゃんと謝らないと！　愛香ちゃん泣いてるよ!?」

「シクシク、シクシク」

　両手で顔を覆おおう愛香。泣き真似まねとはいえ不良がそんな簡単に泣いたらダメだろう。しかし俺が愛香を疑ってしまったことは事実だ。

「す、すまん愛香。俺が悪かった」

「ああ？　まるで誠意が足りねえなァ。本当に悪かったと思ってるなら土下座くらいしてみせろやコラァ！」

　また不良に戻った。つーか土下座ってなんだよ、いくら俺に非があるからって俺にもプライドってもんがあるし、そんなことするはずが──

「すまん、俺が悪かった!!」

　素す早ばやく額を床ゆかに打ち付ける俺。フッ、土下座なら今まで里奈相手に何度もやってきたから抵てい抗こうなんてないのさ。土下座のクオリティなら正直誰にも負ける気がしないぜ！　なんて思っていたら周囲からヒソヒソ声が聞こえてきた。

「ねえ見てアレ、大たい河がくんが赤あか月つきさんに土下座してる」

「今度は何をやらかしたのかしら？」

「複数の女子に手を出してることがバレたんじゃないの？」

「うわーありそう！」

　俺の悪評が以前より酷ひどさを増している。すると愛香がしゃがみ込み、俺に手を差し伸べてきた。

「……ごめん悠人。まさか本当に土下座するとは思わなかった」

「ああいや、俺こそ悪か──っ!?」

　顔を上げると、愛香の足の隙すき間まから水色の下着が……。

「どうしたの？」

「な、何でもない！」

　どうやら愛香はパンツを見られたことに気付いてない模様。俺は愛香の手を取って立ち上がる。これは辱はずかしめを受けてまで土下座をした甲か斐いがあった。

「でも誰がやったんだろうね、悠人くんの机を逆にするなんて」

「あ、ああ……」

　手紙のことは美雪達には黙だまっておこう。今回脅されてるのは俺だけのようだし、皆みんなに余計な心配はかけたくない。

「あ、それじゃ名めい探たん偵ていの私が犯人を推理してあげるね。犯人は、そう……。この学校の生徒の誰かだよ！」

「……そうだな」

　わざわざ外部の人間が教室まで来てこんなことするとは思えないし、犯人がこの学校内にいるのは確かだろう。それくらい俺でもわかる。

「ってこんな話をしてる場合じゃなかった！　早く宿題を終わらせないと！」

「数学の宿題やってないの？」

「ああ！」

　俺は椅い子すに座り、慌あわてて教科書とノートを引き出しから取り出す。ホームルームが始まるまで残り十分、果たして間に合うかどうか……。

「ん？」

　ノートを広げた時、俺はあることに気付いた。ページの右下に見覚えのない棒人間の絵が描かかれていたのである。次のページを捲めくってみたところ、そこにも棒人間。次も、またその次も。というか全てのページに棒人間が描かれてあった。

「これって……パラパラ漫まん画がだよね？」

「悠人、授業はちゃんと聞かないとダメ」

「俺が描いたんじゃねーよ！」

　まさかこれも犯人の仕し業わざか!?　またしても地味な悪戯しやがって！　こんなノート先生に提出したら確実に減点くらっちまうだろ！

　それから俺はパラパラ漫画を消す作業に追われ、結局宿題を終わらせることができず先生から叱しかられる羽目になった。




「大仏に埃ほこりがだいぶ積もった！　どうこれ!?　会心の出来だと思わない!?」

「ああ、うん……」

　部活が終わり、俺は里奈の最高に面おも白しろいダジャレを聞きながら帰り道を歩いていた。

「どうしたのよ、さっきから暗い顔しちゃって」

「いや、これからのことを考えるとちょっと憂ゆう鬱うつでな……」

　銅像の修理費用のこと、俺を脅おどしてる犯人のこと。今のところどちらも解決の糸口が見えない。

「悠人を脅してる犯人のことならアイツが一番怪あやしそうじゃない？　名前なんて言ったっけ、闇やみ川かわじゃなくて、闇やみ尾おでもなくて……」

「闇やみ沢さわだろ？」

「そう、闇沢！　いかにもこういうことやりそうだし、きっと入部させてくれない腹いせに違ちがいないわ！」

　ったく、苗みよう字じくらい覚えといてやれよ──ってあれ、本当に闇沢だったっけ？　まあいいかどうでも。

「どわっ！」

　その時一枚のチラシが風に乗って飛んできて、俺の顔にビタンと貼はり付き視界を完全に塞ふさいできた。ったく、風は俺に恨うらみでもあるのか。

　そのチラシを顔から剝はがし、なんとなく見てみる。そして思わず俺は足を止めた。こ、これは……！

「どうしたの？」

「……いや、なんでもない」

　俺はそのチラシをポケットにしまい込んだ。風は俺を恨むどころか俺に素す晴ばらしい贈おくり物をしてくれたようだ。これで今回の件は解決したと言っていいかもしれない。

　だがこれを実現させるには俺の力では不可能に等しい。ここは〝彼女〟の力を借りなければ……！







　第五章　腕うで相撲ずもう大会!?







　翌日。今日の部活は里り奈なを色々と説得して休みにしてもらい、俺は美み雪ゆきを誘って二人で街を歩いていた。

「美雪、喉のど渇かわいてないか？　良かったら俺が何か奢おごるけど」

「あ、ううん大だい丈じよう夫ぶだよ。それより今日はどうして私を誘さそってくれたの？」

「へっ!?　そ、それはアレだほら、俺と美雪って二人きりで話したことってあまりないだろ？　だから一度はこういう機会を設けた方がいいかと思って」

「……ふーん？」

　探さぐるような目で俺を見る美雪。絶対何か企たくらんでるって思われてるだろうな。実際企んでるわけだけど。

「私なんかよりも他ほかの部員の誰かを誘ってあげた方が絶対喜ぶと思うけどなあ。特に里奈ちゃんとか」

「いやあ、里奈を誘っても『アンタと一いつ緒しよに出掛けるくらいなら禁固三十年の刑けいをくらった方が何倍もマシよ！』とか言われるのがオチだろ」

「そ、そうかな……」

　それから俺達はとあるデパートの前を通りかかる。よし、ここから作戦開始だ。

「おおっ!?　何だこれは！　見てみろよ美雪！」

「え？」

　俺はデパートの入り口近くに立っている看板を指差す。そこには次のようなことが書かれてあった。




『腕相撲大会参加者募ぼ集しゆう中ちゆう！　日ひ頃ごろから持て余してる力をここで発散しませんか!?　参加費は無料！　優勝者には賞金十万円、準優勝者には最新型エアコン、第三位の方には温泉旅行宿しゆく泊はく券をプレゼント致いたします！』




「このデパートで腕相撲大会をやってるみたいだぞ！　参加費無料で優勝なら賞金十万円だってよ！　これはやらない手はないだろ！」

「……悠ゆう人とくん」

　ジーッと俺の顔を見つめる美雪。

「な、なんだ？」

「最初からこれを知ってて私をここに連れてきたんでしょ」

「うっ!?」

　さすがにバレたか。この前俺の顔に飛んできたチラシは、まさにこの腕相撲大会に関するものだったのである。

「私帰る！」

「ちょっ、待て美雪！」

　俺は今にも立ち去ろうとする美雪の腕を摑つかむ。

「ごめん、隠かくしてたことは謝る。だけどお前の力があれば確実に決勝まで勝ち上がれる！　俺が保証する！」

「そんなの無理に決まってるよ！　それに私が自分の力のことを内ない緒しよにしたいの知ってるでしょ!?　もし同じ学校の人が参加してたりしたらどうするの!?」

「大丈夫、それなら手は打ってある」

　俺は鞄かばんから節分の日に使われるような鬼おにのお面を取り出した。

「これを付けて参加すれば恥はずかしくないはずだ」

「余計に恥ずかしいよ!!」

「で、でも少なくとも知り合いにバレるなんてことは起きないはずだ！」

「だからってそんな……。とにかく私は帰るから腕を放して！」

「美雪はあんな男が偽ぎ装そう部に入ってもいいのか!?」

「!!」

　俺の言葉で美雪の抵てい抗こうする力が弱まる。

「これに勝ち進むことができれば十万円が手に入って銅像が修理できる。そうすれば偽装部の皆もきっと喜んでくれるはずだ」

「それは、私だって里奈ちゃんの力になりたいと思ってるけど……」

「頼たのむ！　この通りだ!!」

　俺はその場で土下座をした。同時に周囲の人達からざわめきが起きる。

「わ、わかった参加する！　参加するから土下座なんてやめて!!」

「本当か!?　ありがとう美雪!!」

　俺の熱意が伝わったらしく、美雪は参加を承しよう諾だくしてくれた。

「でも途と中ちゆうで敗退しても文句は言わないでよ……？」

「ああ、もちろんだ」

　それから俺と美雪はデパートに入り、腕相撲大会が行われる三階の受付で申し込みを済ませる。登録名は本名じゃなくても構わないそうなので、美雪は「ケリー」という名前で参加することになった。

　会場に向かうと、参加費が無料ということもあってかそこには結構な人数が集まっており、当然ながら参加者の九割以上が男だ。いかにも力が自じ慢まんな猛も者さ共ばかりである。

「うう……怖こわいよ……絶対無理だよ……」

　俺の隣となりで身体からだを震ふるわせる美雪。仮面の下なので表情は読み取れないが、武む者しや震ぶるいでないことだけはわかる。

「大丈夫、美雪の力なら余よ裕ゆうだろ」

「悠人くんは私を過大評価しすぎだよ……」

　そして午後三時、腕相撲大会の一回戦がスタートした。一つの台を挟はさんで両者が向かい合う。美雪の最初の相手は見た目二十歳くらいのヤンキーっぽい男だ。

「ははっ、なんだその変なお面。てかそんな小さな身体でやる気かよ。ここは小学生の遊び場じゃないんだぜ坊ぼつちゃん」

　坊ちゃんじゃないけどな。この人も相手が女の子だとは夢にも思っていないだろう。美雪に胸がないことが功を奏し──いやなんでもない。

「俺が勝ったらそのお面を引っ剝ぱがしてやるから覚かく悟ごしておくんだな」

「…………」

　審しん判ぱんが間に立ち、間もなく試合が開始される。頑がん張ばれ美雪！

「レディ……ゴー!!」

　バキイッ!!（右手が台にめり込む音）

「ぴぎゃあああああああああああああああ──────────!?」

　勝負は一いつ瞬しゆんだった。美雪の対戦相手は悲鳴を上げた後、泡あわを噴ふいて床ゆかに倒たおれた。

「な、何だ今の!?」

「とにかく担たん架かだ！　担架を持ってこい！」

　彼は観客の人達によって担架に乗せられ、奥の方へと運ばれていった。美雪が人外じみた力を備えていることは知っていたが、まさかここまでとは。これには俺も戦せん慄りつを覚えてしまった。

「やったな美雪！　まずは一回戦突とつ破ぱだ！」

「い、今のは相手が油断してくれただけで、たまたまだよ……」

　油断しただけで右手がめり込んだりはしないだろう。

「悠人くんも頑張ってね！　試合もうすぐでしょ？」

「ああ」

　実は俺も大会参加者の一人だ。本当は美雪の応おう援えんに徹てつするつもりだったんだけど、受付の人が間ま違ちがって俺をエントリーしてしまったのである。まあどうせ参加費はタダだし、記念受験的なノリで挑いどむとしよう。俺の力なんてたかが知れてるし、一回でも勝てれば御おんの字かな。

「……は？」

　そして俺の試合が回ってきたわけだけど、対戦相手を目まの当たりにして俺は驚きよう愕がくした。

「も、もしかして校長先生ですか!?」

「おや、ウチの学校の生徒じゃったか。これは奇き遇ぐうじゃのう」

　そう、俺の相手は神しん海かい高校の校長先生だった。全校集会でのトークはあらゆる生徒達を眠ねむりの世界へと誘いざなう恐おそるべき効果がある。

　ちなみに俺達と校長先生には並々ならぬ因いん縁ねん（※電子書しよ籍せき１巻付録の短編参照）があるわけだけど、本人にその記き憶おくはないし今は触ふれないでおこう。でもなんで校長先生がこんな大会に参加してるんだ。一丁前にリストバンドまで付けてるし。

　まあいい、色々と気になる点はあるが勝負は勝負、いくら俺でもこんな爺じいさんには負ける気がしない。あ、でも待てよ。これでもし腕を骨折させて入院なんて事態になったら、校長先生を病院送りにした生徒として神海高校の歴史に永遠に名前を刻んでしまうことに!?　下手したら退学なんてことも!?　ここは手を抜ぬくべきか……!?

「全力でかかってきなさい」

「……!!」

　手を握にぎり合った途と端たん、校長先生の雰ふん囲い気きが変わった。間違いない、これは数々の戦場をくぐり抜けてきた歴戦の戦士の顔だ。俺の本能が只ただ者ものではないと警けい鐘しようを鳴らしている。手を抜くなんて以もつての外だ。ここは俺の全身全ぜん霊れいで挑むしかない。

「レディ……ゴー!!」

　ドオン!!

「ぐはっ……!!」

　これも一瞬の勝負だった。瞬まばたきをした次の瞬しゆん間かんには俺の右手は台の表面に叩たたきつけられていた。なんて強さだ、抗あらがう隙すきもなかったぞ。以前対たい峙じした時の変へん貌ぼうはギャグ補正じゃなかったのか……！

「ほっほっほ。少しは手加減したつもりじゃったが、腕の方は大丈夫かのう？」

　しかも手加減してこれかよ！　やはり只ただの爺さんじゃない。もしかしたら決勝まで勝ち上がっていくんじゃないか……!?




　それでまあ、初戦であっさり敗退した俺は、当初の予定通り美雪の応援に徹することにした。美雪は二回戦以降も順当に勝ち進み、あっという間に準決勝までやってきた。その間何人の参加者が担架で運ばれていったかわからない。

「やっぱ強いな美雪は。次を勝てば十万円ゲットだな」

「チッ。どいつもこいつも手て応ごたえがねえな……」

「!?　み、美雪!?」

「……へっ!?　どうかした悠人くん!?」

「ああいや、なんでも……」

　なんか今美雪からドス黒い声が聞こえてきたような……気のせいか？




　準決勝も美雪は余裕で勝利し、ついに決勝までやってきた。向こうの方ではもう一つの準決勝戦が間もなく開始される。その勝者が美雪の対戦相手になるわけか。

「!!」

　その試合を見に行ってみると、そこでは見た目二十代の筋肉質の男と校長先生が対峙していた。予想通り勝ち上がってきたか……。

　そしてこの試合も校長先生の圧あつ倒とう的な勝利で終わり、これで美雪の対戦相手は校長先生に決定した。まさか俺達の高校で一番偉えらい人が最後の相手になるとはな。

「強いなこの爺さん……」

「腕うで相撲ずもう大会二十回連続優勝中なんだ、当たり前だろ」

　二十回連続優勝中だと!?　只者ではないと思っていたがまさかそこまでとは。こりゃ流石さすがの美雪でも勝てるかどうかわからないぞ……。

「どうだ美雪、勝てそうか？」

「……ククッ」

　その時、美雪のお面の下から小さな笑いが洩もれた。

「悠人、私は今最高にワクワクしてるぜ……!!」

「美雪!?」

　完全に口調が変わってる。やっぱりさっきのは聞き間違いじゃなかったのか。

「さっきから私の全身の血が騒さわいでしょうがねえのよ。あの爺さんと全力の殺し合いをしたいってなあ……!!」

　もはや別人の領域だろこれ。つーか殺し合いって、これただの腕相撲大会なんだけど。だが俺はこの時確信した、これこそが中学時代に不良グループを統とう率そつしていた美雪のもう一つの姿だと。

「悠人に見せてやるよ、私の本気をな……」




　決勝戦開始一分前。台を挟んで向かい合う二人の戦士。片や六十を超こえた爺さん、片や十六歳の女子高生。端はたから見たらなんともシュールな光景である。

「ほっほっほ。これは相当の実力者とお見受けする。お面で顔を隠かくすことはできても、その鬼き神しんのごときオーラまでは隠しきれていないようじゃな」

　オーラとか見えんの!?

「まだまだ若い者には負けてられんからのう。どうやら私も本気を出さねばならないようじゃ……」

　すると校長先生は今まで付けていたリストバンドを外した。それがまるで拘こう束そく具だったかのように、校長先生の全身の筋肉が大きく膨ぼう張ちようした。

「ぬうううううん!!」

　ビリビリと破れる上半身の服。何故なぜか伸のびる身長。すごいデジャヴを感じる。以前は不意打ちでなんとか倒したが、今回ばかりはどうなるか……!!

「若き戦士よ、かかってきなさい。私の全力をもって叩き潰つぶして差し上げよう」

「面おも白しれえ、そうこなくっちゃなあ!!」

　大勢の観客が固かた唾ずを吞のんで見守る。化け物の爺さんと化け物の女子高生。勝利の女め神がみが微笑ほほえむのは果たしてどちらか。

「レディ……ゴー!!」

　そしてついに戦いの幕が切って落とされた。次の瞬間、二人を中心として会場に凄すさまじい旋せん風ぷうが発生し、俺を含ふくめた観客全員を一いつ斉せいに吹ふき飛ばした。なんだこれ、もはや人間の戦いじゃねえ!!

「くおおおおおおおおお!!」

「ぬううううううううう!!」

　二人の勝負はまだ続いている。左に傾かたむいたかと思えば定位置に戻もどり、右に傾いたかと思えばまた戻る。まさに一進一退の攻こう防ぼうだ。どちらが勝ってもおかしくない。

「ククッ。アンタとはもっと違ちがう出会い方をしたかったな……!!」

「ほっほっほ。同感じゃなあ……!!」

　おまけになんか友情まで芽生え始めている。二人の戦いは常人には到とう底てい及およびもつかない次元にまで到とう達たつしていた。だがこの永遠に続くかと思われるような試合も、ついに終しゆう焉えんの時を迎むかえることになる。

「楽しかったぜ爺さん。また闘やろうな……!!」

　今にも校長先生の手の甲こうが台に接せつ触しよくしようとしている。ここまできたら美雪の勝ちだ。だが校長先生の顔はまだ諦あきらめていない。

「ワシは……負けるわけにはいかんのじゃ……!!」

「ああ……!?」

「死んだ婆ばあさんと約束したんじゃ……今日の腕うで相撲ずもう大会で絶対に優勝すると……!!　無様に敗北する姿を天国の婆さんに見せるわけにはいかんのじゃ……!!」

「……!!」

　直後、手の甲が叩たたきつけられる音が響ひびいた。この勝負を制したのは美雪──ではなく、校長先生だった。

　これにより、校長先生の二十一回連続優勝が決まったのであった。




「あはは……。ごめん悠人くん、優勝できなかった」

　表ひよう彰しよう式しきを終え、美雪が俺のもとに歩いてくる。どうやらいつもの美雪に戻もどったようだ。

「美雪、決勝戦の終しゆう盤ばん、どうして手を抜ぬいたんだ？」

「あっ……バレた？　なんか校長先生の話を聞いてたら少し可哀かわい想そうになっちゃって。ここは勝たせてあげようと思ったの」

「……そうか」

　いくら不良モードになろうと美雪は美雪というわけか。

「でも本当にごめんね。優勝賞金の十万円が……」

「謝らなくていいって。俺が美雪を無理矢理参加させたんだし、準優勝の賞品だってエアコンだろ？　部室に設置したら里奈達も喜ぶだろうし。それに校長先生の奥さんも、きっと天国で喜んでるはずだ」

　俺は校長先生の方に目を向ける。どうやら誰かと電話しているようだ。

「もしもし、ワシじゃ！　今回の腕相撲大会も優勝したぞ！　賞金の十万円で温泉旅行にでも行こうかの、婆さん！」

「「…………」」

　絶句する俺と美雪。なんだこのオチ。







　第六章　バイトでコスプレ第だい二に弾だん!?







　腕相撲大会の翌日。部活をいつもより早めに上がった俺は、ある目的地に向けて一人街の中を歩いていた。

　結局十万円は手に入らなかったので、銅像の修理費用の件は振ふり出しに戻ることになった。それで今度はどうしようかと考えた結果、やはりバイトが一番という結論に辿たどり着いた。また誰だれかの力に頼たよるというのは忍しのびないからな。十万円くらい俺一人でどうにかしてやるさ！

　というわけでバイトをすることに決めた俺だが、問題は働き先だ。実は数日前にとある飲食店でバイトの面接を受けてみたんだけど──




「えー、それでは貴方あなたの特技を教えてください」

「と、特技ですか!?　えっと…………に、日本語を話せることです」

「……それでは貴方の長所を教えてください」

「長所!?　ひひ、人を殺したことがない、です」

「……わかりました。結果は後日お知らせします」




　とまあ終始緊きん張ちようしっぱなしで絵に描かいたような大失敗をしてしまった。結果はもちろん不採用。偽ぎ装そうで鍛きたえた精神力も面接では全く発揮することができなかった。

　他ほかにもバイトを募ぼ集しゆうしている店はあったが次も失敗する未来しか見えなかったので、俺はもう面接を受けること自体を諦あきらめてしまった。しかしバイトをするなら面接は避さけては通れない道である。が、俺にはその過程を省略できる方法が一つだけある。勘かんが良い人はもうお気付きだろう。

「ふう、着いた」

　俺がやってきたのは、オモチャ屋「ハッピートイ」。かつて日ひ空そら先せん輩ぱいに嵌はめられて一週間バイトすることになった店だ。一度働いた経験のあるここなら面接を受ける必要はないだろうし、ここに勤めている日空先輩の姉、幸さち恵えさんも「またいつでもおいで」と言ってくれたんだ、きっと快く迎え入れてくれるだろう。あと何気に時給もいいし。俺は自分の身だしなみを再さい確かく認にんしつつ、ハッピートイの中に入った。

「いらっしゃいま──おや、悠ゆう人とじゃないか。最近なにかと会うことが多いな」

「って日空先輩!?」

　店に入って最初に俺の目に飛び込んできたのは、メイド服を着た日空先輩だった。

「どうして日空先輩がこの店に……!?」

「お陰かげ様さまでお姉ちゃ──姉は劇団の方の仕事が忙いそがしくなったらしく、あまりこの店に来られなくなったんだ。だから妹の私がその穴あな埋うめの為に働いているというわけだ」

「な、なるほど」

　しかし生徒会長をやりながらバイトもこなすって相当大変だろうな。俺が同じことをやれと言われたら三日で挫ざ折せつする自信がある。

「それよりどうだ、私のメイド服姿は。似合ってるか？」

「……すみません、正直あまり」

　いやまあ見た目だけで言うなら凄く可愛かわいらしいんだけど、普ふ段だんの凛り々りしい日空先輩を知っているせいかメイド服というのはどうも合わない感じがある。

「あっはっは、ハッキリ言ってくれるな君は。真ま紀きから女心に疎うといとは聞いていたが、どうやらその情報は確かなようだ」

「……女心？」

「ま、変に気を遣つかわれるよりは私としては助かる。それはそうと、君は何の用でここに来たんだ？　オモチャを買いに来たのであれば今なら〝真・白ヒゲくん危き機き一いつ髪ぱつ〟をお薦すすめしている」

「……何ですかそれは」

「聞いて驚おどろくな。なんとこの白ヒゲくんは一定の言葉を喋しやべることができ、どの穴に剣けんを刺さしたら白ヒゲくんが飛ぶかを事前に教えてくれるという優すぐれものだ」

　白ヒゲくんの醍だい醐ご味みが完全消しよう滅めつしてる！

「えーっと、今日はオモチャを買いに来たのではなくて、またこの店でバイトをさせてもらえないかと思って来たんですけど……」

「おお、そうだったか！　これは早とちりをしてすまなかった」

「あ、いえ。それでその、また雇やとったりはしてもらえるんでしょうか？」

「それは大だい丈じよう夫ぶだろう。この店は常に人員不足だし、なにより君達の働きぶりはとても素す晴ばらしかったと姉も言っていたからな。ちょっと店長に話を通してくるからここで待っててくれ」

「はい、お願いします」

　よかった、どうやらまた働かせてもらえそうだ。そして待つこと数分。バックヤードから日空先輩が戻ってきた。

「すまん。今すぐ帰れだそうだ」

「ええっ!?」

「冗じよう談だんだ。店長も快くＯＫを出してくれた」

「……相変わらず性格悪いですね」

「自覚している。それじゃ早さつ速そく働いてもらうから好きな衣装を選んで着き替がえてきてくれ」

「ああ、やっぱりコスプレはしないといけないんですね……」

「もちろんだ。一度働いたことがあるなら要領はわかってるだろう？」

「はい、大丈夫です」

「それと、男子更こう衣い室は清せい掃そう中で入れないから着替える時は女子更衣室を使ってくれ」

「え、いいんですか？」

「今なら誰も使ってないし問題ない。何か不都合があった時は私に言ってくれ」

「……わかりました」

　衣装が置いてある部屋まで行き、前に働いた時と同じ決闘者デユエリストの衣装を選んだ。あれからそんなに時間は経たってないのに随ずい分ぶん懐なつかしく感じるな。

　俺はその衣装を持ってその部屋を出て、日空先輩から言われた通り女子更衣室へと向かう。そして俺はまさに自分家ちの部屋に入るような感覚でそのドアを開けた。

「……え？」

　目の前の光景に啞あ然ぜんとする俺。そこには俺がよく知る人物がいたのである。

「あ、愛あい香か……!?」

　そう、そこにいたのは愛香だった。着替えの途と中ちゆうだったのか、ピンク色の下着が俺の目に映し出される。愛香は俺を見て目を丸くした後、ほんのりと赤く頰ほおを染めた。

「ま、待って悠人。私にも心の準備というものがある。襲おそうなら襲うと予あらかじめ言ってくれないと……」

「違うからな!?」

　俺は慌あわてて愛香に背を向ける。すると更衣室に日空先輩が入ってきた。

「どうした、やけに騒さわがしいが」

「どういうことですか日空先輩！　さっき女子更衣室には誰もいないと言ってましたよね!?」

「……あ、すまん。愛香が着替え中だったのをすっかり忘れていた」

　ワザとやったんじゃないだろうなこの人。そういや幸恵さんの時も似たような目に遭あった気がする。やはり血の繫つながった姉妹か……。

「しっかりしてください。俺に下着を見られる女の子の気持ちも考えないと……」

「私は別に構わないけど」

「……あのなあ愛香。冗談でもそういうことは言わブーッ!?」

　振り返ると愛香が俺のすぐ近くまで迫せまってきていた。しかも下着姿のままで。

「な、何してんだ早く服を着ろ！　そもそもなんで愛香がこんな所にいるんだよ!?」

「そんなのバイトをしに来たからに決まってる」

「えっ!?」

「愛香の言う通りだ。偽装部の件で彼女には一番迷めい惑わくをかけてしまったからな。その罪つみ滅ほろぼしとして、ここでまた働かないかと私から提案させてもらったんだ」

「それ罪滅ぼしって言えるんですか!?」

「愛香の他に真紀にも声をかけてみたんだがな。『痴ち女じよ用のコスプレ衣装も用意してあるぞ』と言ってみたら『ゆーちゃんがいない所でそんな格好できません！』と断られてしまった。まさか君が働きに来るとは真紀も思ってもみなかったんだろうな」

　そういや真紀は俺限定の痴女とか言ってたな。俺限定にする理由は未いまだによくわからないけど。

「それじゃ私は売り場に戻もどるから、着替えが完かん了りようしたら私に言ってくれ」

「……わかりました」

　パタンと更衣室のドアが閉まる。さて、俺も早いとこ着替えないと。

「愛香、着替え終わったか？」

　俺は愛香に背を向けたまま聞いてみる。ここに入ってからずっとこの状態だ。

「え？　今からパンツを脱ぬごうとしてるところだけど」

「何を始める気だ!?　てかなんでさっきから服を着ようとしないんだよ！」

「だって襲われるのなら服は邪じや魔まになると思うし……」

「俺は襲うなんて一言も言ってないだろ!!　お願いだから俺が理性を保ってる内に早く着替えてくれ!!」

　不良よりも痴女に偽ぎ装そうする方が愛香には合ってるんじゃなかろうか。そんなことを思いつつ、待つこと数分。

「悠人、着替え終わった」

「……本当だな？」

「本当」

「…………」

　俺は慎しん重ちように振ふり返る。確かに着替え終わってはいたが、愛香の服装は肩かたの所から翼つばさが生えたり背中にマントが付いていたりしていた。

「それ、何のコスプレだ？」

「吸きゆう血けつ鬼き」

「ああ、吸血鬼か。言われてみればそんな感じだな。でもなんで不良のコスプレにしなかったんだ？」

「不良の衣装がなかったからこれを選んだ。多分他の従業員が使ってるんだと思う」

　なるほどな。てことは俺や愛香、日空先輩以外にコスプレしながら働いてる人がいるってことか。一体どんな人か気になるところだ。

「それよりどう悠人？　似合ってる？」

「ああ。なんというか、愛香のイメージにピッタリだ」

「……それはどういう意味なのか少し気になる」

「いや、特に意味はない。でもそれ、ちょっと露ろ出しゆつ度ど高くないか？」

　以前偽装部の皆みんなと働いた時に里り奈なが着ていた王おう妃ひの衣装よりも更さらに肌はだの露出部分が多い。ヘソも丸出しで、もはや水着と言った方が近いかもしれない。俺は先さき程ほどから目のやり場に困っていた。

「今日は里奈達もいないし、悠人にアピールする絶好の機会だと思って」

「なっ!?　ば、馬ば鹿かなこと言ってないで何か上に一枚着ろ！　その格好じゃ子供達には刺し激げきが強すぎるだろ！」

「……むう」

　少し不満そうな顔をしながらも、愛香は素す直なおに俺の言うことに従った。だいぶ露出部分も減ったしこれなら問題ないだろう。

「それじゃ私は外に出てるから、悠人も早く着替えて」

「ん、ああ」

　女子更衣室の外に出る愛香。よく考えたら俺も愛香の着替えが終わるまで外に出ておくべきだったよな……。




　決闘者デユエリストのコスプレが完了した俺は、愛香と一いつ緒しよに売り場の方に行って日空先せん輩ぱいの指示を仰あおぐ。俺達の仕事は前と同じくキッズルームで子供達と遊ぶことだそうだ。

「悠人はどうしてまたバイトをしようと思ったの？」

　キッズルームに向かう途中、愛香が俺にこんな質問をしてきた。

「銅像を修理するのに必要な金を集める為ためだよ。愛香こそなんでまたバイトを？」

「私も悠人と同じ」

「……そっか。ま、ここって時給だけは良いもんな」

「ちなみに私の場合は通常の一・五倍の時給が支し払はらわれるらしい」

「え、なんで!?　俺はそんな話聞いてないぞ!?」

「何故なぜかは私にもわからない。ただ生徒会長が店長に何度も頭を下げて私の時給を上げるようお願いしたと聞いた」

「そ、そうか……」

　日空先輩が言っていた罪滅ぼしってこういうことだったのか。まあ前回働いた時も愛香のキャラが子供達に一番評判が良かったし、それを考こう慮りよすれば時給アップは妥だ当とうかもしれない。

「それともう一つ目的がある」

「もう一つ？」

　売り場の方を指差す愛香。その先には最近人気のゆるキャラ「すなっしー」のぬいぐるみやオモチャなどが置かれていた。

「以前働いた時は知らなかったけど、この店で働けば従業員割引で安く買える商品もあると聞いた。もしかしたらすなっしーグッズも格安で買えるかもしれない」

「……へえ、そうなのか」

　愛香ってゆるキャラとか好きだったんだな。なんか意外だ。そういや前に里奈がリア充じゆうの偽装で困っていた時すなっしーの画像を見せて参考にすればいいとか言ったことがあったっけ……。

「あっ。私がすなっしーグッズを集めていることは皆には内ない緒しよにしていてほしい」

「どうしてだ？」

「……なんか恥はずかしいから」

　愛香の頰が赤く染まる。愛香でもそういうことは気にするんだな。

「ん？」

　キッズルームに着いた俺と愛香だったが、そこには一人の女の子を中心として大勢の子供達が集まっていた。

「見るがいいデス！　この美しき剣けん捌さばきを！」

　その金きん髪ぱつの美少女は持っている竹刀しないを曲芸師のように華か麗れいに振り回し、子供達の間からは「すげえ！」「かっこいい」などの歓かん声せいが聞こえてくる。どうやら彼女もここの従業員のようだ。それにしても凄すごい人気だな。愛香が不良の衣装がないと言っていたのは彼女が使っていたからだったのか。

「ワオ！　偽装部の大たい河が悠人サンと赤あか月つき愛香サンじゃないデスカ！　奇き遇ぐうデスネ！」

　彼女はこちらの存在に気付いたらしく、笑え顔がおでこちらに駆かけ寄ってきた。

「えっと……俺達のこと知ってるのか？」

「もちろん、同じ学校デスから！　ワタシは一年Ｄ組の風かざ見み清さや花かといいマス！　どうぞよろしくデス！」

「あ、ああ。よろしく」

　俺は風見さんと握あく手しゆを交かわした。元気いっぱいって感じの子だな。

「随分カタコトだけど、長いこと外国に住んだりしてたのか？」

「イエス！　ワタシは父が日本人で母がイギリス人なのデス！　生まれは日本デスが十年くらいイギリスに住んでマシタ！」

　つまりハーフってことか。こうやってハーフの人と話したりするのは生まれて初めてかもしれない。

「イギリスにいる間も日本のことについてイッパイ勉強しマシタ！　日本語はもちろん文化や歴史についてもデス！　そしてワタシは日本の不良の大ファンになりマシタ！」

「不良の!?」

「ハイ！　時にはバイクで道路を疾しつ走そうして人々を楽しませたり、時には金属バットや竹刀を使って悪者を撃げき退たいしたり、凄くかっこいいデス！」

　なんか微び妙みように勘かん違ちがいしてる！

「だから不良に偽装している愛香サンには凄く親近感を覚えマス！　不良を尊敬する者同士仲良くしたいデス！」

　無む垢くな目をキラキラと輝かがやかせる風見さん。別に愛香は不良を尊敬してるわけじゃないんだけどな。それに彼女が思っているほど不良というのは褒ほめられた存在じゃないが、こう楽しそうに話してるのを見ると、とてもそんなことは口に出せない。

「その格好を見る限り二人もここに働きに来たようデスね！　仕事仲間として一緒に頑がん張ばりマショウ！」

「ああ、よろしく」

　ここ最近は胸を揉もませたり爆ばく破は予告をしたりロクな女の子に会ってなかったから久々にまともな子に会ったような気がする。不良に憧あこがれることを除けば、だけど。
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　それから俺と愛香、風見さんの三人はキッズルームで子供達と戯たわむれの時間を過ごす。俺は決闘者デユエリストらしく、愛香は吸血鬼らしく、風見さんは不良らしく。愛香は本来の偽装属性と違ちがうけどまあしょうがないだろう。絶対に偽装しないといけないって決まりもないしな。

　時折売り場の方に目を向けてみると、そこではメイド服姿の日空先輩が分身の術でも使ってるんじゃないかと思うくらいバリバリ働いていた。

「いらっしゃいませこんにちは！　ごゆっくりどうぞ！」

「三十円のお釣つりでございます。ありがとうございます、またお越こし下さいませ！」

「何か商品をお探しですか？　よろしければご案内いたしましょうか？」

　接客やレジ打ち、商品の補ほ充じゆうなど、どの業務もスムーズかつ丁てい寧ねいにこなしている。生徒会長としての仕事の疲つかれもあるだろうに、やっぱり凄い人だな日空先輩は。こうして見てると本当に俺達と同じ高校生なのかと疑ってしまう。性格には多少難ありだけど……。

「悠人サンは日空先輩のコトが好きなのデスか!?」

「んおっ!?」

　いきなり背後から話しかけられ、思わず変な声が出てしまった。

「風見さんか、ビックリした。てか今のはどういう意味だよ」

「そのまんまの意味デス！　さっきから日空先輩のコトをジッと見つめてたじゃないデスか！　あれは間ま違ちがいなく恋こいをしている目デス！」

「違う違う！　ただ凄い人だなと思って見てただけだ！」

「オウ、そうでしたか。これは失礼しマシタ！　でも確かに日空先輩は凄い人デスよね、ワタシも尊敬してマス！　ワタシも早く彼女に追いつけるよう頑張りたいデス！」

「……そっか」

　俺が日空先輩のようになろうとしたら一体何年かかることやら。というか一生かかってもなれる気がしない。

「それはそうと、悠人サンに一つお願いがあるのデス！」

「俺にお願い？」

　すると風見さんは遠くの方で子供達と遊んでいる愛香の方を指差した。

「彼女と勝負をさせてくだサイ！」

「突とつ然ぜんだな……。愛香と何の勝負をしたいんだ？」

「それはもちろん、どちらがより不良に偽ぎ装そうできているのかを競きそい合うのデス！　今のワタシも不良に偽装しているようなものデスからね！」

「……まあ勝負すること自体は別に構わないけど今は仕事中だし、そもそも愛香がその勝負に乗るかどうか──」

「わかった」

「うわっ!?　愛香!?」

　いつの間にか愛香が俺の隣となりにいた。瞬しゆん間かん移動の術でも使ったのかよ。

「その勝負、受けて立つ」

「フッフッフ。そうこなくちゃデス！」

「いいのか愛香……。そもそも具体的にどうやって競い合うんだ？」

「それはワタシから提案がありマス！　不良と言えば舎しや弟ていデス！　このキッズルームにいる子供達をどれだけ舎弟にできるのかを競い合うのデス！　制限時間は三十分にしまショウ！」

「子供を舎弟!?」

「わかった。勝負方法はそれでいい」

「いや無断でそんなことやったらダメだろ！　日空先輩が知ったらなんて言うか──」

　売り場の方に目をやると、日空先輩が爽さわやかな顔でグッと親指を立てていた。

「……もう勝手にしてくれ」

「それでは勝負スタートデス！」

　まずは風見さんが動き出す。舎弟と言っても要はどれだけ子供達を自分の所に集められるかの勝負ってことだろう。さて、それじゃ風見さんのお手並みを拝見しよう。

「さあ皆みなさん、ここにとっても美味おいしいお菓か子しがありマスよ！　ワタシの舎弟になれば漏もれなく食べられマス！」

「なるなる！」

「わたしもシャテイになる！」

　ってお菓子で釣ってる!?　そんなのアリか!?　子供達も舎弟の意味なんてわかってないだろうし……。

　愛香の方を見てみると、どこから持ってきたのか左手にはシルクハット、右手には杖つえを持ち、杖でシルクハットを軽く叩たたく。するとシルクハットの中から一羽のハトがパタパタと飛び出した。

「うおースゲー！」

「ハトだハト！」

　こっちは手品で客寄せかよ！

「おい二人とも！　もっと不良っぽいことやって競い合ったらどうなんだ!?」

「ワタシは勝利の為なら手段は選ばないのデス！」

「私も同じく」

「……さいですか」

　俺はもう何も言わずただ黙だまって見届けることにした。

「ん？」

　すると一人の女の子が俺の服を小さく引っ張ってることに気付いた。見た目五、六歳くらいだろうか。

「おにいちゃん、あそぼ！」

「俺と？　いいよ。お名前はなんて言うのかな？」

「えっとね、チカだよ！」

「チカちゃんか、よろしくね。じゃあ何して遊ぼっか」

　二人の戦いが終わるまでチカちゃんと遊んでおくか。




　そして三十分が経過した。勝負の結果、愛香の所に集まった子供は十六人、風見さんも十六人。つまりは引き分けだった。

「フッ。なかなかやりマスね愛香サン！」

「貴女あなたこそ、この私と引き分けるなんて良い腕うでをしている」

　もはや偽装とかまったく関係なくなってるけどな。

「第二ラウンド開始といきたいところデスが、残念ながらワタシはこれから別のバイトがあるので今日はここまでデス！　この勝負はお預けデス！」

　こうして風見さんはハッピートイを後にした。バイト掛かけ持ちしてるのか。彼女も彼女で色々と大変そうだ。

「……私もまだまだ修しゆ行ぎようが足りない。もっと手品の腕を磨みがかなくては」

「そこかよ!?」




　とまあこんなことがあった後も俺達は仕事を続け、やがて休きゆう憩けい時間になった。俺と愛香は店の裏口から外に出て身体からだを休めることにした。

「そういや、前にもこうして愛香と外で休憩したっけ」

「……うん」

　愛香は小さく頷うなずく。しかしその時と比べると、今の愛香の顔はどことなく暗いような気がした。

「……やっぱりまだ気にしてるのか？」

「えっ？」

「日空先せん輩ぱいから犯人の代役を頼たのまれて、それを実行に移してしまったこと」

「…………」

　しばしの沈ちん黙もくの後、愛香はコクリと頷いた。

「はあ。やっぱりそうだったか」

　偽装を続けていくかどうかの話になった時から気にはなっていたが、ここ最近の愛香はどうにも違い和わ感かんがあった。

「どうして気付いたの？」

「愛香を見てたらなんとなくな。それにしても意外だな、愛香ってそういうことは三日も経たてばケロッと忘れそうなのに」

「……それはちょっと失礼な発言だと思う」

「ああいや、そういうつもりで言ったんじゃ……。気を悪くしたのなら謝る」

「…………」

　愛香は静かに空を見上げる。

「たとえ代役でも、私が皆みんなを騙だましていたことに変わりはないから。皆といるのは楽しいけど、何の報むくいも受けてないのに偽装部に居続けていいのだろうかと思う時がある」

「愛香……」

　それから再び訪おとずれる沈黙。今の俺が愛香にかけてやれる言葉といったら……。

「まあなんだ、あまり気にしすぎるなよ。偽装部の中にはお前に恨うらみを抱いだくような奴やつなんて一人もいないんだからな。それは愛香もよくわかってるだろ？」

「……わかってる」

「だったら早いとこ切り替かえないとな。いつまでも気に病やまれる方が俺達としては困る」

「……うん」

　少し笑え顔がおになる愛香を見て、俺もちょっぴり嬉うれしい気持ちになった。

「と、ところで愛香。一つ気になってたことがあるんだけど……」

「何？」

「その、大変聞き辛づらいんだけど……。愛香って俺のこと、す、好きなんだよな？」

　この間の屋上での出来事が頭の中で蘇よみがえる。自分でも何を聞いてるんだと思うが、これだけはハッキリさせておきたかった。

「……なんのこと？」

「えっ!?　いやだってお前、この前屋上で俺に『好きな人ができた』って──」

「別に悠人の事が好きだとは一言も言っていない。自意識過か剰じようにも程ほどがある」

「ええっ!?　じゃあ俺の頰ほおにキスしたのは!?」

「あれは足を滑すべらせてああなっただけ。つまりは事故」

「マジかよ!?」

　なんてこった、全部俺の勘かん違ちがいだったのか!?　これは恥はずかしい……!!

「というのは冗じよう談だん」

「……あのさ、こういう時まで冗談を言うのはやめてくれないか」

　愛香は表情の変化が少ないから冗談を言う時とそうでない時の区別がつかなくて困る。

「私は悠人が好き。冗談じゃなく本気で」

「っ!?　そ、そうか……」

　そんなにハッキリ言われるとそれはそれで恥ずかしい。

「今まで異性にはあまり興味がなかったから自分でも驚おどろいている。ここまで誰だれかを好きになることはこの先も一生ないと思う」

「そ、それは大おお袈げ裟さじゃないか……？」

「大袈裟じゃない。正直さっき励はげまされてますます好きになってしまった」

「うっ……」

　体温が加速度的に上じよう昇しようしていくのがわかる。こういう時ってどう反応したらいいんだろう。同年代の女の子から好きと言われたのなんて生まれて初めてだからよくわからない。というか愛香も愛香でよくそんなことを堂々と言えるな……。

「その、ごめんな、今まで気付いてやれなくて。愛香って普ふ段だんから表情があまり変わらないから、そういう感情は読み取りにくいというか……」

「たとえ私の表情の変化が豊かだったとしても、悠人が私の気持ちに気付くことは一生なかったと思う」

「それは言い過ぎだろ。これでも割と鋭するどい方だと思ってるし」

「……笑えない噓うそはやめた方がいい」

「いや噓をついたつもりは痛っ!?」

　愛香にデコピンをされてしまった。何故なぜかはわからないがどうやら愛香の気に障さわってしまったらしい。

「……だけどわかってる。私が悠人の事を好きでも、悠人は私の事を好きじゃない」

「な、何言ってんだ！　俺もお前の事は好きで──」

「それは異性としての好き？　それとも友達としての好き？」

「そ、それは……」

　何も言うことができず、俺は黙り込んでしまう。

「無理して答えなくていい。どちらにせよ、私と悠人が男女の関係になるようなことはないから」

「……なんでそう断言できるんだ？」

「私が今まで読んできたラブコメ漫まん画がを分ぶん析せきした結果、私のようなミステリアスなキャラが報われるケースはほとんどないから」

「ソースは漫画!?」

　つか自分でミステリアスキャラとか言っちゃうのかよ。確かに多少ミステリアスなところはあると思うけど。

「それに私は里奈や真紀のように胸も大きくないから。悠人っていかにも大きいおっぱい好きそうだし」

「勝手に決めつけんな！」

「じゃあ小さい方が好きなの？」

「そ、そういうわけじゃ……」

「なるほど、悠人は味で判断するタイプと見た」

「味ってなんだよ!?」

　そもそも里奈や真紀に比べたら見み劣おとりするってだけで、愛香は決して貧乳ってわけじゃないんだよな。本当の貧乳というのは美み雪ゆきみたいな──いやこれ以上はよそう。

「それで、悠人はいつになったら里奈と付き合うの？」

「は!?　いやいやなんでそこで里奈の名前が出てくるんだよ!?」

「私が読んできたラブコメ漫画では、里奈のようなツンデレタイプが主人公と結ばれることが多いから」

「また漫画かよ!?」

「それに加えて幼おさな馴な染じみという属性付き。これはもう悠人と結ばれるのは里奈以外有り得ないと言ってもいい」

「あのなあ……」

　もはやどこからツッコんでいいのかわからない。

「ん？」

　背後で人の気配がしたので振ふり返ってみると、裏口のドアの隙すき間まから二つの目がこちらの様子を窺うかがっていた。日空先輩だ。

「おっと、気付かれたか」

「……盗ぬすみ聞きなんて良い趣しゆ味みしてますね」

「すまないな、悪気はなかったんだが」

「どこから聞いてたんですか？」

「君が『その、大変聞き辛いんだけど……』と言ってるところからかな」

　うわ、一番聞かれたくないところじゃないか。しかもそこからってことは、愛香が俺の事を好きと告げたことも聞かれたことになる。

「まあなんだ、誰にも言いふらしたりしないから安心してくれ」

　うーん、この人の前科を考えると信用できるかどうか微び妙みようなところだが、何の理由もなしにそんなことをする人には見えないし、そこは大だい丈じよう夫ぶ……と思いたい。

「しかし、愛香はそれでいいのか？」

　日空先輩は愛香の隣となりに腰こしを下ろしながら、そんなことを言った。

「悠人と里奈の二人が付き合うようなことになったとしても。君は悠人の事が好きなんだろう？」

　ストレートに聞きすぎだろ！　やはりこの人に知られたのはマズかったな……。

「……別に構わないです」

「本当か？」

「はい。私は……」

　愛香が俺の方に顔を向ける。その表情が、俺にはどこか悲しげに見えた気がした。そして少しの沈黙を挟はさんだ後、愛香はそっと口を開けた。

「悠人の浮うわ気き相手として頑がん張ばりますから」

「そっちに行くのかよ!!」

　思わず盛大にツッコんでしまった。本当に「気がした」だけだったとは。

「私のようなキャラはどちらかと言うとそういうポジションを狙ねらう方が向いている。これもラブコメ漫画を分析して得られた結果に基もとづいたもの」

「最初から愛人ポジを狙うキャラが出てくるラブコメってどんなラブコメだよ!?」

　愛香がこれまで読んできたラブコメがどんなものか非常に気になる。

「ふふっ……あっははははは！」

　すると日空先せん輩ぱいが腹を抱かかえて笑い出した。この人がこんなに笑うのは初めて見る。

「なるほど浮気相手か、その発想はなかった。私も応おう援えんするから頑張ってくれ」

「いや応援しちゃダメでしょ！　愛香も冗談で言ってるんですから！　なあ愛香!?」

「冗談じゃない。それに日本には浮気をしたらダメという法律はない」

「バッチリあるからな!?　浮気がバレたら慰い謝しや料りよう取られるからな!?」

「ならバレなければ何の問題もない」

「…………」

　俺は頭を抱えてしまう。愛香がどこまで本気なのかまったくわからない。

「というわけで悠人、早く里奈と付き合って。でないと私も悠人の愛人になれない。真紀の方がいいならそれでもいい」

「何を言ってるんだお前は……。だいたい里奈や真紀には他ほかに好きな男がいるかもしれないんだし付き合うなんて所しよ詮せんは絵空事だろ」

「…………」

　何故か愛香は深々と溜ため息いきをついた。

「まったく悠人には呆あきれる。そんなんだから『腐くさったもやし』なんてあだ名で呼ばれる」

「今初めて呼ばれたんだけど!?」

「呆れるのは私も同意だな。私から見ても丸わかりだというのに」

「な、何が丸わかりなんですか？」

「さあ。それは自分で考えることだ」

　そう言って日空先輩は立ち上がり、メイド服のスカート部分を両手で軽く払はらった。

「さて、それじゃ私は売り場の方に戻もどろうかな。もうすぐ二人の休きゆう憩けい時間も終わるし、そろそろ準備を始めてくれ」

「あ、はい」

　日空先輩の姿がドアの向こう側へと消える。

「……俺達も行くか」

「うん」

「あ、ちょっと待て愛香」

　俺は立ち上がろうとした愛香を呼び止めた。

「愛香って銅像の修理費用の為ためにバイトを始めたんだよな？」

「そうだけど」

「んじゃ、バイトで得たお金は別のことに使ってくれ」

「……え？」

　愛香が目を丸くして俺の顔を見る。

「十万円くらい俺一人でどうにかしてやるから安心しろ。すなっしーグッズとか欲しかったんだろ？　俺は偽ぎ装そう部の唯ゆい一いつの男子部員だし、こういう時こそ頑張らないとな！」

「…………」

　すると何を思ったのか、愛香が俺にくすぐり攻こう撃げきをしてきた。

「ちょっ、何すん……あっはははははは！　や、やめろってマジで!!」

　しばらく俺は笑い転げる羽目になり、十秒経たってようやく解放された。十秒というと短く聞こえるかもしれないが、これが結構長く感じる。

「はー、はー……。い、いきなり何すんだよ!?」

「前に美雪も言ってたけど、悠人の場合はカッコつけたら逆にカッコ悪くなるからやめた方がいい」

「なんだと!?　てか別にカッコつけた覚えはないぞ！　俺はただ純じゆん粋すいに皆みんなの苦労を減らしたいと思っただけで……」

「偽装部の中には悠人だけに負担を押し付けようとする人なんて一人もいない。それは悠人もよくわかってるはず」

「……ははっ」

　思わず苦く笑しようしてしまう。こいつめ、さっきのお返しのつもりかよ。

「……そっか。そうだよな」

　俺は自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。すると愛香は立ち上がり、後ろで手を組んでクルリと回る。

「でも悠人のそういうカッコ悪いところ……私は凄すごく好き」

「……!!」

　そう言って愛香は建物の中へと入っていった。愛香には敵かなわないな……。




「二人ともお疲つかれ様。もう上がっていいぞ！」

　仕事を再開してから約一時間、日空先輩がキッズルームまでやって来た。時計を見るといつの間にかバイトの終しゆう了りよう時刻になっていた。

「日空先輩はまだ上がらないんですか？」

「ああ、あと少し仕事が残ってるからな。二人は久々のバイトで疲れただろうし、帰ったらゆっくり身体からだを休めるんだぞ」

「日空先輩こそ大丈夫なんですか？　ずっと動きっぱなしでしたけど……」

「なーに。体力には自信があるし、これくらいどうということはない」

　全く疲れを見せない涼すずしい顔で日空先輩は答える。もう流石さすがと言う他ない。

「しかし姉から聞いてはいたが、君らの仕事ぶりは本当に大したものだな。店長もとても喜んでいたぞ」

「……あの、凄く今いま更さらな質問ですけど、ここの店長って誰だれなんですか？　俺まだ一度も会ったことないんですけど。愛香もだよな？」

「うん」

　前に働いた時は怪け我がで休養中だったみたいなので仕方ないが、働かせてもらってる身で挨あい拶さつすらしていないというのは失礼極きわまりない話だ。すると日空先輩は不思議そうに首を傾かしげた。

「何を言っているんだ？　ずっと前からあそこにいらっしゃるだろう」

「え？」

「ほら、あそこだ。さっきまで君も一いつ緒しよに遊んでいたではないか」

　日空先輩が指差した先を見てみる。そこでは一人で積み木遊びをしているチカちゃんの姿があった。

「彼女こそハッピートイの店長、宮みや永ながチカさんだ」

「えええええええええええええええ──────────!?」

　俺の叫さけび声が店内に響ひびき渡わたった。

「こら、まだ営業時間中だぞ。従業員が大声を出してどうする」

「いやいやいやこれで大声を出すなという方が無理ですって!!　あんな子供が店長!?　噓うそですよね!?」

「噓ではない。ハッピートイは子供達の為にあるお店だ。その店長が子供でもなんら不自然なことはないだろう」

「不自然の塊かたまりじゃないですか!!　ああそうか、これはアレですよね！　見た目は子供だけど本当は二十代とかそういうパターンですよね！」

「いや？　チカさんは先週七歳の誕生日を迎むかえられたばかりだ」

　見た目通りかよ!?

「七歳だからと言って侮あなどってはいけないぞ。競合店の価格・陳ちん列れつ量調査、発注業務、広告やＰＯＰの作成など大半の業務は全すべて彼女が一人でやっているのだから」

「マジですか!?」

「ま、いわゆる天才というやつだな。彼女に比べたら私など取るに足らない存在だよ」

　確かに紛まぎれもなく天才だが、その能力はオモチャ屋の店長とかじゃなくてもっと他の分野で発揮するべきなんじゃないだろうか。

　するとチカちゃんが、いやチカさんが俺達の所にタタッと走ってきた。

「二人とも、おつかれさま！　ゆーとおにいちゃん、今日はわたしといっしょにあそんでくれてありがとね！」

「あ、いえ……。こちらこそ店長と知らずに色々とすみませんでした」

「いいよ、ぜんぜん気にしてないから！　これからもよろしくね！」

「はい、よろしくお願いします……」

　チカさんの小さな手と握あく手しゆを交かわす。世の中色んな人がいるもんだと感心する俺であった。




　　☆




　それから六日が経ち、ついに七月二週目の月曜日になった。

「ふっふっふ。やあ、偽ぎ装そう部の諸君」

　放課後、部室に向かうとそこには例の男が腕を組んで俺達を待ち構えていた。名前は……えっと……なんだっけ。

「よ、よう田中」

「一文字も合ってないよ!?　闇やみ根ねだ闇根!!」

「ああそうだ、闇根だった」

「で、アタシ達に何か用？」

「おいおい、二週間前の交渉をもう忘れちゃったのかい？　僕を偽装部に入部させてくれなければどうなるか言ったはずだろう？」

「俺達が銅像を壊こわしたことをバラす……か？」

「ふっ、わかってるじゃないか。そして本日がそのリミットだ。さあどうする？　僕の入部を許可するか、それとも──」

「悪いけど、銅像ならもう直ってるわよ」

「そうだね。銅像ならもう直って──え？」

　闇根の目が点になる。俺達は部室のドアを開け、窓の外に立っている創立者の銅像を闇根に見せた。

「ば、馬鹿な！　本当に直ってる……!?」

　闇根の表情に動どう揺ようが生じる。そう、俺達は無事に十万円を集め、銅像を元の状態に戻もどすことができたのである。

「残念だったわね。これでアンタが言っていた交こう渉しようは成立しないわ」

「……ク、クク。一体何を言ってるんだい君達は……？」

　闇根が不気味に笑い始める。

「いくら修理しようが君達が銅像を壊したという事実は変わらないじゃないか。さあ、そのことをバラされたくなかったら僕を偽ぎ装そう部の仲間に──」

「あーそうそう。修理業者の人が言ってたんだけど、いくら風化して脆くなっていたとはいえレタスが直ちよく撃げきしたくらいじゃこんな壊れ方は絶対にしないそうよ」

「……へ？」

「まあ鈍にぶい音がしたのも聞いたしアタシの投げたレタスが銅像に直撃したのは事実でしょうけど、犯人はほかにもいるってことになるわね。おおかたアタシが出した被ひ害がいを大きく見せる為ためにワザと壊したってところかしら」

「…………」

「犯人は一体誰だれかしらねー。証拠が何もないのが残念だわー」

「…………」

　闇根の顔からサーッと血の気が引いていく。

「……そういうことよ。わかったら大人しくアタシ達の前から消えなさい!!」

「うわああああああああああああああああああああ──────────!!」

　闇根は泣きながら走り去っていった。

「一件落着、だな」

「ですね」

　すると里り奈なが俺達の方を振ふり返かえり、深々と頭を下げた。

「みんな、アタシの為にお金を出してくれて本当にありがとう。アタシ一人だけの力じゃ絶対どうにもならなかった。本当にありがとう……!!」

　里奈の思わぬ行動に、俺達は顔を見合わせた。

「何言ってるの里奈ちゃん、これくらい当然だよ」

「そうです。お礼なんて必要ありませんよ」

「そうそう。素直にお礼を言うなんてお前らしくないぞ」

「明日あしたは雪が降りそう」

「ちょっと！　それどういう意味よ！」

　顔を赤くする里奈を見て、俺達は笑みをこぼした。

「それでその、感謝の気持ちを込めて最高に面白いダジャレを五十個考えてきたの！　みんな聞いて！」

「「「「…………」」」」

　俺達は沈ちん黙もくを余よ儀ぎなくされてしまった。




　こうして俺達は闇根の策略を潰つぶすことに成功したのであった。だがあいつが絡からんでくるのはこれが最後ではないだろう……そんな予感がした。







　第七章　その名はマスカレード部!?







　銅像の一件も無事に解決し数日が経たった。俺達は普段通り部室に集まってトランプをしていた。

「くっくっくっくっく……あっはっはっはっはっは！」

　すると聞き覚えのある耳みみ障ざわりな笑い声が聞こえてきた。窓の外に目を向けると、闇やみ根ねが腕を組んで立っているのが見えた。またあいつかよ。

「久ひさし振ぶりだね偽装部の諸君！　僕の名は──」

　パァン！（銃じゆう声せい）

「ぐはっ……」

　ドサリと地面に倒たおれる闇根。ふと見ると愛あい香かが一丁の銃じゆうを構えていた。

「愛香、その銃は……？」

「不良に偽装するのに必要かもと思って先日調達した。もちろんオモチャだけど威い力りよくはなかなかのもの」

「そ、そうか……」

　それはもはや不良を通り越こしてヤ○ザになってるような気がするが、まあいいか。俺達は引き続き神経衰すい弱じやくを続ける。

　それから数分後、部室のドアがゆっくりと開く。そこには額から血を流しながらゾンビのように床ゆかを這はいずって来る闇根の姿があった。

「ふ、ふふ。なかなかの狙そ撃げきの腕うで前まえじゃないか……」

「愛香！　もう一発撃うち込んでやりなさい！」

「ストップストーップ！　次撃たれたら今度こそ死んじゃうから僕！」

「一体何の用よ！　言っとくけどアタシ達はアンタを入部させる気なんてこれっぽちもないから！」

「安心したまえ。今日は別件で来たんだ」

　不敵な笑えみを浮うかべながら、闇根はユラリと立ち上がる。

「さあ皆みんな、出ておいで！」

　闇根がそう言うと、その後ろから四人の女子生徒が姿を見せた。

「「「「「我ら、マスカレード部の五つ星!!」」」」」

「溺おぼれる者は藁わらをも摑つかむ！　一年Ａ組・地ち芽め有あり紗さ！」

「二に兎とを追う者は一兎をも得ず！　二年Ｂ組・炎えん希き恭きよう子こ！」

「弘こう法ぼうにも筆の誤り！　一年Ｃ組・水みな瀬せ亜あ美み！」

「光こう陰いん矢やのごとし！　一年Ｄ組・風かざ見み清さや花か！」

「一難去ってまた一難！　マスカレード部を統すべる者、二年Ｅ組・闇根一かず樹きだ！」

　出で来き損そこないの戦隊ヒーローのようなポーズをとりながら名乗る五人に、俺達はただ啞あ然ぜんとするしかなかった。ダメだ、どこから突っ込んでいいかわからない。
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「マスカレード部!?　何よそれ!?」

「よくぞ聞いてくれた。君達偽ぎ装そう部に対たい抗こうすべく僕が作り上げた部活、それがマスカレード部である！　活動内容は主に高校生活の中で偽装することだ！」

　まんま俺達のパクリじゃないか。

「……ん？」

　俺はその四人の女子生徒に注目した。ハッピートイのバイト仲間の風見さん、生徒会の会計で俺に胸を揉もませた炎希さん、爆ばく破は予告で警察に連行された水瀬さん、俺とカードをかけてデュエルした地芽さん。よく見たら全員一度は会っている人達だった。

「一つ気になったんですけど、さっきの諺ことわざには一体どういう意味があるんですか？」

　真ま紀きの問いかけに、闇根はサラッと前まえ髪がみをかき上げる。

「ただ名乗るだけでは味気ないからね。諺を付ふ随ずいさせた方がよりカッコ良くなると思ったのさ。諺自体に特に意味はないよ」

　むしろ逆効果になってる気がする。

「君達は今こう思ってるだろう、自分達のパクリの部活が現れたと。だが宣言しておく、偽装では君達より僕達マスカレード部の方が上だ！　さあ皆、今から僕達の〝偽装力〟を彼らに見せつけてやろうじゃないか！」

「闇根、悪いけど私達これから親しん睦ぼく会も兼かねて四人でカラオケ行くから」

「ええっ!?　な、何を言ってるんだ炎希、せっかく盛り上がってきたところなのに！　そもそもカラオケに行くなんて僕聞いてないよ!?」

「当然でしょ、言ってないんだから。それじゃ行きましょ皆」

「ま、待ってくれ！　親睦会というのなら僕も一緒に──」

「この親睦会は男子禁制なのよ、残念。くだらない自己紹しよう介かいに付き合ってあげただけでも感謝しなさい。それじゃまた」

　こうして炎希さん達女子四人は闇根を残して部室から去っていった。闇根の目にジワリと涙なみだが浮かぶ。

「ははは、まったく困ったツンデレさん達だよ。マスカレード部も設立したばかりだし、きっと照れくさいんだろうね……」

　なんかちょっと気の毒になってきた。

「にしてもよく四人も入ってくれたな、そのマスカレード部とやらに」

「それはもう何度も土下座で頼み込んでお金もいくらか渡わたして──なんてことは一いつ切さいしてないよ!?　皆僕の崇すう高こうなカリスマ性に惹ひかれて自然と集まったんだよ！」

　そういうことか、納なつ得とくした。

「ちなみに偽ぎ装そう属性も君達に合わせてある。風見は不良、炎希は痴ち女じよ、水瀬は名めい探たん偵てい、地芽は決闘者デユエリスト。そして僕はリア充じゆうだ！」

　そこまでパクッたのかよ。だけど風見さんが不良に憧あこがれていたり炎希さんがノーパンだったりと、それぞれの偽装属性は割と理に適かなっている気がする。

「アンタがリア充？　ふん、だったら今ここでリア充に偽装してるって証しよう拠こを見せてみなさいよ！」

　同じくリア充に偽装している里り奈なが言った。すると闇根はドヤ顔をしつつポケットから携けい帯たいを取り出し、アドレス帳を俺達に見せつけてきた。

「見ての通り、僕のアドレス帳には五十件を超こえる生徒達のメールアドレスが登録されている。どうだい、いかにもリア充っぽいだろう？」

「なん……だと……!?」

　これには里奈だけでなく俺まで驚きよう愕がくしてしまった。

「メールアドレスってそんなに登録できるものだったの!?　アタシ十件くらいしか登録できないものとばかり思ってた……」

「ああ、俺もだ。これは衝しよう撃げきの事実だな……」

「……どうやら君達、なかなか虚むなしい学生生活を送ってきたようだね」

　闇根にまで同情されてしまう始末であった。

「で、でも五十人も友達がいるなんてリア充そのものじゃない！　それはリア充に偽装してるとは言わないわ！　偽装の意味わかってるの!?」

「ふっ、安心したまえ。このメールアドレスのほとんどは僕が生徒達に土下座で頼み込んで交こう換かんしてもらったものだ。だから僕に五十人の友達がいるわけじゃない」

「お前も人のこと言えねーじゃねーか！」

「……まあ、それならリア充に偽装してると言えなくもないわね」

　しかしリア充に偽装する為ためとはいえそこまでやるか普ふ通つう。

「そ、そんなことよりアタシ達に対抗する為にマスカレード部を設立したってどういうことよ！　アタシ達と勝負でもしたいわけ!?」

「ほう、なかなか良いところを突ついてくるね。僕がマスカレード部を設立した一番の理由はズバリ！　君達と〝偽装対決〟をする為さ！」

「偽装対決!?　何よそれ!?」

「その名の通り、偽装部とマスカレード部、どちらの偽装がより優すぐれているのか勝負するのさ。しかしただ勝負するだけでは面おも白しろ味みに欠けるからね。この偽装対決で僕らが勝ったら、この部室をマスカレード部に明け渡してもらう!!」

「はあ!?」

　闇根の発言にこの場が騒そう然ぜんとなる。勝負に勝ったら部室をよこせだと？　図ずう々ずうしいにも程ほどがあるだろ。

「勝負形式は一対一の五回戦。偽装属性が同じ者同士で勝負し、先に三勝した部の勝利となる。どうだい、ワクワクしてきただろう？」

「全然ワクワクしないから!!　だいたいアンタは偽装部に入部したかったんじゃなかったの!?」

「最初はね。でもどうせ君達は僕を受け入れてはくれないだろう？　だから僕はマスカレード部を設立し、君達と対立する道を選んだんだ。こんなに優ゆう秀しゆうな僕を拒きよ絶ぜつした君達をどうしても許せなくてね！」

　滅め茶ちや苦く茶ちやだなこいつ。

「偽装対決とやらは置いておくとして、なんでお前はこの部室が欲しいんだ？」

「ふっ、実はマスカレード部にはまだ部室がなくて困ってるんだよ」

「だったら何もこの部室じゃなくてもいいだろ。副会長なら部室の一つや二つ、いくらでも融ゆう通ずうが利きくだろうに」

「残念ながら副会長にはそこまでの権限がなくてね。日ひ空そら会長にお願いしたりもしたんだが『似たような部活を二つも認めるわけにはいかないし、当然部室を与あたえるわけにもいかない』と言われてしまってね……」

　まだ正式な部ですらなかったのかよ。まあ俺が日空先せん輩ぱいでも同じことを言うだろうな。偽装部だけでもアレな存在なのに、それと似たようなのがもう一つできるなんて色々問題があるだろう。

「さあどうする偽装部の諸君。この偽装対決、受けてくれるかい？　もちろん受けてくれるよね？」

（……どうしますかゆーちゃん？）

　真紀が俺の耳元で囁ささやいてきた。

（どうするも何も、こんな勝負受ける理由なんて何一つないだろ。時間と労力の無む駄だにしかならない）

（……そうですよね）

　愛香や美み雪ゆきとも目を合わせる。どうやら二人も俺と同じ意見のようだ。

「もっとも僕達に負けるのが怖こわいというのなら、無理して受けなくてもいいけどね……」

　里奈からカチンという音。あっ、このパターンは──

「上等よ!!　受けて立とうじゃない偽装対決!!　アタシ達が負けるなんて天地がひっくり返っても有り得ないわ!!」

　俺は頭を抱かかえる。またこうなってしまったか。里奈にはいい加減煽あおり耐たい性せいを身に付けさせた方がいいな……。

「ふっ、そう言ってくれると信じてたよ。せっかくだしこの対決のことは全校生徒に拡散しておくとするよ」

　誰だれも興味示さないだろこんな対決。

「しかし今のままでは君達に何のメリットもないし、それは僕としても気が引ける。もし君達が勝ったら僕が小学一年生の頃ころから愛用している筆箱をプレゼントしよう」

「いらないわよそんな廃はい棄き物ぶつ！」

「は、廃棄物……？　まあ、今のは冗じよう談だんだ。僕らが負けたら君達の言うことをなんでも聞こうじゃないか。宿題を代わりにやれと言われたらやるし、パンを買ってこいと命令されたら買いに行く。もっとも僕達が負けることなんて有り得ないけどね」

　大した自信だな。

「では対決の順番だけ先に伝えておこう。偽装対決は不良[image: →]痴女[image: →]決闘者デユエリスト[image: →]リア充[image: →]名探偵の順に行い、さっき言った通り先に三勝した方の部の勝利だ。せいぜい今の内に対策を練っておくことだね！」

　勝手に順番決めたのか……まあ別にいいけど。俺は決闘者デユエリストだから三番目か。

「わ、私が最後……!?」

　そして俺の正面では名探偵の美雪が顔を真っ青にして震ふるえていた。最後というのはプレッシャーだろうな。

「日時は七月十五日の昼休み。対決の内容は当日の発表となる。それまでに部室の片付けを済ませておくことをお勧すすめするよ！　ふっふっふっふっふっ……あっはっはっはっはっはゴホッゲホッ！」

　こうして俺達は部室を賭かけてマスカレード部と〝偽装対決〟をすることになった。




　翌日の放課後。俺はいつもより重い足取りで里奈と廊ろう下かを歩いていた。

「しっかし、誰かさんのせいで面めん倒どうなことになったな……」

「な、何よ悠ゆう人と！　アタシのせいだって言いたいの!?」

「半分くらいはお前のせいだろ。里奈が受けて立つなんて言わなければ偽装対決なんてやらずに済んだんだぞ」

「うっ。わ、悪かったわね……。でも大だい丈じよう夫ぶよ、あんな付け焼き刃ばで集まった連中なんかにアタシ達が負けるはずないわ！」

　果たしてそうだろうか。俺の見立てでは割りと手て強ごわい相手になりそうな人が多い気がする。特に痴女の炎希さんとか……。

「それより例のアレはどうなってるのよ」

「例のアレって？」

「アンタを脅きよう迫はくしてきた犯人のことよ。正体は摑つかめそうなの？」

「ああ、そのことか。実はまだ見当も付いてない。あの気合いだのドーナッツだの書かれたヒントの意味もわからないままだし」

「……はあ。それでもアンタ、元名探偵ヴァールハイトなの？」

「いい加減にしろ!!　ここ廊下だぞ!!」

　クスクスと笑う里奈。里奈といい日空先輩といい今回の犯人といい、そのことは一秒でも早く記き憶おくの中から抹まつ消しようしたいのに、どうしてこう人の黒歴史を掘ほり返したがるんだ。

「それより今は偽装対決のことが優先だろ。偽装属性が同じ者同士で戦うってことは里奈の相手は闇根ってことになるよな。大丈夫なのか？」

「アタシがあんな奴やつに負けるわけないでしょ！　それより自分の心配しなさいよ、アンタこそ勝てそうなの？」

「うっ……」

　正直なところ勝てると断言する自信はない。俺の対決の相手は地芽さんだし、彼女とは一度デュエルして清すが々すがしく負けている。今の俺では──

「だーれだ」

　とその時、俺の両目を何者かが塞ふさいだ。この声の主は……。

「地芽さんか」

「ぶっぶー。正解は悠人っちの背はい後ご霊れいでした！」

「怖いなそれ!!　地芽さんだよな!?」

　振ふり返るとそこには地芽さんがペロッと舌を出して立っていた。噂うわさをすればか。

「久ひさし振ぶりだね悠人っち！　里奈っちも！」

「地芽さんは相変わらず元気そうだな……」

「まあね！　ところで悠人っちと里奈っちっていつも一いつ緒しよにいるよね。やっぱり付き合ってるの？」

「へっ!?　いや、俺と里奈はただの幼おさな馴な染じみで──」

「そ、そうよ！　悠人はアタシの彼氏なの！」

「里奈!?」

　サッと俺の耳元に顔を近付けてくる里奈。

（アタシがリア充に偽装してること忘れたの!?　アンタは私の彼氏って設定なんだから否定したらダメじゃない！）

（……そ、そうだったな）

　最初に地芽さんに会った時は「こんなの彼氏でもなんでもないわ！」と言い放ってた気がするけど俺の記き憶おく違ちがいだろうか。

「やっぱり付き合ってるんだ！　いいなー彼氏、そろそろ私も欲しいなー。ちなみに二人は付き合い始めてからどれくらい経たつの？」

「じゅ、十四年よ！」

　一歳から!?

「へー、そんなに長く付き合ってるんだ！　じゃあさ、週に何回くらいエッチしてる？」

「ブホオッ!?」

　思わず俺は噴ふき出してしまった。なんてことを聞くんだこの子は!?

「あれ、もしかしてしてないの？　高校生なら普通はしてると思うんだけどなー」

「いやいや地芽さん、付き合ってると言っても俺と里奈はとってもピュアな関係だから、そういうことは──」

「し……してる……わよ……!!」

「里奈ぁ!?」

　顔を真っ赤にし、身体からだを震わせながら里奈が答える。そこまで噓うそつく必要あんの!?

「やっぱりしてるんだ！　週に何回くらいしてるの!?」

「さ、三、四回くらい……」

　リアルな数字言うのやめろ！

「じゃあさ、初めてのエッチの時ってどうだった!?　やっぱり緊きん張ちようした!?」

「う……」

「それと最初は結構痛いって聞くけど里奈っちもそうだったの!?」

「うう……」

「あと里奈っちってＳとＭどっち!?　普ふ段だんはＳっぽいけど夜はＭだったりする!?」

「うわあああああああああああ─────!!」

　地芽さんの質しつ問もん攻ぜめに精神が堪たえられなくなったのか、里奈は叫さけび声を上げながらその場から逃とう走そうした。

「あっはは、まったく里奈っちったら。そこまで無理して噓つかなくてもいいのに」

「……気付いてたのか」

「まあね。悠人っちが四股またしてるなんて噂が立つってことは、裏を返せば里奈っちとはちゃんとしたお付き合いをしてないってことだからね」

　他ほかのクラスにまで広まってたのかよその噂！

「あ、でも付き合ってなくてもエッチだけならやろうと思えばできるか。というわけで質問だけど、悠人っちは今のところ偽ぎ装そう部の中の何人とエッチしたの？」

「誰ともしてないから!!」

「そうなの？　偽装部の女の子は可愛かわいい子ばっかなのに、悠人っちは紳しん士しだねー」

　とは言え寸前までなら真紀といったことあるけど……。俺は公園のドームの中での出来事を思い返す。あの時日空先輩が現れなければ今の回答も変わっていたかもしれない。

「そうだ、私も悠人っちの彼女にしてよ！　四股も五股も今いま更さら変わんないでしょ？」

「冗談でもそういうことを言うのはやめなさい！」

「あっちゃー、振られちゃったか。初めての告白だったのにショックだよー」

「……それで俺に何の用だ？　ただからかいに来たってわけじゃないんだろ？」

　このままじゃ埒らちが明かない気がしたので俺は話題を切り替かえた。

「お、察しがいいね。実は悠人っちとまたデュエルがしたくって！」

「俺とデュエル？」

「そっ。マスカレード部に入って決闘者デユエリストに偽装するのはいいけど肝かん心じんのデュエルの相手が他に見つからなくってさー。デュエルしないと決闘者デユエリストとは呼べないでしょ？」

「……デュエル相手か。それなら真紀が──」

　ここで俺は言葉を止める。そうだ、真紀は自分がカードをやってることを誰だれにも知られたくないんだった。

「ん？　真紀っちがどうかしたの？」

「い、いや、なんでもない。デュエルするのは別にいいけど、俺と地芽さんは偽装対決で戦うことになるんだよな……」

「別にいいじゃん！　今はそういうのは忘れようよ！」

　まあ、そうだよな。挑いどまれたデュエルを拒こばんでいたら決闘者デユエリストの名が廃すたれてしまう。

「わかった、やろう。俺もデュエルの相手がいないのには困ってたところだし」

「決まりだね！」

　というわけで、また地芽さんとデュエルすることになったわけだけど。

「や、やばい……」

　俺のライフポイントは現在１００、地芽さんは４０００。アニメでは勝利が約束された状じよう況きようだが現実はそうはいかない。このままでは前回の二にの舞まいだ……！

「俺のターン!!　絶望より生まれし邪じや悪あくなる魔ま神じんよ、憎ぞう悪おと悲ひ哀あいを力に変えこの穢けがれた世界を洗い流せ!!　顕けん現げんせよ、魔空神ストーラ!!」

　決闘者デユエリストのプライドに賭かけ、このデュエル負けるわけにはいかない!!




　そしてデュエル開始から数十分後。

「イエーイ私の勝ちー！　いやあ楽しかったね！」

「…………」

　俺はその場で膝ひざをつく。結局普ふ通つうに負けてしまった。ホント勝負事に弱いな俺……。

「ところで悠人っち、デュエル中に呪じゆ文もんみたいなのを何度か唱えてたけど、あれって全部即そつ興きようで考えてるの？」

「……すまん、そこには触ふれないでくれ」

　またあの発作が出てしまったか。思い出すだけで恥はずかしくなる。

「それじゃまたね悠人っち！　次に戦うのは偽装対決の時だよ！」

　そう言って地芽さんは俺のもとから去っていった。これで地芽さんに二連敗か。こんなザマじゃ偽装対決の時も負けてしまうだろう。皆みんなの足を引っ張ることだけは避さけたいし、なんとかしなければ……!!




　それから俺は偽装部の部室に向かう。ドアを開けるとそこには本を読んでいる真紀と、テーブルに突つっ伏ぷして何やらブツブツ呟つぶやいている里奈の姿があった。

「ごめん、色々あって遅おくれた」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶですよ。それよりりーちゃんが部室に来てからずっとこんな調子なんですけど、ゆーちゃん何か知りませんか？」

「……今はそっとしといてやってくれ。別に具合が悪いとかじゃないから」

「そ、そうですか……」

　間ま違ちがいなく地芽さんからイジり倒たおされたことを引きずってるんだろうけど、直に立ち直るだろう。

「ところで愛香と美雪は？」

「あ、お二人なら何か用事があるとかで先に帰りました」

「……そうか」

　愛香と美雪がいないのなら都合がいい。これからする話は二人に知られると少々まずいからな。

「真紀、今度の日曜って何か用事あるか？」

「日曜日ですか？　特にないですけど、どうしてですか？」

「……実は真紀にお願いしたいことがあるんだ」

「ゆーちゃんからのお願い事ならなんでも聞いちゃいますよ！」

「はは、そう言ってもらえると嬉うれしいよ。それでお願いだけど、真紀には俺のデュエルの先生になってほしいんだ」

「デュエルの先生……ですか？」

「ああ。偽装対決はどんなことをやるのかまだ定さだかじゃないけど、決闘者デユエリストの対戦内容は十中八九デュエルになると思う。だからそれまでに真紀から色々と教わってデュエルの腕うでを磨みがいておきたくてさ。やっぱり迷めい惑わくか？」

　すると真紀は椅い子すから立ち上がった。

「迷惑だなんてとんでもないです！　むしろやらせてください！」

「いいのか？」

「もちろんです！　日曜日は絶対に空けておきますね！　たとえ家が全ぜん壊かいしようと私の全身の骨が折れようと約束は守りますから！」

「そこまでする必要はないからな!?」

　とりあえず引き受けてくれるようで安心した。カードに関してなら真紀の右に出る者はそうはいないからな。

「それで場所はどこにする？」

「そうですね、やはりデュエルを教えるのならカードショップが一番かと……」

「ま、そうだよな。それじゃ一いつ旦たんどこかで待ち合わせして、それからカードショップに向かうか」

「はい。そ、それでその、カードショップ以外にも、デパートで一いつ緒しよにお買い物したり、お食事したりするというのは、ダメでしょうか……？」

「ん？　もちろんいいぞ。俺で良ければだけど」

「本当ですか!?　ありがとうございます!!」

　真紀の顔が太陽のように明るくなった。貴重な日曜日を俺の為ために使ってくれるんだ、それくらいどうってことない。むしろ俺もそうしたいくらいだ。

「アタシも一緒に行く！」

　すると今までの会話を聞いていたのか、里奈が勢いよく顔を上げて言った。

「里奈も？」

「だ、だってアンタどさくさに紛まぎれて真紀に変なことしそうでしょ!?　そういうことが起こらないようアタシが見張り役として監かん視しさせてもらうわ！」

「変なことなんてしねーよ！」

「わ、私は別に、時と場所を選んでいただければ……」

「はい真紀ストップ！　とにかく二人だけで出掛けるのは許可できないわ！　デュエルの特訓がしたいのならアタシも加えなさい！」

　俺が変なことをすると思われてるのは不本意だが別に断る理由なんてないし、女子がもう一人いれば真紀も安心できるだろう。

「んじゃ、三人で出掛けるか。真紀もそれでいいよな？」

「……はい、もちろんです！」

　嬉しいのか悲しいのかよくわからないような顔で真紀は答えた。変だな、里奈と真紀の仲の良さを考えたらもっと喜ぶかと思ってたんだけど。

（ではりーちゃん、どちらの私服がゆーちゃんをドキドキさせられるか勝負ですね！）

（は!?　べ、別にそんな勝負する必要ないでしょ!?　アタシは普通の服で行くわ！）

（そうですか。それじゃ当日ゆーちゃんが私の方ばかり見ても文句は言っちゃダメですからね？）

（うぐっ……）

（それと何が起こるかわかりませんし、念のため勝負下着も用意しておいた方がいいかもしれませんよ？）

（ななな何言ってんの!?　そういうことが起きないようにアタシが付いていくってことを忘れないで！）

　会話の内容までは聞き取れなかったが、どうやら盛り上がっているようだ。さっきのは俺の思い過ごしだったか。

　それから話し合った結果、まずは買い物やら食事やらをして、それで余った時間をカードショップに費ついやそうということになった。本当はデュエルの特訓がメインのはずなんだけど……まあいいか。ちなみに集合場所は俺の家の前で決定した。

「真紀は俺の家の場所は覚えてるか？」

「当たり前です！　小学生の頃ころに何度もお邪じや魔ましましたからね！　ここからなら目を瞑つぶってでも行けますよ！」

「そ、そうか……」

　せっかくだし愛香や美雪も誘さそいたいところだけど、真紀は自分がカードをやっているところを俺と里奈以外の友達や知り合いには見られたくないだろうから仕方ない。五人で出で掛かけるのはまたの機会ということにしよう。







　第八章　驚きよう異いの占うらない!?







　そして日曜日の朝。予定通り俺と里り奈な、真ま紀きの三人で街の方へ出掛けることになった。さっき送られてきた里奈のメールによると二人は既すでに家の前で待っているらしく、俺は急いで身み支じ度たくを整えて家を出た。

「悪い待たせた！　でも集合時間はもっと先のはずじゃ──」

　二人の姿を目にした瞬しゆん間かん、思わず俺は足を止めてしまった。短いスカートに、バッチリ見える胸の谷間。二人の私服はとても大だい胆たんなものだった。特にスカートの方は少し風が吹ふいただけでも簡単に中が見えてしまいそうだ。思春期の男子にとって最高の光景であることは間違いないけど、どうにも目のやり場に困ってしまう。

「遅おそいわよ悠ゆう人と！　女の子を待たせるなんて良い度胸してるわね！」

「ご、ごめん。だけど二人とも、なんというか、随ずい分ぶんと露ろ出しゆつが多いな」

「……だって真紀があんなこと言うから」

　恥はずかしそうに俯うつむく里奈。一体何を言われたんだ。

「私もりーちゃんも今日の為に頑がん張ばっちゃいました！　どうですかゆーちゃん？」

「あ、ああ。二人とも凄すごく良いと思う」

　これはお世辞とかじゃなく本当の気持ちだ。本当にただの女子高生なのかと疑いたくなってしまうくらい可愛かわいい。

「それじゃ私とりーちゃん、どっちが可愛いですか？」

「は!?」

　二人が真しん剣けんな眼まな差ざしで俺を見つめてくる。

「そ、そんなの比べられないって！　いいから行くぞ！」

　俺はごまかすように足を進める。

（……どうやらこの勝負は引き分けのようですね）

（だ、だからアタシは勝負なんてするつもりないから！）

「何してんだよ二人とも、早く行こう」

「あ、待ってくださいゆーちゃん！　えいっ！」

「っ!?」

　いつも痴ち女じよに偽ぎ装そうしている癖くせか、真紀が俺の腕にピョンと抱だき付いていた。ちょっと待ってくれ、その胸の露ろ出しゆつ度どでこういうことされたら……!!

「えへへー。捕つかまえました！」

「えっと、真紀。その、抱き付くなとは言わないけど、もうちょっと控ひかえめにしてくれると助かるというか……」

「えー？　この間一緒に出掛けた時もこうやって歩いてたじゃないですか！」

「そ、そうだっけ……？」

「ダメえええええ─────!!　今日はそういうのは一いつ切さい禁止!!　ほら早く離はなれて！」

　里奈によって俺と真紀は強制的に引き離された。安あん堵どが一割、残念が九割といったところか。

「むー。りーちゃんは色々と堅かたすぎると思います」

「真紀が緩ゆるすぎるの！　悠人もいつまでもニヤニヤしない！」

「べ、別にニヤニヤしてないだろ！」

　とまあ一ひと悶もん着ちやくあったものの、俺達は他愛たわいもない話をしながら駅まで歩き、電車に乗って市の中心街までやって来た。休日ということもあって街は大勢の人で賑にぎわっていた。

「なんかこうして歩いてると、昔三人で遊んでいた頃のことを思い出すな」

「そうねー。アタシ達三人、いつも一緒だったもんね。懐なつかしいわ」

「りーちゃんは昔みたいに『悠人はアタシと手をつながないとダメ！』って言わないんですか？」

「は!?　そそそそんな過去は一秒たりとも存在しないから！　悠人と手なんか繫つないだら消毒液がいくらあっても足りなくなるわ！」

「はは……」

　しばらく街を歩く中で、俺は周囲の人々（主に男）がこっちの方をチラチラと見ていることに気付いた。

「あの二人、超ちよう可愛くね？」

「ああ、やべーな……」

　まあこの反応は大方予想できた。幼おさな馴な染じみの俺が言うのもなんだけど二人の容姿レベルはかなりのものだし、その二人がなかなか大胆な服装で歩いているのだから騒さわがれない方がおかしい。そしてその二人の真ん中にいる俺はこの状じよう況きように全く優ゆう越えつ感を感じないと言うと噓うそになる。今の俺はまさしく両手に花の状態だった。

「で、真ん中を歩いてるあのゴミは何だ？」

「見ての通りゴミだからゴミ捨て場に運ばれてるんだろう」

「そういや今日は燃えるゴミの日だったもんな」

「後であいつの靴くつに生ゴミを入れておくか」

　うん、まあ、この反応も大方予想できた。あと知ってる声が聞こえた気がするけど俺の空耳か？

「あ、見て真紀！　この帽ぼう子しすごく可愛い！」

「わあ、本当ですね！」

　すると里奈と真紀がとあるショーウィンドウの前で立ち止まり、中に飾かざられてある帽子を前まえ屈かがみになって覗のぞき込む。ってちょっと待て、そんな短いスカートで前屈みになって風でも吹いたりしたら──と危機感を抱いだいていた矢先に周りの木々が揺ゆれ始め、間もなく強い風が通り抜ぬけるのを肌はだで感じ取った。まずい!!

「おい二人とも!!」

　気が付けば俺は二人に向かって両手を伸のばし──

「ひゃあっ!?」

「ゆーちゃん!?」

　それぞれの手で二人のスカートを押さえていた。必然的に俺の手が二人の柔やわらかいお尻しりに触ふれる。

「ふう、セーフ…………あっ!?　ご、ごめん!!」

　慌あわてて両手を引っ込める。何をやってるんだ俺は。里奈も真紀も自分のお尻を押さえて俺の方を振ふり向いた。

「ななな、なにお尻触さわってんのよ!?　一体どういうつもり!?」

「そうですゆーちゃん！　公衆の面前でこんなこと……。触るなら人目のつかない所で触るべきだと思います！」

「真紀の言う通り──って違ちがう！　アタシが言いたいのはそんなことじゃなくて！」

「ごめんなさい!!」

　俺はその場で素す早ばやく土下座をした。

「その、二人のスカートの中が見えそうだったから、咄とつ嗟さに身体からだが動いて……。なんというか、子供の頃のノリで思わずやってしまった。本当にすまん！」

　俺は全身全ぜん霊れいで二人に謝る。だけどおそらく許してくれないだろう。特に里奈からはどんな制裁が下されるかわからない。

「……ゆーちゃん、土下座なんてやめてください」

　恐おそる恐る頭を上げると、そこには真紀の優やさしい顔があった。

「私達のことを思っての行動だったんですよね？　だったら謝る必要なんてないですよ」

「お、俺を許してくれるのか……？」

「もちろんです。りーちゃんもですよね？」

「ま、まあ、アタシ達の不注意にも原因があったし、ワザとじゃなかったのなら許してあげなくもないわ」

「……!!」

　二人の心の広さに思わず俺は涙なみだしそうになった。

「そ、それに私は、ゆーちゃんにならお尻くらい触られてもいいというか、むしろ触られるとちょっとだけ嬉うれしいかもというか……。りーちゃんもですよね？」

「そうね──ってはあ!?　それは同意できないわ！」

「……そ、そうだ、二人とも長いこと歩いて喉のど渇かわいてないか？　俺が飲み物を奢おごるよ。というか奢らせてくれ」

　ちょうど近くに自じ動どう販はん売ばい機きがあったのでそう言ってみた。この程度で罪つみ滅ほろぼしになるなんて思ってないが、さすがにタダで許されるというのは申し訳ない。

「里奈はミカンジュース、真紀はリンゴジュースでいいよな？」

「ええ」

「あ、はい……」

　二人に飲み物の種類を確かく認にんし、自販機にお金を投入する。罪滅ぼしとしては心こころ許もとないが何もしないよりはマシだろう。

「……ゆーちゃん、私の好きな飲み物、覚えててくれたんですね」

「ん？　そりゃそうだろ」

　小学生の頃ころはずっと一いつ緒しよだったんだ、間が五年あったとはいえそれくらい覚えてる。俺は里奈と真紀にそれぞれ飲み物を手て渡わたした。




　それから俺達はこの街で一番大きなデパートに向かった。里奈と真紀のお目当ては水着らしく、五階の女性用の水着コーナーまでやって来た。男の俺がその中に交じると明らかに怪あやしいので、俺は端はしの方のベンチに座って二人が買い終わるまで待つことにした。にしても水着とは、夏休みに海とかプールに行く予定でもあるんだろうか。

（真紀、この水着どう思う？）

（甘いですよりーちゃん。そんな地味な水着じゃゆーちゃんを誘ゆう惑わくできませんよ？）

（んなっ!?　アタシは別にそんな基準で選んでないから！　真紀こそどうなのよ!?）

（私はこれに挑ちよう戦せんしてみようと思います）

（ちょっ!?　それ布地少なすぎない!?）

（相手はゆーちゃんですからね。これくらいのことはしないと……）
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　なんか盛り上がってんな。俺は二人の様子を遠くからのんびり見守る。それにしても可愛い女の子二人が水着を選んでる光景というのはそそられるものがあるな。思わず携けい帯たいで撮とりたくなってしまう。

「ん？」

　すると真紀が俺の方に手招きをしていることに気付いた。水着を買うお金が足りなくなったんだろうかなどと思いながら、俺は二人の所に向かった。

「ゆーちゃんは左の水着と右の水着、どちらを着てほしいですか？」

「は!?」

　真紀が二つの水着を見せてくる。呼んだのは俺に水着を選んでもらうためか!?

「そ、そんなの自分で考えればいいだろ!?」

「いえ、ここは是ぜ非ひともゆーちゃんに選んでもらいたいんです。こういうのはやはり男性の意見を参考にした方がいいかと思いまして」

「ま、まあ、真紀がそう言うのなら……」

　二つの水着を見比べる。左は布地面積が少ない水着、右は布地面積が更さらに少ない水着。男の俺としては是非とも右を──

「っ!?」

　その時俺は背後から尋じん常じようじゃない気配を感じ取った。振り返るまでもなく里奈のものだとわかる。ここで右を選んだら確実に処しよ刑けいされる……!!

「ひ、左の水着がいいんじゃないかな、うん！」

「わかりました！　それじゃ試着してきますね！」

　真紀は俺が選んだ水着を持って試着室に入り、カーテンを閉めた。そのまま俺と里奈は真紀が出てくるのを待つ。このカーテンの向こうで真紀が私服から水着に着き替がえている。つまり真紀は一度下着やら何やらを全部脱ぬぐことになるんだよな。俺が少し手を伸ばしただけで、そこには真紀のあられもない姿が……!!

「なに妄もう想そうしてんのよこの変態!!」

「な、何を言う!?　妄想してるかどうかなんて里奈にはわからないだろ!?」

　いやまあバッチリ妄想してたんだけども。幼馴染みの勘かんは侮あなどれない。

　そして数分後。試着室のカーテンが静かに開き、水着姿の真紀が俺の前に現れた。

「ゆーちゃん、どうですか？」

　頰ほおをほんのり赤く染めて尋たずねてくる真紀。今にもこぼれ出そうな胸に、芸術のような身体からだのライン。思わず俺はゴクリと喉のどを鳴らした。

「いいよ……いい！　凄すごくいい！　百点、いや一万点、一億点だ！」

「もう、ゆーちゃんったら大おお袈げ裟さですよ……」

　大袈裟なんかじゃない。一生眺ながめていたいくらい素晴らしい。他人には見せたくないという独どく占せん欲よくまで出てきてしまう。ああ、神様はなんて良い仕事をしてくれたんだろうか。

「そ、そんなに見ないでください。いえその、見るのは全然構わないんですけど、あまりこう、食い入るように見つめられると、やっぱり恥はずかしいというか……」

「あっ、ご、ごめん」

　慌てて真紀から目を逸そらす。しかしこの水着でこの威い力りよくって、もう一方の水着を選んでたらどうなっていただろうか。

「それで……どうですか？　この水着、似合ってますか？」

「そりゃもちろん、文句なしで似合ってる」

「では私、この水着にします！」

「……いいのか？　俺の評価なんかで決めちゃって」

「ゆーちゃんだからいいんです！　それじゃ着替えるので待っててください！」

　再びカーテンが閉まる。まあ真紀がそう言うのなら別にいいけど。俺は先さき程ほどから無言状態の里奈に目を移した。

「里奈は試着しなくていいのか？」

「あ、アタシはいいわよ！　自分の水着のサイズくらい試着しなくても大体わかるし、アンタのことだから試着したら絶対エロい目で見てくるでしょ!?」

「それは……」

　残念ながら否定できない。好きな女の子の水着姿を見たくない男なんてこの世に存在しないだろう。

「……それに、真紀の水着姿に勝てる気がしないし」

「ん、何か言ったか？」

「っ！　な、なんでもないわよ！」

　プイッと顔を逸らす里奈。里奈の水着姿も見たかったけど、それはいつかのお楽しみってことにしよう。




　デパートでの買い物を終え、俺達三人は街の中の散策に戻もどる。すれ違う男達の憎にくしみに満ちた視線にもようやく慣れてきた頃、里奈がふと足を止めた。

「ねえ見てアレ！　何かしら？」

　一つの長い行列を指差す里奈。美味おいしい食べ物が売ってる店にでも並んでるんだろうかと思いつつ行列の先頭に目をやると、そこはお店というより屋台に近く、上の方には「フォーチュンテラー」と書かれた看板が飾かざられていた。

「あ、私知ってます！　あれは占うらないをやってるんですよ！」

「占い？」

「最近色んな所で話題になってて、凄く当たることで有名らしいです！」

「ああ。そう言えばそんな話、アタシも聞いたことある気がする」

　占いかあ。俺の場合、占いのようなオカルトの類たぐいは全く信じてないと言ったら噓うそになるし、じゃあ信じているかというとそうでもない。つまりはどちらでもないということだ。朝のテレビの占いで自分の星座が最下位だったらショックを受けるがラッキーアイテムを用意するほどではない、と言ったらわかり易やすいだろうか。

「せっかくだから私達も占ってもらいませんか？」

「いいわね、賛成！」

　ま、そういう流れになるよな。女の子は占いが好きな子が多いと聞くが、それは里奈や真紀も例外ではなかった。しかしこんだけ人が並んでるってことは本当によく当たるんだろうな。

「それじゃ占い代は悠人持ちってことで！」

「は!?　なんで俺が!?」

「あら、さっきアタシと真紀のお尻しりを触さわったのはどこの誰だれだったかしらねー？　それともアタシ達のお尻はジュース一本分の価値しかないということ？」

「すみません払はらわせてください！」

　慌あわててそう言った俺を見て里奈は呆あきれたように溜ため息いきをついた。

「冗じよう談だんよ冗談。占い代くらい自分で払うわ。どうせアンタのことだからお金なんてほとんど持ってないでしょ？」

「うっ……」

　図星を突つかれて息が詰つまる。実を言うと財さい布ふにはあまりお金は入っていなかった。

「ふふっ。りーちゃんって皆みんなのことよく見てますよね。特にゆーちゃんのことは」

「何言ってんの真紀!?　悠人のことなんてその辺の空気みたいな存在くらいにしか思ってないから！」

「空気、つまり生きていく上で必要不可欠な存在ってことですね。なるほどなるほど」

「ま～～～～き～～～～!!」

「きゃはははは！　や、やめてくださいりーちゃん、くすぐったいです！」

　じゃれ合う二人を見て、俺はなんだか微笑ほほえましい気持ちになった。小学生の頃もこんな感じだったな。

　それにしても一体どんな人が占ってるんだろうか。「フォーチュンテラー」の周りは紫むらさき色いろのカーテンで覆おおわれているので、ここからだと中までは見えない。と言ってもこういう所にいる占い師しは四十代から五十代くらいの怪しげなオバサンと相場が決まってるから大体こんな人っていう想像はつくんだけども。

　それから長ちよう蛇だの列れつに並ぶこと数十分、ようやく俺達の番がやってきた。先頭の里奈がカーテンを開ける。

「えっ!?」

　そこで俺達は早さつ速そく驚おどろかされることになった。中にいた人物は俺の想像とは全く異なり、俺達と同じくらいの女の子だったのである。身体からだは割と華きや奢しやで、髪かみはウェーブがかかっている。あと何気に可愛かわいい。

「ようこそ、フォーチュンテラーへ」

「……あれ？　もしかして頼らい奈なさんですか!?」

「あら、真紀さんじゃない。こんにちは」

「えっ!?　真紀この子知ってるの!?」

「はい。同じクラスの栄えい花か頼奈さんです。まさか頼奈さんがフォーチュンテラーの占い師さんだったなんて……」

　俺は更に驚かされてしまった。まさか同じ学校の同じ学年の女子がこんな所で占い師をやっているとは。

「昔から占いが得意だったから軽い気持ちで始めてみたんだけど、ここまで評判になるなんて自分でも予想外だったわ。おかげで毎日スルメイカが食べ放題よ」

　何故なぜスルメイカ？

「でも同じ学校の子がここまで来てくれたのは初めてかも。お近づきのしるしとして貴方あなた達にこれをプレゼントするわ」

　大量のスルメイカが入った箱がテーブルの上に置かれる。とりあえずスルメイカが大好物ということだけはわかった。

「ところで占い代っていくらなの？　やっぱり高いのかしら？」

「お金はいらないわ。今日だけタダで占ってあげる」

「えっ、いいの!?」

「ええ、同じ学校の誼よしみってことで。ではまず誰から占ってほしい？」

「はいっ！　私からお願いします！」

　真紀が元気よく手を挙げ、頼奈さんの正面の椅い子すに座った。

「真紀さんからね。それじゃこの顕けん微び鏡きようの下に利きき手を置いて」

「顕微鏡にですか？」

「私の占いは顕微鏡を使って人の手相を見るの」

　ここに入った時からどうしてテーブルに顕微鏡が置かれているのか疑問だったが占いに使う為ためだったのか。斬ざん新しんな占い方法だな。

「あの、健康運や金運とかはいいので、恋れん愛あい運だけ見てもらえませんか!?」

「恋愛運だけ？　まあ、私は別にいいけど」

　顕微鏡の下に利き手を置く真紀。さて、頼奈さんの占いがどれほどのものかお手並みを拝見しよう。

「うーん。こうして見ると真紀さんのおっぱいって大きいわね……」

「胸ではなく手を見てもらえませんか!?」

「ごめんなさい、つい。では改めて」

　頼奈さんはレンズを覗のぞき込み、それから二十秒ほど唸うなる。

「うん、恋愛運はなかなか良いものを持ってるわね」

「本当ですか!?」

「ええ。それに真紀さん………今好きな人がいるみたいね」

「っ！　は、はい……」

「え!?　真紀って好きな人いたのか!?」

　俺が驚くと、里奈と真紀がとても冷え込んだ目で俺を見てきた。

「アンタ、まだそんなこと言ってるわけ……？」

「いいんですりーちゃん。わかってたことですから……」

「……？」

　しかし真紀の好きな人か。これは幼おさな馴な染じみとしては気にならざるを得ない。

「そして真紀さんが好意を寄せる相手は……ふふっ。なるほどね」

「えっ!?　もしかしてそれが誰かまでわかっちゃうんですか!?」

「もちろん」

　そう言って頼奈さんは真紀の耳元に顔を近付ける。

（真紀さん、貴女あなたの好きな果物は？）

（？　リンゴですけど……）

（じゃあここから先、貴女の好きな人のことは『リンゴ』で代用するわね。本人もすぐそこで聞いてることだし）

（っ！　お、お願いします……）

　なにやら密ひそかな会話が行われた後、頼奈さんはコホンと咳せき払ばらいをした。

「えー、では。貴女がリンゴを好きになったのは小学生の頃ころね？」

「は、はい。当たりです」

　あれ!?　いきなり食べ物の話になったぞ!?　好きな人の話じゃなかったのか!?

「貴女は本当にリンゴの事が好きみたいね。それこそ他ほかの食べ物が目に入らなくなるくらい。もう毎日と言っていいほどリンゴの事を考えてるんじゃない？」

「うっ……」

　まさにリンゴのように顔を真っ赤にする真紀。真紀の好きな果物がリンゴということは知っていたが、そんなに好きだったとは。てか今はそんなことよりもっと別のことを占ってもらえよ。

「でも手相を見る限り、リンゴへの想おもいを成じよう就じゆさせようとしたらかなりの困難を極きわめることになりそうだわ」

「そうですか……」

「まず貴女の想いがリンゴにほとんど届いていないのが問題ね。というかこれはリンゴの方に問題がありそうだけど」

「はあ……。わかってたことですけど、こうして言われるとショックです……」

　いや食べ物なんだから届くも届かないもないだろう。

「だから真紀さんが今以上に積極的になる必要があるわ」

「い、今以上にですか!?　今でも結構頑がん張ばってるつもりなんですけど……」

「残念ながらまだ足りないみたい。でもさっきも言ったように恋愛運は良いものを持ってるから、頑張り続ければきっと想いは成就するわ」

「あ、ありがとうございます！　その言葉だけでも救われました！　私もっともっと積極的になります！」

　こうして真紀の占いが終わり、真紀は俺と里奈の所に戻もどってきた。

「凄すごいわね、この手相占い……」

「はい。何から何まで見み抜ぬかれちゃいました……」

「うーん、そこまで凄いか？」

　結局真紀がどれだけリンゴを好きかってことくらいしかわからなかったぞ。

「それじゃ次は里奈さんでいいかしら？」

「え、ええ！　どこからでもかかって来なさい！」

　若じやつ干かん緊きん張ちようした面おも持もちで里奈は椅子に座り、顕微鏡の下に右手を置いた。

「ふんふん。なるほどなるほど……」

「ななな何よ!?　勿もつ体たいぶらずに早く言って！」

「里奈さんはダジャレが好きみたいね。自分でダジャレを作ることもあるくらいに」

　おお、当たりだ。手相を見ただけでよくそんなことがわかるな。

「そうよ。アタシとダジャレは切っても切れない関係にあると言っても過言じゃないわ！」

「悪いことは言わないから今すぐダジャレはやめなさい。貴女の人生においてマイナスにしかなってないから」

「はあ!?　何それ意味わかんない!!」

　頼奈さんの忠告に俺と真紀は大きく頷うなずく。よくぞ言ってくれた。

「アタシのダジャレの凄さを知らないからそんなことが言えるのよ！　もし聞いたら抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とう間ま違ちがいなしなんだから！」

「それじゃ何か一つダジャレを言ってみてくれない？」

「お安い御ご用ようよ！」

　大きく息を吸う里奈。そして──

「占うらないの本は誰にも売らない！」

　シーン……。

「はー。いくらアタシのダジャレで笑うのが悔くやしいからってそんなに必死になって笑うのを堪こらえなくてもいいのに」

　一体どんな思考回路をしてるんだ。

「えー、では占いの続きね。次は里奈さんの恋愛に関して」

「っ！」

　里奈の肩かたがビクッと揺ゆれる。これに関しては非常に気になるところである。

「ふーん。どうやら里奈さんにも好きな人がいるみたいね」

　なん……だと……!?

「はいい!?　一体何のことかしら!?　あああアタシに好きな人なんていないわ！」

　里奈は否定しているが明らかに挙動不ふ審しんだし、まさか本当にいるのか!?　一体誰だれだ!?　誰なんだ!?

「しかもこれは……なるほど。どうやら随ずい分ぶんと複雑なことになってるみたいね」

　俺達の顔を順番に見ながら頼奈さんが言う。

「ま、まさかアタシの好きな人がわかったとか言うんじゃないでしょうね!?」

「言うつもりよ？　というか貴女の後ろに」

「わああああああああああああああああああああ──────────!!」

　もの凄い速さで里奈が頼奈さんの口を塞ふさいだ。

（ちょっとなに普ふ通つうにバラそうとしてんの!?　この先は真紀の時みたいに別の言葉で代用してよ！）

（……わかったわ。えー、それじゃ『すなっしー』でいいかしら）

（そ、それでいいわ）

　またしても密かなやり取りが行われる。一体何を話してるんだ……？

「コホン。里奈さんもすなっしーの事がとっても好きみたいね」

「えと、まあ、それなりに……」

　すなっしー!?　里奈の好きな人ってすなっしーだったのか!?　てかそれ人じゃなくてキャラクターだし！

「ちょっと待て！　里奈ってゆるキャラとか興味あったのか!?」

「そ、そうよ！　最近すっごく嵌はまってるの！　知らなかったの!?」

　ずっと一いつ緒しよにいるのに知らなかった。愛あい香かに教えてあげたら喜ぶだろうな。でも里奈の好きな相手が人間じゃなくて少しホッとした。

「ふふっ。もう貴女の中ですなっしーは生きていく上で欠かせない存在になってるみたいね。手相にハッキリ出てるわ」

「そそ、それは言い過ぎじゃない!?」

「そんなことないわ。貴女はすなっしーの事が好きで好きでしょうがない。それこそ今すぐ一緒に暮らしたいくらいに」

「う……」

「でもすなっしーの前ではどうしても素す直なおになれず、いつも想ってることと正反対のことを言ってしまう。そんな自分が嫌いやになる時もあるんじゃないかしら」

「うう……」

「本当はどうしようもないくらい好きなのにね。いつもすなっしーに抱だき締しめられたり、キスされたりする妄もう想そうなんか──」

「うわああああああああああああああああああああ──────────!!」

「り、りーちゃん!?　どこに行くんですか!?」

　里奈は叫さけび声を上げながらカーテンの外へ飛び出していった。真紀も里奈を追いかけるべく外に出る。

「あら、まだ占いの途と中ちゆうだったのに……」

「ごめん。里奈はああ見えてメンタルが脆もろいから」

　しかし里奈の奴やつ、そんなにすなっしーが好きだったのか。何かすなっしーグッズとかプレゼントしたら喜ぶかもしれない。

「さて、最後は貴方あなたね」

「あ、俺も占ってくれるの？」

「もちろん。ただしお金はとるけどね。しかも通常の二倍」

「なんで!?」

「冗じよう談だんよ。さあここに利きき手を置いて」

「あ、ああ」

　飛び出していった里奈が少し心配だけど真紀が追いかけていったし大だい丈じよう夫ぶだろう。何かあったら電話してくるだろうし。

　俺は椅い子すに座り、顕けん微び鏡きようの下に手を置く。なんだか緊張してきたな。一体どんなことを言われるやら。

「それにしても、貴方は幸せ者ねえ」

「ん？　手相にそう出てるのか？」

「まだ手は見てないわよ。さっきの二人を占ってみてそう思っただけ。もしかして自覚してないの？」

「……まあ、里奈も真紀も女子の中ではかなり可愛かわいい方だと思うし、そんな二人と幼馴染みというのは確かに幸せなことかもしれないな」

「そういうことじゃなくて……。いえ、やっぱりなんでもないわ。それじゃ手相を見せてもらうわね」

「？　ああ……」

　頼奈さんがレンズを覗のぞき込む。それから数十秒後、レンズから目を離はなした頼奈さんはフウと小さく息をついた。

「んー。あまり大したものは見えなかったけど、とりあえず言わせてもらうわね」

「ああ、頼たのむ」

「……貴方、死相が出てる」

「へー。そっか、死相かあってはあああああああああああああああ─────!?」

　思わず俺は椅子から立ち上がって絶ぜつ叫きようした。

「それじゃ次の方入ってどうぞ」

「いやいやストップストップ!!　死相ってどういうこと!?　もの凄く大したものが見えてるじゃないか!!　死相ってことはアレか!?　俺死んじゃうのか!?」

「別にいいじゃない。今まで女の子達と散々いいことをしてきたみたいだし、死んでも悔くいは残らないでしょ」

「めっちゃ残るから!!　まだ童どう貞ていも卒業してないしファーストキスもまだだしそもそも誰かと付き合ったことすらないし!!」

「まあまあ、落ち着いて。貴方の死相を消す方法もなくはないから」

「本当か!?」

「ええ。だからとりあえず座りなさい」

「あ、ああ」

　俺は気持ちを落ち着かせて椅子に座り直す。まだ生まれて十五年ちょっとしか経たってないんだ、やり残したことがあまりにも多い。なんとしても迫せまり来る死を回かい避ひしなければ……!!

「ではまず、貴方の人間関係について話させてもらうわ」

「いや、そんなことより死相を消す方法を──」

「いいから聞きなさい。これから貴方に死相が出てしまった原因を教えてあげる。今すぐ死ぬってわけじゃないし、その方法を知るのはそれからでも遅おそくないでしょう」

「……そ、そうだな。頼む」

　死相が出た原因は俺の人間関係にあるということだろうか。だけどこれといった心当たりはないしなあ。それに死ぬと言ってもどのようにして死ぬのかも気になる。溺でき死し？　病死？　それとも事故死？

「貴方の人生はとても異性に恵めぐまれてるみたいね。関係が深い浅いは別として、少なくとも女の子で困ることはほとんどなさそう」

「え、本当に？」

　男としては嬉うれしい限りだし本来ならもっと喜びたいところだけど、今は死相の方が気になってそんな余よ裕ゆうはなかった。

「今まで女の子との付き合いがなかった時期なんてほとんどないんじゃない？」

「まあ、物心ついた時から里奈がずっと側そばにいたし、小学生になってからは真紀とも仲良くなったからな……」

「十五歳になってからはそれが更さらに強くなってる。今ではもっと多くの女の子が周囲にいるんじゃない？」

「そうだな……」

　偽ぎ装そう部には愛あい香かや美み雪ゆきもいるし、他ほかには日ひ空そら先せん輩ぱいと話す機会も多い。確かに高校に入ってからは女の子との関かかわりは増えた気がする。にしても本当によく当たるな。ここまで的確に当てられると感心を通り越こして恐きよう怖ふすら覚えてしまう。

「だけどその反面、同性との交友関係は絶望的ね。今まで男友達ができたことなんてロクにないんじゃない？」

「うっ……」

　またしても的中。敢あえて訂てい正せいするならロクにではなくまったくないんだけど。俺は生まれてこの方、男友達と呼べる人物が一人もいないのである。それで特に困ったり不自由に感じたことはないんだけど、一度でいいから男友達と漫まん画がやテレビの話をしたり下ネタで盛り上がったりしてみたいという願望は確かにある。

「男友達ができない原因はわかる？」

「いや全然……。ていうかそれがわかったら苦労しないし」

「はあ。本当に鈍にぶいわね。原因は貴方が多くの男子から恨うらみを買うような状じよう況きように置かれているからよ」

「恨み!?」

「女の私から見ても里奈さんや真紀さんは可愛いし、今はその二人以外にも複数の女の子が身近にいるんでしょう？　そんな光景を見たら他の男子達はどう思うでしょうね。間ま違ちがいなく嫉しつ妬とすると思わない？」

「な、なるほど……」

　そう言われると確かに今まで男子生徒達からの殺意に満ちた視線を感じたことはあったし、靴くつの中に何度危険物を仕込まれたかわからない。

「貴方が成績優ゆう秀しゆうでスポーツ万ばん能のうで超ちようイケメンだったら男子達も納なつ得とくするだろうけど、そうじゃないでしょ？」

「うぐっ」

　じ、地味に傷つくようなことを……！

「見たところ頭はそんなに良くなさそうだし」

　ＬＰ４０００[image: →]２５００

「運動神経も大したことなさそうだし」

　ＬＰ２５００[image: →]１０００

「見た目もパッとしないし」

　ＬＰ１０００[image: →]０

「おまけに根こん性じようなさそうだし鈍どん感かんだしなんだか貧びん乏ぼうくさいしムッツリっぽいし男らしさも全然感じられないし」

「もうやめて！　とっくに俺のライフは０だ！」

「とにかく貴方は男子達から嫉ねたまれてもしょうがないってことはわかった？」

「……はい、よくわかりました」

　俺はただ返事をすることしかできなかった。

「それで死相の話に戻もどるけど、貴方は一年以内に貴方を憎にくむ男子の一人から刺さされて死ぬと出てるわ」

「ええええええええええ─────!?」

　溺死でも病死でも事故死でもなくて殺されて死ぬのかよ！　最悪な死に方じゃねーか!!　しかも一年以内に!?

「ま、そうなるのは仕方ないかもね。もし私が男だったら憎しみのあまりこの顕微鏡で貴方の頭をブン殴なぐってたかもしれないし」

「怖こわいこと言うなよ！　でも待てよ、俺を殺す男子が誰だれかさえ特定することができれば未然に死の未来を回避することができるんじゃ──」

「それは無理ね。私の占うらないではそこまではわからないし、仮にその男子を止めたとしても必ず第二第三の男子が現れて貴方を殺しに来るわ」

「何そのバトル漫画にありがちな展開!?　それじゃ俺はどう足あ搔がいても殺される運命から逃のがれられないってことか!?」

「最初に言ったように、貴方の死相を消す方法はある。それを今から教えてあげる」

「！　お、お願いします！」

　俺は喉のどをゴクリと鳴らし、次の頼奈さんの言葉を待つ。

「死相を消す方法……それはスルメイカを百個食べることよ」

「ここでもスルメイカ!?」

「そう。それも何日もかけて食べるんじゃなくて一日で百個食べないと効果が出ないわ。もちろん他の人と協力して食べるのもナシ」

「い、一日で百個って……。他に方法は？」

「ないわね。死の未来を回避できることを考えたらそれくらい余裕でしょ。今すぐ実行に移せとは言わないけど、二か月以内にやるのが望ましいわね」

「……わかった、やってみる」

　頼奈さんの言う通り、それで殺されずに済むのなら方法の難易度なんて大した問題じゃないかもしれない。一日で百個は相当キツそうだが、とりあえずやるしかない。

「それと余談を一つ。貴方の周りには沢たく山さんの女の子がいるみたいだけど、同時にその女の子達から苦労させられることも多いみたいね。特に幼おさな馴な染じみの里奈さんからは」

「そ、そんなことまで見み抜ぬけるのか……」

「あと女の子達からからかわれたりイジられたりすることもしょっちゅう。かく言う私も思わず貴方に冗談を言ったりしちゃったし、生まれつきそういう体質なのかもね」

　俺の頭の中に様々な女子の顔が浮うかぶ。確かに俺が高校に入ってから女子にからかわれた回数を数えたら両手の指じゃ足りないだろう。

　ってちょっと待てよ。思わず冗じよう談だんを言った……？

「ひょっとして、俺に死相が出てると言ったのって──」

「もちろん冗談よ」

「なんだそれ!?」

　一気に全身から力が抜ぬけていく。見事に踊おどらされてしまった。危あやうく本当にスルメイカを百個買って帰るところだったぞ。

「はあ……。それじゃ俺に死相はないってことでいいんだな？」

「ええ。ただしそれは今だけの話。貴方あなたが多くの男子達から憎まれているというのは事実だし、いつ刺されてもおかしくないってことだけは言っておくわ。帰り道や背後には常に気を付けた方がいいかもね」

「……忠告どうも」

　それから頼奈さんは自分の腕うで時ど計けいに目を移した。

「さて、次のお客さんも待ってることだし、そろそろ終わりでいいかしら」

「ああ。今日はタダで占ってくれてありがとう」

「どういたしまして。気になることがあったらまたここに来なさい。ただし次からはタダにしてあげないけどね」

「はは……」

　俺は苦笑いを浮かべつつ、「フォーチュンテラー」の外に出た。これからは占いに対する認識を少し改めるべきかもしれないと思う俺であった。







　第九章　偽装対決!?







　七月十五日昼休み。ついにマスカレード部との決戦の日がやってきた。昨日は闇やみ根ねから対決は体育館で行うとメールが送られてきた。何故なぜ俺のメルアドを知ってるのかという疑問はこの際置いておこう。俺達五人は今、偽装部の部室で昼食をとりながら開始時刻になるのを待っていた。

「……悠ゆう人と」

「ん、なんだ愛あい香か？」

「この間の真ま紀きの歓かん迎げいパーティで里り奈なが痴ち女じよになった時の写真ができあがったんだけど、欲しい？」

「いつの間に撮とったんだ!?」

　しかし、里奈の痴女モードの写真か。あの時は突とつ然ぜんの出来事に終始錯さく乱らんしてたから、その光景を目に焼き付ける余よ裕ゆうがなかったんだよな。となると、答えは一つ。

「そ、そうだな。是ぜ非ひ──」

「こら何話してんのそこ!!　ちょっと見せなさい!!」

　里奈が愛香の手から写真を取り上げる。それを見た里奈の顔がみるみるうちに赤くなっていく。

「ここ、こんなの悠人に渡わたせるわけないでしょ!?　没ぼつ収しゆうよ没収！」

　そんな、まだ見てすらいないのに……！

「だいたいこれからマスカレード部との対決なのに悠人も愛香も緊きん張ちよう感かんが足りなすぎよ！　もし負けたらこの部室を明け渡さないといけないのよ!?　もっと気を引き締しめなさい！」

「まあまありーちゃん、緊張でガチガチになってるよりはいいじゃないですか。リラックスも大事だと思います」

「そそそそそうだよね、リリリリリラックスはだだだだだ大事だよね……!!」

　ここに全くリラックスできてない女子が一人いた。美み雪ゆきが戦う名めい探たん偵てい対決は最後だから余計にプレッシャーだろうな。

「安心して美雪。美雪の番が来る前に三勝して決着をつけてあげるから！」

「それ、敗北フラグだよな……」

「う、うるさい！　アタシ達があんなパクリの部活に負けるはずないでしょ！　だから美雪も自分に自信を持ちなさい！」

「……うん。ありがとう里奈ちゃん」

　美雪が小さく笑う。どうやら少しだけ落ち着いたようだ。

「いーいみんな！　必ずマスカレード部に勝利してアタシ達の居場所を守るわよ！」

「「「「おおー!!」」」」

「〝部室〟をよこせなんて〝不ぶ躾しつけ〟な要求は跳はね返してやろうじゃない！」

「「「「…………」」」」

　なんだろう、急激に負けるような気がしてきた。

「あっ。りーちゃん、そろそろ時間です」

「よーし、それじゃ行くわよみんな！」

　俺達は椅い子すから立ち上がり、決戦会場である体育館に向かうことにした。俺も今日の為に特訓（主に一人デュエル）を重ねてきたし、後は勝利の女め神がみが微笑ほほえんでくれることに期待するとしよう。

「……ん？」

　部室のドアを開けると、すぐ傍そばの床ゆかにお盆ぼんに載のった五本の小ビンと、一枚の紙が置かれていた。その紙を拾い上げ、全員で見てみる。そこには次のような文章が書かれてあった。




『私、偽ぎ装そう部の皆みなさんのことを応おう援えんしてます。何か私にできることはないかと思い、このジュースを贈おくらせていただきました。デカい口を叩たたいてるマスカレード部なんて軽くやっつけてください！　素す晴ばらしい対決を期待してます！　　ＰＮ・ヘッドより』




「どうやら私達を応援してくれてる生徒からの贈り物みたいですね」

　そういや偽装対決のことは全校生徒に拡散しておくとか闇根が言ってたっけ。こんな俺達でも応援してくれる人がいるんだな。

「わあ、こういうのってなんだか元気が出てくるね」

「ああ、ありがたい話だ。ちょうど喉も渇かわいてたし遠えん慮りよなくいただくと──」

「ちょっと待ったー!!」

　俺がビンの蓋ふたを開けようとした時、里奈が大声でそれを止めた。

「な、なんだよ里奈」

「どうして誰だれも不ふ審しんに思わないの!?　こんなの罠わなに決まってるじゃない！　きっとあの闇やみ沢さわって男が仕し掛かけたものに違ちがいないわ！　ペンネームとか使ってるあたりがいかにも怪あやしいし！」

「闇根な。ジュースの中に何か混ぜてあるとでも言いたいのか？」

「そうよ！　絶対変な薬とか入ってる！」

「考えすぎなんじゃないか？　いくら闇根あいつでもそんな卑ひ怯きような手を使ってまで勝とうとは思ってないだろ」

「と、とにかく飲んじゃダメ！　そのビンはここに置いていきなさい！」

「でも本当に私達を応援してくれている人だったら、その人が可哀かわい想そうなんじゃないかな。ジュースもタダじゃないだろうし……」

「そ、それは……」

　美雪の言い分に里奈が揺ゆらぐ。すると愛香が何かを思いついたように手を叩いた。

「名案が浮かんだ。まずは悠人に毒味させてみて、それで安全だったら皆も飲むことにすればいい」

「どこが名案だよ!?」

「あ、いいわねそれ。ほら悠人、早く飲んでよ」

「……マジか」

　相変わらず俺には容よう赦しやのない幼おさな馴な染じみだ。まあでも里奈が止めなかったらそのまま飲んでたし、皆の役に立てるのなら喜んで俺が先せん陣じんを切るとしよう。

　俺はビンの蓋を開け、ジュースを口の中へと流し込んでいく。大した量じゃなかったのですぐに飲み干すことができた。

「ゆ、ゆーちゃん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……ん、ああ」

　オレンジ味で普ふ通つうに美味おいしいし、今のところ体調に問題はない。しかしこれは……。

「あっ。真紀のスカートに大きな穴が空いてパンツが見えてる」

「ふえっ!?」

　なんだと!?　俺は素す早ばやく真紀のスカートに目を向けた。が、真紀のスカートには穴なんてどこにも空いていなかった。

「うん、この反応はいつもの悠人。ジュースに問題はなさそう」

「どんな確かく認にん方法だよ!?」

「もう、ビックリさせないでください愛香様……」

　まんまと騙だまされてしまった。愛香にはいつもしてやられてばっかだな……。

「どうやら大丈夫みたいね。そういうことなら飲んでも──」

「ストップ里奈！　お前だけは飲むな！」

　今度は俺が里奈を止めた。

「ちょっと、なんでアタシだけダメなのよ？」

「……このジュース、炭酸入ってる」

「え!?　炭酸!?」

　そう、里奈は炭酸を飲んだら痴女に変へん貌ぼうしてしまうという特異体質がある。日ひ空そら先せん輩ぱいもこの弱味を利用して脅おどしてきたんだよな。

「や、やっぱりマスカレード部の罠よこれは！　アタシに炭酸を飲ませてまともに戦わせないようにするつもりだったのよ！」

「だから考えすぎだって……」

　里奈の特異体質のことを知ってるのは偽装部の皆と日空先輩だけのはずだ。日空先輩のように里奈のことを深く調べたりしない限りそんなことは有り得ない。仮に調べていたとしても計画としてはあまりにも雑すぎる。

「わあ、このジュース美味しいですね」

「本当だね。私も好きな味だよ」

　気が付くと真紀達もジュースを飲み始めていた。こうして里奈以外は全員ジュースを飲み、それから体育館へと向かった。




「……は!?」

　体育館のドアを開けた俺達は、いきなり呆あつ気けにとられてしまった。なんとそこには大勢の生徒達が集まっていたのである。

「な、なんでこんなに人がいるのよ!?」

「まさか皆さん、私達の対決を見に来たんでしょうか……!?」

「いやそれにしたって集まりすぎだろ!!」

　パッと見た感じ、全校生徒の八～九割がこの体育館内に集まっているようだ。こんなワケわからん部活同士の対決にそこまで興味湧わくか普通!?

『おおーっと！　ついに偽装部の五人が姿を現したようです！』

　その上なんかＭＣっぽい人がマイクで叫さけんでいる。彼女は確か生徒会の書記担当、山やま下した由ゆ良らさんだ。そんなことよりこの状じよう況きようは一体何だ、まるでどっかのバラエティ番組に紛まぎれ込んだような気分だ。おまけに体育館の中央には大きなリングまで設置されている。

「ふっ、ようやく来たみたいだね。僕達に怖おそれをなして逃にげ出したのではないかとヒヤヒヤしながら待ってたよ」

　そこに闇根が前まえ髪がみをかき上げながら俺達の所に歩いてきた。

「……これ、お前の仕し業わざか？」

「ご明察、大たい河が悠人くん。僕達の戦いを見に来てくれた人には五百円分の商品券を贈ぞう呈ていすると全校生徒に予あらかじめ通達しておいた。観客の多い方が勝負は盛り上がるからね！」

「五百円分の商品券!?　そんな資金どっから出てくるんだよ!?」

「僕の家はすごーくお金持ちでね。これくらいどうってことないのさ。この偽装対決自体にもかなりのお金をかけたから期待しておくといいよ」

　そういうことか。見るだけで商品券が五百円分も貰もらえるのなら誰だれだって見に来るだろう。なんでこんな奴やつが副会長になれたのかずっと疑問だったが、なるほど金の力か。だからこそ以前も銅像を修理してあげようなんて簡単に言えたのだろう。

「君達は今日、この大観衆の中で僕達マスカレード部に無様に敗北し、その哀あわれな姿が世界中に晒さらされるのさ！　くくくくく……はははははゴホッゴホッ！」

　いい加減高笑いはやめたらどうだ。

『なんとなんと、早くもマスカレード部の闇根選手から勝利宣言が出ました！　いやーこれは楽しみですね生徒会長！』

『ふっ、そうだな』

　山下さんの隣となりでは日空先輩が腕うでを組んで座っていた。あの人まで何やってんだ!?

『おっと失礼、紹しよう介かいが遅おくれました！　この対決の実じつ況きようはこの私山下由良、そして解説は日空恵めぐ美み生徒会長が務めさせていただきます！』

『素晴らしい勝負になることを期待している』

　生徒会長ならこういうのは止めるべきなんじゃなかろうか……。

「では改めて確認しようか。この対決でマスカレード部が勝ったら君達の部室は僕達のものとなる。偽装部が勝ったら僕達は君達の言うことをなんでも聞く。いいね？」

「ええ、問題ないわよ」

「それでは始めようじゃないか、偽装部の諸君。君達を敗北という名の奈な落らくの底に叩き落としてあげるよ！」

「上等よ！　アタシ達に勝負を挑いどんだことを後こう悔かいさせてあげるわ！」

　部長同士、バチバチと目から火花を散らせる里奈と闇根。俺達の居場所を守る為ためにもこの勝負、絶対に負けるわけにはいかない。

『まずは簡単にルールの方を説明させていただきます！　この偽装対決は一対一の五回勝負であり、不良[image: →]痴ち女じよ[image: →]決闘者デユエリスト[image: →]リア充じゆう[image: →]名めい探たん偵ていの順番で戦ってもらいます！　そして先に三勝した方の部が勝利となります！』

　やはり闇根が言っていた通りの対決順か。

『ではこれより第一回戦、不良対決を始めましょう！　対決方法は生徒会長である日空会長に決めていただきます！』

『うむ。第一回戦の対決はこれだ！』

　日空先輩が落語の寄席よせの舞ぶ台たいなどで使われる「めくり」を勢いよく捲めくる。そこには「タイマン」と書かれてあった。

『おおーっと！　第一回戦は「タイマン」です！　確かに力の強い不良は舎しや弟ていからも尊敬されますもんね！　まさに不良に相応ふさわしい対決方法です！』

『ルールは簡単だ。不良に偽装する二人には中央にある特設リングで戦ってもらう。時間は無制限、先に足以外の身体からだのどこかを地に付けた者を負けとする』

　要は相撲すもうみたいなもんか。日空先輩のことだからどんなトンデモ対決でくるかと一いつ瞬しゆん不安になったが、割とまともで安心した。

『それでは不良に偽装する二名は中央のリングまで上がってきてください！』

「ハイハーイ！　まずは一勝いただくデス！」

　マスカレード部からは風かざ見みさんが元気良く出てくる。そういや愛香と風見さんって「ハッピートイ」でどちらがより不良に偽装できてるかを競きそい合って、結局勝負はつかなかったんだよな。つまりこれは二人にとっての再戦でもあるわけだ。

「愛香、頑がん張ばれよ！」

「…………」

「……愛香？」

　よく見ると愛香の様子が何やらおかしい。顔がやけに赤く、まるで魂たましいを抜ぬかれたかのようにポーッとしていたのである。

「おい愛香、どうし──えっ!?」

　すると愛香は足をよろけさせ、俺の方に倒たおれかかってきた。俺はなんとか愛香の身体を全身で受け止める。

「ちょっと悠人!?　こんな時になに愛香に抱だき付いてんのよ変態!!」

「ちげーよ！　それより愛香を見ろ！」

　明らかに呼吸が乱れており、額からは汗あせも多く出ている。さっきまで俺をからかえるくらい元気だったのに、一体どうしたというんだ……!?

「ど、どうしたんですか愛香様!?　しっかりしてください！」

「やっぱりさっきのジュースに変な薬でも混じってたんじゃないの!?」

「いやでも俺はなんともないぞ!?　なあ!?」

「う、うん！」

「私もです！」

　同じくジュースを口にした美雪と真紀にも異変はなさそうだった。

「愛香、何か心当たりとかないか!?」

　すると愛香はゆっくりと口を開けた。

「……わからない。今朝飲んできた滋じ養よう強きよう壮そうサプリの賞味期限が切れていたこと以外に心当たりはない」

　間ま違ちがいなくそれが原因だ!!

『おや？　偽ぎ装そう部の皆みなさん、どうかされましたかー？』

「すみません山下さん！　ちょっとだけ待ってもらえますか!?」

『え？　まあ少しだけなら……』

　俺は愛香をお姫ひめ様だっこで抱かかえる。急いで保健室に運ばなければ。

「悠人、下ろして。私は大丈夫……」

「馬ば鹿か言うな！　熱は確実にあるしそんな奴に勝負させられるか！」

　俺は体育館を飛び出し保健室に急行した。保健の先生は不在だったが構わず俺は中に入り、愛香を適当なベッドに寝ねかせた。

「……ごめん、悠人」

「謝あやまらなくていい。仕方のないことだ」

「でも、どうするの？　不良対決に出る人がいなくなったら……」

「それはこっちの方でなんとかする。今は自分の身体のことだけを心配しろ」

「……うん。ありがとう」

　愛香は力なく微笑ほほえんだ。

「でも悠人にお姫様だっこされたことは凄すごく嬉うれしかった。今でも心臓がドキドキしてるし一生の思い出になりそう」

「な、何言ってんだよ……」

「ところで悠人、今の私には抵てい抗こうする力がない、つまりは襲おそい放題なわけだけど、何もしないの？　それとも私の身体は襲うだけの価値がない？」

「……お前なあ」

　まあこれだけ軽口を叩たたけるなら心配なさそうだ。

「悠人、私のことはいいから体育館に戻もどって。これ以上皆みんなに迷めい惑わくはかけたくない」

「……そうか、わかった」

　正直まだ不安はあったものの、愛香がそう言うならと思い、俺は椅い子すから腰こしを上げた。

「……頑張って、悠人」

「ああ！　必ずお前に偽装部勝利の吉きつ報ぽうを届けてやるからな！」

　愛香に笑って握にぎり拳こぶしを見せつけ、俺は保健室を後にした。




「悠人！　愛香はどうだった!?」

　体育館に戻ると、里奈達が心配した顔で俺の所まで駆かけ寄ってきた。

「大だい丈じよう夫ぶ、それほど深刻ってわけじゃなかったから」

「そう。ならいいけど……」

　里奈達はホッと安あん堵どの息を吐ついた。

「あの、ゆーちゃん！　もし私が愛香様みたいな状態になったら、その時は私もお姫様だっこでお願いします！」

「ん!?　あ、ああ……」

「こら真紀！　そんな不ふ謹きん慎しんなこと言っちゃダメでしょ！　愛香だって好きでああなったわけじゃないんだから！」

「あっ。す、すみません、つい……」

「それよりどうするの？　不良対決に出る人がいなくなったけど……」

　美雪の言葉に一瞬の沈ちん黙もくがよぎる。

「……一回戦は棄き権けんするしかないですよね」

「でもそれじゃ不戦敗になっちゃうでしょ!?　何もしてないのに一敗するなんて、そんなこと……!!」

「確かに、棄権するにしても一敗した状態でスタートするのは俺も避さけたいと思う」

「で、でもどうするんですか？」

「……俺に考えがある」

　そう言って俺は実況席にいる日空先せん輩ぱいの所に向かった。

「どうした悠人、何かトラブルか？　愛香をどこかに運んでいたように見えたが……」

「はい、それが──」

　愛香の容態が急変したので保健室に運んだことを日空先輩に伝える。

「……そうか。それは気の毒だったな」

「ですから日空先輩にお願いがあります」

　俺はその内容を日空先輩に話した。それを聞いた日空先輩は難しい表情で腕を組み、うーんと唸うなる。

「認めてあげたいところだが、偽装対決というコンセプトのことを考えるとな……」

「そこをなんとかお願いします！」

　俺は誠心誠意を込めて頭を下げる。すると日空先輩は小さく息を吐いた。

「まあ、事情が事情だからな……。わかった、認めよう」

「ありがとうございます!!」

　無事に日空先輩から許可を貰もらい、俺は里奈達の所に戻った。

「悠人くん、生徒会長と何を話してきたの？」

「ちょっとな」

　それから俺は美雪の肩かたに右手を置く。キョトンとした顔で首を傾かしげる美雪。

「一回戦の不良対決、お前が出るんだ美雪」

「「「ええええええええええ─────!?」」」

　俺の発言に女子三人が絶ぜつ叫きようした。まあこうなるだろうな。

「何言ってんの悠人!?　美雪の偽装属性は名探偵なんだから不良対決に出るなんて無理に決まってるじゃない！」

「それに関しては日空先輩の許可が下りた」

　そう。俺が日空先輩にお願いしたのは、出場者の順番を変えることだった。もはや偽装対決と呼んでいいのかわからないが緊きん急きゆう事態だしやむを得ない。

「でもだからって美雪を不良対決に出さなくてもいいじゃない！　美雪ってアタシ達の中で一番不良から遠い存在だと思うわよ!?」

　まあ美雪の過去を知らなければそう思うのが普ふ通つうだ。だが俺は知っている、本当の美雪を。すると美雪が困こん惑わくした様子で俺に顔を寄せてきた。

（や、やめてよ悠人くん！　冗じよう談だんだよね!?）

（いや、本気だ。大丈夫、美雪なら絶対に勝てるだろ）

（でも大勢の人が見てるんだよ!?　タイマンなんかに勝っちゃったりしたら私の過去のことがバレる可能性があるし、本気なんて出せないよ！）

（ああ。お前が自分の中学時代のことを皆に知られたくないのは俺もよくわかってる。だから俺に考えがある）

（えっ……？）

　俺はその考えを美雪に伝える。

（どうだ、これなら問題ないだろ？）

（で、でも……）

（だから最初の一分、いや三十秒だけなんとか粘ねばってくれ。これも俺達の部室を守るためなんだ、頼たのむ！）

　俺は顔の前で両手を合わせる。少し悩なやむ様子を見せる美雪だったが、やがて何かを決意したように顔を上げた。

（そうだよね。私だってあの部室は誰だれにも渡わたしたくない……。私やるよ！）

（本当か!?　ありがとう美雪！）

　俺は思わず美雪の手を握った。美雪の顔がほんのり赤く染まる。

「あっ。ごめん、つい……」

「う、ううん！　全然大丈夫だよ！」

「こら悠人!!　こんな時になに美雪を口説いてんのよ!!」

「これのどこが口説いてるように見えるんだよ!?」

「そ、それより本当に美雪さんが不良対決に出るんですか？」

　真紀の問いかけに、美雪はコクリと頷うなずいた。

「私、行ってくるね！」

　そう言って美雪は特設リングの方へと向かった。頼んだぞ美雪。

「ところでゆーちゃん、出場者の順番を変えると言いましたけど、第二回戦以降はどうするつもりなんですか？」

「それは今から決めるつもり……ただ」

「ただ？」

「第二回戦の痴ち女じよ対決には里奈、第三回戦の決闘者デユエリスト対決には真紀、第四回戦のリア充じゆう対決は棄権、第五回戦の名めい探たん偵てい対決には俺……が、ベストの布ふ陣じんだと思う」

「「ええっ!?」」

　同時に驚おどろく里奈と真紀。

「どちらにせよ一回の棄権は避けられない。だけど最初の三戦で決着を付けてしまえばそれも関係なくなる。そう考えた場合、これが一番勝率が高いと俺は思うんだ」

「納なつ得とくいかないわ!!　なんでアタシが痴女対決なの!?　そこは悠人が出なさいよ!!」

「痴〝女〟対決なんだから男の俺が出るわけにはいかないだろ。まあ安心しろ。これはあくまで理想、本気でこの布陣でいこうとは思ってないから。真紀だって決闘者デユエリスト対決には出たくないだろうし──」

「いえ、私はその布陣に賛成します」

「……え？」

　これは予想外だった。真紀も決闘者デユエリスト対決に出るのは確実に嫌いやがると思っていたからだ。この大観衆の前でデュエルをすればどうなるか、真紀もわかっているはずだ。

「な、何言ってんの真紀!?」

「自分で言うのもなんですけど、私が決闘者デユエリスト対決に出れば多分勝てます！」

「そ、それはそうかもしれないけど、いいの!?　これでデュエルに勝ったりしたら真紀の趣しゆ味みがバレることも大いに考えられるのよ!?」

　そう。だからこそ真紀は決闘者デユエリスト対決に出ることを拒こばむと俺は思っていた。

「……そうかもしれません。ただ、私の趣味がバレることより、私達の居場所がなくなることの方が、何百倍も辛つらいですから。私はあの部室でゆーちゃんやりーちゃん達と過ごす時間が大好きなんです」

「……！」

　真紀の偽ぎ装そう部に対する想おもいが伝わってきて、俺も自分の胸が熱くなるのがわかった。

「それに、地ち芽めさんってかなりデュエルが強いんですよね？」

「ああ。地芽さんとは今まで二回戦ったけど、二回とも完敗してしまった」

　もっともこれは俺が弱すぎるだけかもしれないけど。

「実は先さき程ほどから私の身体からだが疼うずいて仕方ないんです。どうやらカードゲーム好きとしての本能が、彼女との戦いを欲ほつしているようです」

「……そ、そうか」

　いつの間にか真紀の目は闘とう志しの炎ほのおで燃えていた。真紀がそこまで言うのなら俺も腹をくくろう。

「それじゃ、さっき言った布陣でいこう。里奈もそれでいいか？」

「……はあ。わかったわよ」

　里奈は観念したように息を吐いた。

　特設リングの方を見ると、既すでに美雪がリングに上がっていた。それを見て風見さんが首を傾げる。

「おや、美雪サンが愛香サンの代わりに出るのデスか？」

「う、うん！　よろしくね！」

「うーむ、愛香サンとの決着を付けられないのは残念デスが、まあいいデショウ！　パワーには自信がありマスし誰が相手だろうと容よう赦しやしないデス！」

　その光景を里奈と真紀が不安そうに見つめる。

「本当に美雪で大丈夫なの……？」

「美雪さん、せめて怪け我ががなければいいのですが……」

「大丈夫だ、美雪を信じよう」

「何よ他人ひと事ごとのように！　美雪に不良対決に出ろって言ったのはアンタじゃない！」

「ま、まあそうだけどさ……。それより真紀、悪いけど第三回戦が始まるまで愛香の傍そばに居てやってくれないか？　第二回戦が終わる頃ころに電話で呼ぶから」

「わかりました！」

　真紀は俺の頼みを快く引き受け、一人保健室へと向かった。愛香は大だい丈じよう夫ぶと言ってたけどやっぱり心配だからな。俺が傍に居てやりたいところだけど男子より女子の方が安心だろうし、俺としても寝ねている女の子の前でいつまで理性を保てるかという不安もある。それに俺には今からここでやるべきこともある。

『ではこれより第一回戦、不良対決を始めます！　お二人とも準備はよろしいですか!?』

「ばっちりデス！」

「は、はい！」

　特設リング上では間もなく美雪と風見さんによる不良対決が開始されようとしていた。

『それでは日空会長、カウントの方をお願いします！』

『うむ。カウント六十秒前！』

　カウント長っ!?

『あのー日空会長、それはちょっと長すぎる気が……』

『冗談だ。カウント三秒前！　二、一、〇!!』

　試合が始まった。よし、全校生徒の目がリング上に集まった今が動くチャンスだ。

「すまん里奈、ちょっとトイレ行ってくる！」

「は!?　美雪の応おう援えんほっぽり出してトイレとか──」

　里奈の言葉を最後まで聞かず、俺はある場所に向かって走り出した。先程美雪に伝えた作戦を実行する為ためだ。

『おーっと冬ふゆ空ぞら美雪選手、早くも戦意を喪そう失しつしているようです！』

「逃にげるなデス！　これは鬼おにごっこじゃありまセンよ！」

「わ、わあー！」

　リング上では美雪が風見さんから逃げていた。この大観衆の中では美雪は本気を出すことができない。逆に言えばこの大観衆の目を封ふうじることができれば全力を出すことができる。頼む美雪、もう少しだけ辛しん抱ぼうしてくれ！

「はあっ……はあっ……！」

　息を切らしつつも、俺は無事に体育館の隅すみにある操作室まで辿たどり着いた。日空先せん輩ぱいへの復ふく讐しゆうの時にも利用したが、この操作室では体育館内におけるあらゆる操作ができる。ステージのカーテンを閉めたり、エアコンの温度を調節したり、そして──照明を消したり。

　俺は全すべての照明スイッチをオフに切り替かえた。同時に体育館が真っ暗になり、会場は騒そう然ぜんとなる。

『えっ!?　これは一体どうしたんでしょうか!?　停電でしょうか!?』

　今は昼間だが、体育館に集まった全校生徒の身体が窓や格こう子しの隙すき間まから漏もれる光を上手うまいこと遮しや断だんしてくれているので、この暗くら闇やみを作り出すことが可能となった。近くのものならなんとか視し認にんできるが、数メートル先のものまでは見えない。この状じよう況きようなら美雪が自由に動ける。いけ、美雪！

「ごめんね風見さん！」

「ワッツ!?　身体が浮うい──グハッ!?」

　大きな音が体育館内に響ひびく。直後、俺は照明スイッチをオンに戻もどした。

『おおっ、電気が復旧したようです！　では試合を再開し──えっ』

　実じつ況きようの山下さんが驚きの声を上げる。リング上では風見さんが目を回して倒たおれていた。

「な……何が起きたデス……ガクッ」

　どうやら美雪がやってくれたようだ。少しやりすぎな気もするけど。

『あーっと風見選手、どうやら突とつ然ぜんの暗闇に動どう揺ようして自ら転んでしまったようです！　この場合どうなるんですか日空会長!?』

『どんな不測の事態が起きようと動じない精神も勝負においては重要となる。よって先に倒れた方が負けであることに変わりはない』

『うーん日空会長、容赦ないですね！　というわけで第一回戦の勝者は冬空美雪選手だああああ──!!』

　ワアアアアアッと生徒達から歓かん声せいが沸わき起こる。なんとか上手くいったか。その隙すきに俺はこっそり操作室を出て里奈の所に戻った。

「遅おそいわよ悠人！　それより聞いてよ、美雪が勝ったのよ美雪が!!」

「ほ、本当か！　やったな！」

　俺はワザとらしく驚いてみせる。程なくして美雪が俺達のもとに帰ってきた。

「やったわね美雪！　一回戦は偽装部の勝利よ！」

「た、たまたま風見さんが転んでくれただけで、私は何もしてないよ……」

「何言ってんの、運も実力の内じゃない！　このまま二連勝しちゃいましょう！」

　俺は美雪の肩かたをトントンと叩たたき、顔を近付ける。

（ありがとな美雪、俺の作戦に付き合ってくれて）

（う、うん。でもこういうことはもうしないからね！）

（はは……わかった）

　さて、問題は次の第二回戦だ。一体どんな対決方法になるか……。

『続いて第二回戦、痴女対決を始めたいと思います！』

　同時に野や郎ろう共の間から歓かん喜きの雄お叫たけびが聞こえてきた。思春期の男子達にとっては期待大の対決だろう。

『では日空会長、対決方法の発表をお願いします！』

『うむ。痴女対決はズバリこれだ！』

　めくりには「淫いん乱らん対決」という文字が書かれていた。男子達のテンションも更さらに上がる。一体何をさせる気だ……!?

『ルールを説明しよう。これから対決する二人の選手には一人の生徒にとにかくエロい事をしてもらう。そしてその生徒にどちらがエロかったかを判定してもらい、選ばれた方の選手が勝者となる。ただし制限時間は百秒、それを超こえてエロ行こう為いを続けた場合は失格とする』

　生徒会長が生徒にそんなことやらせていいのか!?　まあ俺達の弱味を握にぎって偽装を強要するような人だし今いま更さらか。

『なるほど！　しかしその生徒はどのようにして選ぶんですか？』

　野郎共の間から「俺だー！」「俺にやらせろー!!」などの浅ましい声が湧わいてくる。

『慌あわてるな諸君。まず二人の選手にはジャンケンをしてもらう。そして勝った方には生徒の指名権が、負けた方には先攻後攻を選ぶ権利が与あたえられる』

『ふむふむ。それならジャンケンで勝った方が有利になりそうですね！　知り合いを指名すればそういうことはやり易やすいでしょうし！』

『ふっ、それはどうだろうな。自分のことを知っている相手だからこそ、逆にそういうことはやり辛づらいかもしれない』

『うーん、そう言われると確かに！　それでは痴ち女じよに偽装するお二人はリングに上がってきてください！』

　間もなく特設リング上にマスカレード部の炎えん希きさんが姿を現した。あの人は強敵だ。この身をもって体験した俺が言うんだから間ま違ちがいない。

「それじゃ里奈、頼たのんだぞ」

「…………」

「里奈？」

「や、やっぱり嫌いや！　アタシ痴女対決には出たくない！」

「ちょっ、今更何言ってんだ!?　さっきは納なつ得とくしてたじゃねーか!!」

「あの時は真紀の熱意に勝てなくて──とにかくアタシは出ないから!!　こんな大観衆の中でエロいことなんて絶対できない!!」

「……はあ。わかったよ、それじゃ棄き権けんするのはこの痴女対決にしよう」

「そ、それはダメよ！　せっかく美雪が一回戦で勝ってくれたのに、それをすぐに帳消しにするなんて……!!」

「じゃあどうするんだよ。今この痴女対決に出られるのは里奈しかいないぞ」

「ううっ……！」

　頭を抱かかえる里奈。やはり相当悩なやんでいるようだ。

「勝負には勝ちたい……けどアタシが男子にエロいことしなきゃいけないなんて……そんなこと……!!」

「心配するな、その点に関しては俺に考えがある」

「えっ……!?」

　救いを求めるような顔で里奈が俺を見る。そして俺は美雪の方に目をやった。

「里奈がエロいことをする相手には……美雪を指名するんだ」

「「ええええええ───!?」」

　同時に叫さけぶ里奈と美雪。

「何言ってるの悠人くん、私女だよ!?　私に男装をしろって言うつもりなの!?」

「……なるほど男装か、その発想はなかった。確かに美雪は男装に向いてそうだな、胸もな──」

「え？」

　美雪の目がクワッと開かれる。こ、この気配は不良モードの美雪だ！　殺される！

「い、いやなんでもない。とりあえず男装をさせるつもりはないから安心してくれ」

「じゃあどういうつもりなのよ！　女子生徒を選んだらルール違い反はんで失格になっちゃうじゃない！」

「気が付かなかったか？　日空先輩のルール説明の中に『男子生徒』という言葉は一回も出てこなかったはずだ」

「……あっ、確かに『一人の生徒』としか言ってなかったよね」

　つまり無理して男を選ぶ必要はないのである。おそらくこれは説明不足などではなく、日空先輩なりの配はい慮りよなんだろう。

「でも女子にエロいことって、それはそれでダメじゃない!?」

「何もしなくたって里奈の方がエロかったと美雪が言えば勝ちなんだから余よ裕ゆうだろ。と言ってもそれだと観客から非難が飛んでくるだろうし、ちょっとくらいはエロいことをしないとダメだけどな。まあその匙さじ加減は里奈に任せる」

「ちょっとでもダメでしょ！　アタシに変な趣しゆ味みがあるって思われたらどうすんのよ！」

「じゃあ男にエロいことするか？　なんなら俺を指名してもいいんだぞ？」

「は、はああああ!?　悠人にエロいことするくらいだったら飛び降り自殺でもした方が何百倍もマシよ！」

　まあそういう返しが来るだろうなと思っていたが、やはり少しショックである。

「それじゃ美雪を指名するってことでいいな？」

「……はあ、わかったわよもう。でも美雪はいいの？」

「う、うーん。ちょっと複雑だけど、里奈ちゃんなら別にいいかな……」

　すると美雪は里奈の耳元に顔を近付ける。

（里奈ちゃんは本当にそれでいいの？　悠人くんを指名することだってできるし、里奈ちゃんにとってはある意味チャンスだと思うんだけど……）

（ば、馬ば鹿かなこと言わないで！　悠人とそういうことはこんな形でしたくないし、もっとちゃんとした時と場所で──ってなに言わせんのよ！　悠人にエロいことなんて死んでもゴメンだわ！）

（……里奈ちゃんは素す直なおじゃないね、やっぱり）

（ちょっ、どういう意味よそれ!?　いくら美雪でも怒おこるわよ！）

　コソコソと喋しやべる二人を見て、俺は首を傾かしげる。

「さっきから何を話してるんだ？」

「べ、別に！　今の日本の政治について意見を交かわしてただけよ！」

「このタイミングで政治の話!?」

「……ところで悠人くん、これって里奈ちゃんがジャンケンで勝って指名権を手にした場合だよね？　里奈ちゃんが負けちゃったらどうするの？」

「あっ、そうよ！　もし相手がどっかの男子を指名したりしたら……!!」

「大だい丈じよう夫ぶだ、それについても考えてある」

　俺だって里奈がどこぞの誰だれとも知らない男にエロいことなんて、想像しただけで狂くるいそうになる。それだけは絶対ダメだ。

「今からちょっとした魔ま法ほうの言葉を教えるから覚えてくれ。それをジャンケンの前に炎希さんに言えば九割は勝てる」

「魔法の言葉……？」

　俺はその言葉を里奈に伝えた。

「どうだ、覚えたか？」

「……覚えたけど、これで本当に勝てるの？　むしろ負ける確率の方が高くなる気がするんだけど」

「大丈夫だ、俺を信じろ」

　疑うような目で俺を見る里奈だったが、やがて小さく溜ため息いきをついた。

「わかったわ、信じてあげる。それじゃ行ってくるわね」

　そう言って里奈はリングに向かって歩き出す。

「任せたぞ里奈！」

「わ、わかってるわよ！」

　こうしてリング上に里奈と炎希さんが向かい立つ。この作戦が上手うまくいけば二回戦も勝てるはずだ。

『ではまずジャンケンを行いたいと思います！　この勝敗が痴女対決の行く末を大きく左右すると言っても過言ではないでしょう！　お二人とも準備はよろしいですか!?』

　ここで里奈が広げた右手を天に掲かかげる。

「アタシはこのジャンケンでパーを出す。それ以外を出したらアタシの負けでいいわ！」

　この里奈の宣言に観客からどよめきが起こった。これこそが俺が里奈に授さずけた「魔法の言葉」である。

『おーっと春はる色いろ里奈選手、なんと予あらかじめパーを出すと予告してきました!!　しかもグーかチョキを出したら負けという条件付きです！　一見これは炎希恭きよう子こ選手が圧あつ倒とう的有利になったと思われますが!?』

　これを受けて炎希さんはクスリと笑った。

「面おも白しろいわね。ではしましょうか、ジャンケン」

「いくわよ！　ジャーンケーン、ポン!!」

　里奈が出したのは、宣言通りパー。そして炎希さんが出したのは────グーだった。

『なんとなんと！　勝ったのは春色選手です！　これにより生徒の指名権は春色選手が手にしました!!』

　俺は小さくガッツポーズ。よし、計画通りだ。

「わあ、本当に里奈ちゃんが勝っちゃった！　でもなんで炎希さんはグーを出したんだろうね？」

　頭上にクエスチョンマークを浮うかべる美雪。まあ、そう疑問に思うのが普ふ通つうだ。

「炎希さんとは一度会ったことがあるからわかるけど、あの人は自分が痴女であることに絶対の自信がある」

「ち、痴女であることに!?」

「ああ。そしてどの生徒が指名されようと負けないという自信もな。だからここは敢あえてジャンケンで負け、里奈に指名権を譲ゆずるだろうと推理したんだ」

　俺は炎希さんがノーパンの状態でスカートを捲めくったり俺に胸を揉もませたりしたことを思い出しながら説明した。

「す、すごいね。なんだか悠人くん、私なんかよりよっぽど名めい探たん偵ていっぽく見えるよ」

「はい!?　何言ってんだ美雪、俺は名探偵とまったく一いつ切さい何の関係もないからな!?」

「？　うん……」

　いかん、少しばかり名探偵ヴァールハイトの頃ころの癖くせが出てしまった。いつかボロが出るとまずいし以後気を付けなければ……。

『ジャンケンに負けた炎えん希き選手は先せん攻こうか後こう攻こうを選ぶことができます！　炎希選手、どちらにしますか？』

「先攻でお願いします」

『炎希選手、先攻を選せん択たくです！　それでは春色選手、生徒を一人指名して──』

『おっとすまない、念のため一つ補足をさせてくれ』

　ここで日空先せん輩ぱいの声が割り込む。補足……？

『わかっているとは思うが、指名する生徒は異性、つまり男子生徒であること。同性にエロいことをしても盛り上がらないからな』

　はあああああああああああああああ─────!?　ちょっと待ってくれよ今いま頃ごろそんなこと言うのか!?　それじゃ俺の計画が水すい泡ほうに帰すんだけど!!　ちくしょうここまでは推理できなかった!!

「な、何よそれ!?　後からルール付け加えるとかそんなのあり!?」

　リング上の里奈も動揺している。里奈がどっかの男子にエロいことなんてできるわけないし、なによりそんなの俺自身が耐たえられない。こうなった以上はやむを得ない……！

「里奈、棄き権けんだ！　この勝負は捨てるぞ！」

　俺はリングに向かって叫さけぶ。ここで負けても一勝一敗、振り出だしに戻るだけだ。だが俺の声は男子生徒達の「俺だー！」「俺を指名してくれー！」などの声によって搔かき消けされてしまう。おのれ静まれ野や郎ろう共！

　ダメだ、何度叫んでも俺の声は里奈に届きそうにない。こうなったら里奈自身の判断に委ねるしか……まさか続行したりしないよな!?　リング上の里奈は拳こぶしを握にぎりしめて小刻みに震ふるえていた。

『どうしました春色選手？　誰も指名しないのなら炎希選手に指名権を譲ゆずりますか？』

「ま、待って！　今指名しようと思ってたところなの！」

　なに!?　まさか里奈の奴やつ、続けるつもりか!?

『それじゃ誰を指名しますか？』

「………………お………………織お田だ信のぶ長ながよ！」

　歴史上の人物を指名!?

『うーん、残念ながら織田信長さんは亡くなられてますねー』

「と、豊とよ臣とみ秀ひで吉よし！　明めい智ち光みつ秀ひで！　徳とく川がわ家いえ康やす！」

『その方々も今はこの世に存在しませんねー』

「…………」

　里奈は下を向いて黙だまり込んでしまう。

『どうしました春色選手？　どうしても指名できないのなら、やはりここは炎希選手に指名権を──』

「…………うと」

『はい？』

「ゆ…………うと…………悠人以外は無理…………!!」

　は!?　何言ってんだアイツ!?

『おーっと春色選手!!　同じ部員の大河悠人選手を指名しましたー!!』

「ま、待って!!　今のは別に指名したわけじゃなくて──」

『それでは指名された大河選手はリングにお上がりください！』

　全校生徒が一いつ斉せいに俺の方に注目する。な、何故なぜこんなことに……!!

「すまん美雪、もう少し経たったら真紀に体育館に戻ってくるよう電話で伝えといてくれ」

「あ、うん……」

　そう美雪に言い残し、俺は仕方なくリングに上がった。男子生徒達からは「ふざけんなー!!」「お前もう散々良い思いしてんじゃねーか!!」「消え失せろー!!」などの罵ば詈り雑ぞう言ごんが聞こえてくる。

『先攻は炎希選手！　果たしてどんな痴ち女じよっぷりを見せてくれるのでしょうか!?』

　後攻の里奈は一いつ旦たんリングから下り、俺は炎希さんと向かい合った。

　俺が指名されるのは完全に予想外だったが、まあいい。炎希さんには申し訳ないがこの対決はこちらの勝ちだ。炎希さんがどんなことをしてこようが、俺が「里奈の方がエロかった」と言ってしまえばいいのだから。少し卑ひ怯きようかもしれないが、部室を守る為だしやむを得ない。

「よろしくね、悠人くん」

「はい……ん？」

　俺は炎希さんが左手に大きな黒い布を持っていることに気付いた。

「あの炎希さん、その黒い布は……？」

「気にしないで」

　そう言われても気になってしまう。しかし以前炎希さんにされたことを考えると今回もどんなことをしてくるか楽しみ──って何をちょっとワクワクしてるんだ俺は。

『制限時間は百秒！　その間思う存分エロいことをしちゃってください！　それではスタート!!』

「うおっ!?」

　開始直後、いきなり炎希さんが黒い布を広げて俺と炎希さんの身体を覆おおい尽つくした。何を始める気なんだと俺が戸と惑まどっていると、炎希さんが俺の方に迫せまってきて、そのまま俺は押おし倒たおされてしまった。

「ちょっ、炎希さん!?」

「さあ、始めましょうか」

　黒い布によって外部からの光はほぼシャットアウトされ、目の前の炎希さんの表情もよく見えない。一体何を──

「ぬおおっ!?　ど、どこ触さわってるんですか!!」

「動かないで。暗いから正確な場所がわからなくなっちゃう」

「だったらこの布をまず──ひょあっ!?」

「ふふっ。どうやら悠人くんはここが感じやすいみたいね。ほら、悠人くんも触っていいのよ……？」

「いやそういうわけにはぎゃああああああ!!　どこを触らせようとしてるんですか!!」

「んっ……悠人くんも意外と大だい胆たんなのね……」

「何言ってるんですか炎希さんが勝手に俺の手をってちょっとおおおおおお!!　そ、そこスカートの中ですよね!?」

「あっ……そこはダメっ……」

「だから炎希さんがうあああああああああああああああそれ以上はあああああああああああああああ!!」

　黒い布の下、俺は炎希さんにされるがままになっていた。

『こここ、これは凄い!!　敢あえて視界を遮しや断だんした上で行こう為いに及およぶことで当の本人達だけではなく我々の想像まで搔き立てるという高等技術!!　一体布の中では何が行われているのでしょうかああああああ───!!』




「はあ……はあ……」

　百秒が経ち、俺はようやく炎希さんから解放された。もう、とにかく凄かったとしか言いようがない。大人の階段を一気に駆かけ上がったような気がする。

「楽しかったわ悠人くん。機会があったらまたやりましょう」

　そしてこの台詞せりふである。これが……正しよう真しん正しよう銘めいの痴女……!!

『さあ次は春色里り奈な選手の番です！　炎希選手はかなりの痴女っぷりを発揮してくれましたが、果たして春色選手はそれを超こえることができるのか!?』

　俺は再びリングに上がった里奈と向かい合った。

　炎希さんがどんなことをしてこようが、俺が「里奈の方がエロかった」と言ってしまえば勝ち……のつもりだった。だが今のを見せられた以上、里奈もそれ相応のことをしないと観客も納得してくれないだろう。

（なあ里奈、なんで俺の名前を出したんだ？　俺にエロいことするくらいだったら飛び降り自殺する方が何百倍もマシじゃなかったのか？）

（しょ、しょうがないでしょ!?　アタシだってこんなつもりじゃ……!!）

　人目に付かない所でならまあ、俺も歓かん迎げいしたいところだけど、こんな大観衆の中で里奈からエロいことをされるなんてさすがにキツいし里奈自身も絶対できないだろう。

『お二人とも準備はよろしいですか？　それではスタート！』

　始まった。が、里奈は下を向いたまま一歩も動こうとしない。そりゃそうだ。

『おやおや？　春色選手動きません！　やはり日空会長が言っていた通り、顔見知りの相手だと恥はずかしいのでしょうか!?』

　三十秒経っても里奈は動かない。俺は小さく息を吐はいた。

（里奈、降参しよう。これ以上は時間の無む駄だだ）

（だ、ダメよ！　降参なんてアタシのプライドが許さないわ！）

（じゃあどうするんだよ。残り一分、このままボーッと突つっ立たってるか？　そりゃ里奈の方がエロかったと俺が言えば勝ちだけど、さすがに何もされてないとそう言うわけにはいかないし）

（そんなの……わかってる……わよ……！）

　すると里奈はおもむろに制服のポケットに右手を入れた。一体何を──

「なっ!?」

　里奈がポケットから取り出したのは、部室前に置かれていたあの瓶びんジュースだった。なんでそんなもん持ってるんだ!?　いやそんなことはどうでもいい。里奈がやろうとしてることってまさか!?

「待て待て待て落ち着け里奈!!　わかってるのか!?　それを飲んだらお前は──」

「しょうがないじゃない！　え、エロいことなんて〝あの状態〟にならない限りできない……!!」

　やばい、今の里奈の脳はまともに機能していない。とにかく止めなければ！　こんな大勢の人達が見てる中で里奈を〝あの状態〟にさせるわけにはいかない!!　俺は里奈に向かって手を伸のばす。

　が、もはや手て遅おくれ。里奈は既すでにその瓶ジュースに口を付けていた。

　観衆がざわつく中、カランと瓶が床ゆかに落ちる。ぽうっとした表情で俺を見つめる里奈。とうとう痴女モードが発動してしまった。まずい、逃にげ──

「ぐはっ!?」

　しかし逃げる間もなく里奈が俺の身体からだに飛びつき、そのまま一いつ緒しよに倒れ込んでしまう。

「り、里奈……!!」

「えへへ……悠人……」

　続けて里奈は俺の身体をギュッと抱だき締しめ、二つの柔やわらかいものを押し付けてくる。これでは真紀の歓迎パーティの二にの舞まいだ。

『おーっと春色選手ついに動きました！　しかもかなり大胆です！　さっき何かを飲んでいたのは自分を奮い立たせる為ためだったのでしょうか!?』

　吞のん気きに実じつ況きようしてないで早く止めてくれよ！　いやでもやっぱり止められたくないような──っていやいや何考えてんだ俺は！

「悠人……アタシの身体……もっとよく見て……」

「うおおおおおおおおおおストップストップ!!」

　里奈が服を脱ぬごうとしてるのを見て俺は素早く腕うでを摑つかんでそれを止める。里奈のあられもない姿をこんな大勢の人達に見せるわけにはいかない。

「ごめんね悠人……いつも素直になれなくて……」

「は!?　どうした急に!?」

「アタシ……しょっちゅう思ってもないことを口にして……悠人のこと傷つけちゃってるよね……本当にゴメン……」

「……!?」

「だから……これで許して……んっ……」

「っ!?」

　俺の頰ほおに柔らかい感かん触しよくが走る。なんと里奈が俺の頰にキスをしたのである。その瞬しゆん間かん俺の全身の血液が沸ふつ騰とう状態になった。

『こ、こ、これは春色選手、渾こん身しんの一いち撃げきだああああああああああ─────!!』

　女子からは「キャー!!」という黄色い叫さけび、男子からは「うわあああああ!!」という悲痛な叫びが聞こえる。

「お、おい里奈やりすぎだ！　少し離はなれろって！」
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「ヤだ……もっとこうしていたい……」

　ダメだ、痴ち女じよモードの里奈は人の言うことなんてまるで聞こうとしない。

「悠人……ずっとずっと……アタシの傍そばにいて……」

　里奈は俺に頰ずりをしてくる。

　なんか前回より痴女モードの持続時間が長くなってないか……!?

『そこまで！　百秒経ちましたので春色選手の番は終しゆう了りようです！　それでは春色選手、大河さんの身体から離れてください！』

　しかし里奈は俺の身体に抱だき付いたまま、一向に離れようとしない。

「お、おい里奈、離れろって！」

「ヤだ……もっとこうしていたい……」

『えーっと里奈選手、聞こえませんでした？　百秒経ちましたよ？』

　ダメだ、俺がどうにかしたいところだけど先程のキスで全身の力が抜けてしまい、何もできない状態だった。

「悠人……ずっとずっと……アタシの傍にいて……」

　更に里奈は俺に頰ずりをしてくる。

『えーっと日空会長、既に制限時間を三十秒ほどオーバーしてますが、この場合はどうしましょうか？』

『……最初に説明した通り、制限時間を超こえたら失格だ。五秒や十秒なら大目に見るが、ここまでオーバーするとちょっとな』

『だそうです！　というわけで残念ながら春色里奈選手は失格！　痴女対決は炎えん希き恭きよう子こ選手の勝利となりました!!』

　えええええ!?

　ここまでやったのにこっちの負け!?　そんなのあんまりだ!!

「えへへ……悠人……大好き……」

「里奈、いい加減目を覚ませ!!　里奈!!」

「…………え？」

　里奈の目の色が戻もどったのを見て、俺はホッと安あん堵どした。やっと戻ったか。

「あ、アタシ、何を……」

　自分が今まで何をしていたのか気付いたらしく、みるみるうちに真っ赤になっていく里奈の顔。

「う……う……うわああああああああああああああああ──────────!!」

　里奈は大声で叫びながら体育館の外へと走り去っていった。あれは当分戻ってこないだろうな。しかし今回の痴女モードも強きよう烈れつだった……。




「お疲つかれ様、悠人くん」

　リングから下りて元の場所に戻ると、美雪がなんとも言えない顔で俺を迎むかえてくれた。

「……すまない。せっかく美雪が一勝してくれたのに、それを帳消しにしてしまった」

「あはは、仕方ないよ」

　当分心臓の鼓動は安定しそうにない。しかし三連勝で偽ぎ装そう対決を終わらせるつもりだったのに、予定が狂くるってしまった。

　だがそれと同時に俺は「ある目的」の遂すい行こうが可能になった。それを考えればこの敗北もまったくの無む駄だというわけではない。

「それより里奈ちゃん大だい丈じよう夫ぶかな？　どこかに走っていっちゃったけど……」

「時間が経てば勝手に帰ってくるだろ。ところで真紀に電話はしてくれたか？」

「うん、少し前に。もうそろそろ戻ってくると思うよ」

「すみません、お待たせしました！」

　噂うわさをすれば、真紀が駆かけ足で俺達の所に戻ってきた。

「すまなかったな真紀。それじゃ美雪、真紀と交代で愛香の所に──」

「あっ。ゆーちゃん、それが……」

「ん、どうした？」

「愛香様からの伝言なのですが、もう私の心配はいいから偽装対決の方だけに集中してほしい、と言ってました」

「……そうは言っても、やっぱり心配だしなあ」

　とその時、俺のポケットで携けい帯たいのバイブが鳴った。画面を見ると愛香からのメールであり、次のようなことが書かれてあった。




『これ以上私に構うようなら全力で悠人の貞てい操そうを奪うばう』




　思わず苦笑いがこぼれた。なんとも愛香らしい……。愛香のことは気がかりだけど、本人がそこまで言うなら大人しく従うとするか。

「ところで観客の皆みなさんがなんだか騒さわいでますけど、痴女対決で何かあったんですか？　そういえばりーちゃんの姿も見当たりませんし……」

「実はね真紀ちゃん、痴女対決には里奈ちゃんと悠人くんが出たんだけど、そこで里奈ちゃんが──」

「言わなくていいから美雪!!」

「ゆーちゃんが痴女対決に出たんですか!?　一体何があったのか教えてください気になります！」

「そ、そんなことよりもうすぐ第三回戦が始まるし気持ちを切り替かえよう！　次は絶対に勝つぞ！」

「ごまかさないでください！」

　真紀がグッと顔を近付けてくる。うっ、やっぱり真紀は近くで見ても可愛かわいい──じゃなくてなんとかして話を逸そらさなければ……!!

『お待たせしました！　只ただ今いまより第三回戦、決闘者デユエリスト対決を始めたいと思います！　では日空会長お願いします！』

　と良いタイミングで山下さんの実況が始まった。

「ほ、ほら真紀！　もうすぐ決闘者デユエリスト対決が始まるし準備しないと！」

「……むう」

　納なつ得とくいかないような顔で真紀は俺から離れた。俺はホッと息を吐く。

『対決方法は当然、デュエルだ！　説明するまでもないと思うが、一対一でデュエルをして先に相手のライフポイントをゼロにした者が決闘者デユエリスト対決の勝者となる！』

　案の定デュエルか。ここまで一勝一敗、リア充じゆう対決の不戦敗が決まっている以上、真紀には絶対に勝ってもらわなければならない。

『ただし普ふ通つうにデュエルするだけでは面おも白しろくない。そこで対決する二人はここで戦ってもらう！』

　すると前方のステージの上に超ちよう巨きよ大だいな薄うす型がたテレビが運ばれてきた。一体どんだけ金を掛かけてるんだと思ってると、テレビの画面にある場所が映し出された。それはこの学校の屋上であり、既に一台のテーブルと二つの椅い子すが置かれていた。

　あそこでデュエルするのか。風でカードが吹ふき飛ばされたりしないか心配だ。

『デュエルの模様はテレビ中ちゆう継けいでお送りする。画面にはカードゲームアニメのようにライフポイントが表示され、更にはデュエルを盛り上げる為にアニメで使われているＢＧＭも流れる。さながらカードゲームアニメの実写版を再現しようというわけだ！』

　そこまで演出してもらわなくても……まあそれはそれとして。

「真紀、ちょっといいか？」

「え？　はい……」

　俺は真紀を体育館の隅すみの方に連れて行く。ここなら誰だれにも会話を聞かれることはないだろう。

「本当に決闘者デユエリスト対決に出るってことでいいんだよな？　真紀の趣しゆ味みがバレる可能性もあるのに……」

　やはり真紀のような善良な女の子にこういうことをさせるのは罪悪感があった。いや美雪や里奈が善良じゃないとかそういうことではなくて。

「はい！　悔くいのないよう全力で戦ってきます！」

　それでも真紀はそう言ってくれた。既すでに覚かく悟ごは決まっているようだ。

「よし、わかった。だったら俺も真紀がカードゲーム好きだってことがバレないように最大限の努力をしてみる」

「えっ、できるんですか？」

「まあ成功するかどうかはわからないし、あまり期待はしないでくれ。真紀にも協力してもらいたいんだけど、いいか？」

「勿もち論ろんです！　具体的には何をすればいいですか？」

「……地芽さんの実力にもよるだろうけど、真紀にはできるだけ短い時間で地芽さんに勝ってほしいんだ」

「短い時間で、ですね。わかりました。それでは一ターンで勝負を付けたいと思います」

「えっ、一ターンで!?　そりゃターンが短いとそのぶん時間も短くなるだろうけど、たった一ターンで勝てるのか!?」

「はい」

　そう言って真紀はどこからともなくアタッシュケースを取り出し、それを開く。中には大量のカードがびっしりと敷しき詰つめられていた。もしかしてこれ全部デッキか!?　そして真紀はその中の一つを手に取った。

「これは〝一ターンキル〟デッキ。その名の通り一ターンで勝利することに特化したデッキです。ただし対策が容易なのでマッチ戦で勝つのは困難という諸もろ刃はの剣つるぎですが、シングル戦なら間ま違ちがいなく勝てると思います」

「……な、なるほど」

　流石さすがは真紀だ。決闘者デユエリストに偽装してる俺なんかとは比べものにならないくらいカードに精通している。

「それではゆーちゃん、行ってきます！」

「ああ、頼たのんだぞ！」

　真紀は体育館を出て屋上へと向かう。それを見届けた後、俺は美雪の所に戻った。それを見て美雪がまた首を傾かしげる。

「あれ？　決闘者デユエリスト対決なのに悠人くんは行かなくていいの？」

「ああ、そういや美雪にはまだ言ってなかったな。決闘者デユエリスト対決は真紀に任せることにしたんだ」

「ええっ!?　大丈夫なの真紀ちゃんで!?　そもそも真紀ちゃんってカードゲームのルールとか知ってるの!?」

「ま、まあ、この前俺が軽くルールを教えてやったし、きっと大丈夫だろ」

「軽くって……それで本当に勝てるの？」

「ビギナーズラックってあるだろ？　それに賭かけることにしたんだ」

　と、いうことにしておこう。真紀の趣味を知らなければ美雪のように反応するのが普通だろう。

　俺が決闘者デユエリスト対決をパスしたのは、俺の実力じゃ地芽さんに勝てる見込みがゼロに等しいからということの他ほかにもう一つ、先ほど言った「ある目的」に関係してくるが、俺には名めい探たん偵てい対決に出なければならない理由があったからだ。それはもうすぐ明らかになるだろう。一応言っておくが名探偵を名乗っていた経験を生かしたいからとかそういうんじゃないから。

『おっ、どうやら両選手が屋上に到とう着ちやくしたようです！』

　テレビ画面を見てみると、テーブルを挟はさんで対たい峙じする真紀と地芽さんの姿が映っていた。二人はスカートのポケットからデッキを取り出し、テーブルの上に置く。

『さあ二人が椅い子すに座り、間もなくデュエルが始まろうとしています！　果たして勝つのは中なか野の真紀選手か、それとも地芽有あり紗さ選手か！』

　画面に二人のライフポイントが表示され、ＢＧＭが流れ始める。よし、俺も真紀と約束した通り、真紀の趣味がバレないように行動を起こそう。

「すまん美雪、ちょっとトイレに行ってくる」

「え？　うん……」

　俺は再びトイレを言い訳にしてある場所に向かう。やり方としては不良対決の時と同じく、対決場面を観客に見せないようにすること。しかし今回は舞ぶ台たいが屋上なので体育館の電気を消して観客の視界を奪う方法はとれない。ならば狙ねらいは一つ、あのテレビだ。

　テレビから少し離はなれた場所で俺は身を屈かがめる。あのテレビから伸のびているコンセントを抜ぬけば映像は消える。その間に真紀が地芽さんを倒たおしてくれれば、少なくともデュエルの経過は見られずに済む。俺が真紀にしてやれることはこれくらいしかない。観客がテレビに注目している今がチャンスだ。

　コンセントの差し込み口の設置箇か所しよを確かく認にんした俺は素す早ばやくその場所まで移動し、コンセントを引き抜いた。同時にテレビの映像も消えた。

『あーっとこれまた事故か!?　なんと映像が消えてしまいました！　観客の皆さん申し訳ありません、すぐに原因を確認いたします！』

　任務を遂すい行こうした俺は素早くその場から退散した。観客からは「またか！」「どうなってんだよ！」などと苛いら立だった声が飛んでくる。悪いことをしている自覚はあるが大切な幼おさな馴な染じみの秘密を守る為ためなんだ、許してほしい。

『屋上で対戦している二名にはこちらの状じよう況きようが伝わらないので、デュエルはまだ続いてると思われますが……。おっと、間もなく映像が戻もどりそうです！　どうやらテレビのコンセントが外れていただけみたいです！』

　げっ、思ったより早く気付かれてしまった！　真紀は決着を付けられたのか!?

『あ、映像が完全に戻り──えっ!?』

　画面には地芽さんのライフポイントが〝０〟になった状態で表示されていた。悔くやしそうにする地芽さんの姿も映し出される。どうやら真紀がやり遂とげたようだ。

『なんとなんと、既に地芽有紗選手のライフポイントが０になっています！　中野真紀選手があの短い時間で地芽選手を倒したということでしょうか!?　信じられません！』

『うーむ、カードのことは詳くわしくないからよくわからないが、おそらく真紀が「相手に１００００ポイントのダメージを与える」みたいなカードを運良く引いたんだろう』

　そんなカードがあったらとっくに禁止カードになってるぞ。

『とにもかくにも第三回戦の決闘者デユエリスト対決は中野真紀さんの勝利!!　これで二勝一敗、再び偽ぎ装そう部がリードです!!』

　ふう、なんとか上手うまくいったか。俺は心の中で安あん堵どしながら美雪の所に戻った。

「おっ、真紀が勝ったのか！　いやー真紀ならやってくれると信じてた！」

　俺はワザとそういうことを言ってみる。すると美雪が訝いぶかしげな顔でジッと俺を見つめてきた。

「……ねえ悠人くん」

「な、なんだ美雪？」

「テレビの電源を落としたのって、悠人くんの仕し業わざだったりする？」

「は!?　ななななんでそう思うんだ!?」

「だって私の時と状況が似てるんだもん。もしかして真紀ちゃんの秘密って──」

「いやいや本当にトイレに行ってただけだって！　考えすぎだぞ美雪！」

　くっ。美雪の奴やつ、なかなか名探偵っぽくなってきたじゃないか。だが真紀の趣味を悟さとられるわけにはいかない。

「……うーん、確かに考えすぎだったかも。ごめんね悠人くん」

「ああいや、気にしなくていい」

　俺は小さく息を吐ついた。よかった、深く追つい及きゆうしてこなくて。それから程ほどなくして真紀が俺達の所に戻ってきた。

「おかえり真紀ちゃん、お疲つかれ様！」

「やったな真紀！　これであと一勝すれば偽装部の勝ちだ！」

「はい。運良く勝つことができました……」

　すると真紀が俺の所まで近付き、顔を寄せてくる。

（そ、それで、ゆーちゃんの方はどうでしたか？）

（ああ、なんとか上手くいった。真紀がカードゲーム好きだってことは誰にもバレずに済んだと思う）

「本当ですか！　ありがとうございます！」

「うっ!?」

　無意識なのか、真紀が俺の身体からだに抱だき付いてきた。相変わらずの良い匂においと柔やわらかい感かん触しよくが俺の煩ぼん悩のうをここぞとばかりに刺し激げきしてくる。やがて真紀はハッと我に返った表情になり、慌あわてた様子で俺から離れた。

「すす、すみません、つい……！」

「い、いや、俺は全然構わないんだけど」

　すると観客の男達が殺意の籠こもった凄すさまじい視線を俺に向けていることに気付いた。頼らい奈なさんの占うらない通りいつか本当に刺さされそうだ……。

『これより第四回戦、リア充じゆう対決を始めたいと思います！』

「ふっふっふ。ついに僕の出番が来たようだね！」

　いつの間にか闇根が特設リングの上に立っていた。決めポーズのつもりなのか、天てん井じようをビシッと指差している。

「レディースアンドジェントルメェーン!!　僕こそマスカレード部を統すべる者、闇根一かず樹きだ!!　さあ皆みなの衆、このスーパースターに盛大な拍はく手しゆをよろしく!!」

　シーン。誰だれ一人として拍手しない。

「……ふっ。本当にこの学校の生徒はツンデレさんばかりだね。まあいいさ、間もなく君達は僕の華か麗れいな勝利に酔よいしれることになるだろう。そしてすべての生徒が僕の魅み力りよくの虜とりこになり──」

『えー、すみません。たった今偽装部からリア充対決は棄き権けんするとの申しん告こくがありました。というわけで第四回戦は闇根選手の不戦勝です！』

「ええええええええええ─────!?　ちょっと待って僕まだ何もしてないよ!?　マスカレード部の部長である僕の出番がないとか有り得な──ちょっ待って!!　放してくれええええええええええ─────!!」

　複数の生徒達により、闇根はリングから引きずり下ろされたのであった。







　第十章　尊敬の裏返し……!?







『さあ、ついにこの偽装対決もクライマックスに突とつ入にゆうです！　最終戦は名探偵対決！　ここまで二勝二敗、この対決ですべてが決まります！　果たして勝つのは偽装部か、それともマスカレード部か！』

　ようやく俺の出番が来たか。正しよう真しん正しよう銘めいこれが最後の対決、これで負けたらすべてが終わる。気合いを入れて臨のぞまなければ。

「最後はいよいよゆーちゃんの番ですね！」

「ああ。見ていてくれ、必ず勝つ！」

「でも悠ゆう人とくんってこういう勝負事は必ずと言っていいほど負けるよね……」

「おい美み雪ゆき！　そういうことはわかってても言うんじゃない！」

「うーん、これは次の対決も負けちゃうかもしれませんね……」

「真ま紀きまで!?　縁えん起ぎ悪いから勝負の前にそういうこと言うのやめてくれよ！」

「ふふっ、冗じよう談だんですよ。ゆーちゃんなら絶対に勝ってくれると信じています！」

「うん、私も！　頑がん張ばってね悠人くん！」

「……ああ。ありがとう真紀、美雪」

　二人の応おう援えんに俺は胸が熱くなるのがわかった。保健室で休んでいる愛あい香かの為にもこの勝負、負けるわけにはいかない。

『それでは名探偵に偽装する選手はリングにお上がりください！』

　俺は大きく息を吸い込む。さすがに少し緊きん張ちようするな。なんせこの一戦にすべてが懸かかってるのだから。俺はゆっくりと息を吐き、リングに向かって歩き出した。

『偽装対決のトリを飾かざるのは彼！　偽装部の美少女四人の処女を奪うばった男、大たい河が悠人選手だああああああ───!!』

　なんだその紹しよう介かいは!?　こちとら生きつ粋すいの童どう貞ていだっつーの!!

　観客の男共からは「くたばれー!!」「奴を処しよ刑けいしろー!!」といった酷ひどい暴言が放たれる。完全にアウェイだな。

『対するマスカレード部からは水みな瀬せ亜あ美み選手！　お二人には最終対決に相応ふさわしい戦いを見せてもらいたいですね日ひ空そら会長！』

『そうだな。私も期待している』

『ちなみに大河選手は日空会長にも手を出しているという噂うわさが立っていますが、真相はどうなんですか!?』

『ふっ……さあな』

　何故ちゃんと否定しない!?　意味深な回答しないでくれよ!!

　まあいい、今は目の前の戦いに集中しなければ。俺はリング上で対決相手の水瀬さんと向かい合った。

「ふふふ。大河悠人、残念ながら貴方あなたではこの我われに勝つことなどできないのだよ。今からそれを思い知らせてあげるのだよ」

　相変わらず変な一いち人にん称しようと喋しやべり方だな。

「良い勝負をしよう水瀬さん──と言いたいところだけど、まずは君に聞かなくちゃならないことがある」

「ほう？　一体何なのだよ」

　俺はポケットから一枚の紙を取り出し、水瀬さんに見せる。その瞬しゆん間かん、水瀬さんの表情が大きく変わった。そう、それは先日俺のもとに送られてきた脅きよう迫はく状だった。

「これを書いたの、水瀬さんだろ？」

「……はて、一体何のことかサッパリなのだよ」

「とぼけなくていい。時間は掛かかったけど、この紙に書かれてあるヒントを解いたらすぐにわかったよ。犯人は水瀬さんだってな」

　気合い・ドーナッツ・移民・釣つり銭せん機・網あみ戸どという五つの単語に【真】という鍵かぎ。実のところ俺は数日前にこのヒントから謎なぞを解いていたのである。最初はチンプンカンプンだったが〝あること〟に気付けば後は簡単だった。

　実はこの五つの単語は、しりとりで繫つなげることができるのである。




　　あみど

　どーなっつ

　つりせんき

　　きあい

　　いみん




　順番としてはこう。最後もしっかり「ん」で終わっている。そして【真】とは文字の真ん中を意味している。よってしりとりの順に文字の真ん中を抜ぬき出すと「みなせあみ」となり、犯人は水瀬亜美さんであることが明らかとなる。

　犯人がわかったのはいいが、偽装対決が間近に控ひかえていたのでこの件は対決が終わってから解決しようと考えていた。でもこうして水瀬さんと相対する機会が巡めぐってきたので、俺はこの場で彼女を問い詰つめることにしたのである。俺が名めい探たん偵てい対決に出ることに決めたのもその為ためだ。

「……ふっ」

　すると水瀬さんは余よ裕ゆうの表情で笑ってみせた。この感じ、やはり彼女が犯人か。

「ま、とりあえず犯人が私だと突つき止めたことは褒ほめてやろう。腐くさっても名探偵ヴァールハイト、といったところかな」

「ちょっ、その名前をここで出すのはやめろ!!　俺はもうその名は捨てたんだよ!!」

「そうだな。今のお前はヴァールハイトではない。いやもはや人間ですらない。ただのゴミだ」

　それは少し言い過ぎでは……。しかし彼女が俺の中学時代の黒歴史を知っていることは確かなようだ。この学校で俺の過去を知っている生徒は里奈と日空先せん輩ぱいに続いて三人目ということになる。俺は一体いつになったら黒歴史の呪じゆ縛ばくから解放されるんだ。

　だが水瀬さんがどうやって俺の過去を知ったのか気になる。秋桜コスモス中学には水瀬さんのような生徒はいなかったはずだ。日空先輩のように綿密に調べ上げたのだろうか。

　まあそれは後回しにしよう。まず先に聞かなければならないことがある。

「なんで俺に脅迫状を送りつけたりした？　君の目的は一体何だ？」

「…………」

　水瀬さんは何かを思い返すように目を閉じる。やがてゆっくりと瞼まぶたを上げ、その口を静かに開いた。

「三年前──中学一年生の時の話だ。朝あさ顔がお中学に通っていた私はある日の放課後、別の中学の前を通りかかった。そこで私はある一人の男子生徒を目にした」

　自分の過去を語り出す水瀬さん。ところでさっきまでの変な語ご尾びと一人称はどこへ消えたんだろう。

「インバネスコートに身を包み、鹿しか撃うち帽ぼうを頭に載のせ、校庭に生えた木にもたれて腕うでを組んでいたその男子生徒は、やがて何か閃ひらめいたように『すべての謎なぞは解けた！』と言い放った」

「ちょっ、それってまさか!?」

「その頃ころの私は自分に自信がなく、周囲の目を気にするあまり本当の自分を出せないでいた。だが誰の目を気にすることもなく、ありのままの自分を表現するその姿に私は強く胸を打たれてしまった。それから私は毎日のように彼を見ようとその中学に通った。彼が私の存在を認にん識しきすることはなかったが、私は彼を見ているだけで十分だった」

「あの……もうそのへんにしない？」

「私は心から彼のことを尊敬していた。なにより印象的だったのはあの決め台詞ぜりふ。『一つのズレが真実を導く。空前絶後の名探──』」

「やめろおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　俺はその場で悶もん絶ぜつした。これ以上は俺のメンタルが崩ほう壊かいしてしまう!!

「中学三年生になり受験勉強を始めてからは見に行けなくなってしまったが、私はどうしても彼のことが忘れられなかった。だから私は彼が受験する高校を突き止め、彼と同じ神しん海かい高校を受けることに決めたんだ」

　そ、そこまでやるか普ふ通つう……!?

「神海高校に合格し、高校生になった私は真っ先に彼のことを探し、見つけた。だが私を待ち受けていたのは信じられない現実だった。そこにいたのはインバネスコートも鹿撃ち帽も身に付けていない、ただの普通の高校生だった。私が尊敬していた彼は、もうどこにもいなかったんだ」

　そりゃ中学時代の自分を忘れる為にわざわざ家から遠い神海高校を選んだわけだし。

「だがそれでも私は諦あきらめなかった。外見は一いつ般ぱん人に戻もどろうと、きっと中身は中学生の頃のままだと。だから私はお前を試ためすことにしたんだ」

「……それで俺に脅迫状を送りつけて、わざとヒントを出したりしたのか」

「そうだ。だが私は更さらなる絶望を味わうことになった。中学時代のお前ならこんな謎は一分、いや三十秒で解けたはずなのに、数日経たってもお前が私のもとに来ることはなかった。あの爆ばく破は予告の暗号にしてもそうだ。あれもお前への挑ちよう戦せん状だったのに、解いたのは美雪という女だった。お前は本当に落ちぶれてしまった」

　残念だが水瀬さんの期待には応こたえられないと断言できる。俺はただ名探偵の格好をしていただけで漫まん画がの名探偵のような知識や推理力があったわけじゃないからな。

「私が尊敬していた頃のお前はどこに行ってしまったんだ。お前に少しでも近付こうと一人称を『我』にしたり語尾に『なのだよ』を付けたりもしたのに、今まで私がしてきたことは何だったんだ……!?」

「俺はそんな一人称も語尾も使ってなかったけど!?」

　どうやら時間の経過と共に水瀬さんの脳内の俺はだいぶ美化（？）されてしまったようだ。これはなんと言ったらいいのやら……。

『あのーすみません、お二人ともさっきから何を話しているのですか？　そろそろ対決を始めたいんですけど』

「……あっ」

　山やま下したさんの声で俺はふと我われに返った。しまった、ここが衆しゆう人じん環かん視しの中だってことすっかり忘れてた!!　もしかして俺の過去のことがバレたんじゃ……!?

『私は何の話かサッパリでしたが、日空会長は何かわかりました？』

『……まあ、彼が手を出したのが偽ぎ装そう部の女子四人だけとは限らないからな。彼女とも色々と積もる話があるのだろう』

　いやそういう話でもないから!!

　そして判で押したように飛んでくる観客からの大ブーイング。酷いとしか言いようがないが、そのおかげで皆みんなの興味が俺の黒歴史に向けられることはなくなったようだ。とりあえず一安心。

『とりあえずプライベートなお話はこの対決が終わってからにしてくださいね！　では改めまして第五回戦、名探偵対決を始めます！　日空会長お願いします！』

『うむ。偽装対決のラストを飾かざるのはこれだ!!』

　日空先輩が捲めくり上げためくりに書かれてあったのは「クイズ対決」の文字だった。

『出ました！　最終戦はクイズ対決です！　これは頭の回転の速さが求められそうですね！　名探偵に最も必要な要素と言っても過言ではないでしょう！』

　俺は頭を抱かかえる。クイズとか勘かん弁べんしてくれ、こういうのホント苦手なんだよ。

「浮うかない顔だな、大河悠人。ま、ただの一般人に成り下がってしまったお前にとっては少々厳しい対決方法かもしれないな」

　そう言って、水瀬さんは俺の顔を指差してくる。

「覚かく悟ごしておけ。お前はこの大観衆の中で私に敗北し、人生最大の屈くつ辱じよくを味わうことになる。そしていかに自分が中学時代から退化してしまったのかを思い知らせてやる」

　何度も言うようだが俺は名探偵の物もの真似まねをしてただけなので、中学時代の俺に戻れたとしても結果は大して変わらないだろう。

　しかしだからと言って負けるつもりは毛頭ない。ここまで頑がん張ばってくれた皆の為に、そして俺達の居場所を守る為に、この勝負は絶対に負けるわけにはいかないんだ。

『ルールは単純明快！　これからスクリーンに表示されるクイズに早押しで答えてください！　先に五問正解した方が勝者となります！』

　前方のステージの上からスクリーンが下りてくる。更に俺と水瀬さんのそれぞれの足元から少し離はなれた床ゆかに円形の穴が空き、そこからボタンの付いた台が伸のびてきた。このボタンを押してクイズに答えるわけか。本当のクイズ番組みたいだ。

『では早さつ速そく参りましょう！　第一問はこちら！』




【第一問】次のアルファベットはある法則によって並んでいる。■に当てはまるアルファベットを答えよ。




　Ｓ　Ｋ　Ｔ　■　Ｍ　Ｄ　Ｔ　Ｋ




　スクリーンに一問目が表示された。が、早速解わからない。最初なんだからもっと簡単な問題にしてくれよ……！　俺が問題と睨にらみ合ってると、水瀬さんがボタンを押した。

『おっとこれは早い！　先にボタンを押したのは水瀬選手です！　それでは水瀬選手、答えをどうぞ！』

「太陽に近い順に惑わく星せいの頭かしら文も字じが並んでいるので、答えは火星の〝Ｋ〟だ」

『お見事、正解です！　水瀬選手が先手を取りました！』

　くっ、そういうことか……。しかも今のは問題が出てから水瀬さんがボタンを押すまで五秒もかかってなかった。勝利宣言するだけのことはあるな。

「悠人くん頑張って！　ここからだよ！」

「ドンマイですゆーちゃん！　まだ一問目ですので切り替かえましょう！」

「悠人！　もし負けたりしたら今後一いつ切さいアタシのダジャレ聞かせてあげないわよ！」

　偽装部の皆が応おう援えんしてくれている。てかいつの間にか里り奈なも戻ってきてるし。好きな子も見てるんだ、尚なお更さら負けられない。

『続いて参りましょう！　第二問はこちら！』




【第二問】次の数字はある法則によって並んでいる。■に当てはまる数字を答えよ。




　１　２　３　５　４　■　２　２　２　２




「ぐっ……!?」

　ダメだ、二問目もサッパリ解らん。ヒントは出してくれないのか……!?　すると再び水瀬さんが五秒もしない内にボタンを押した。

『おっとこれまた水瀬選手です！　では答えをどうぞ！』

「一から十までの漢数字の画数を並べたものなので、答えは〝４〟だ」

『正解！　二問目も水瀬選手が制しました！』

　水瀬さんが嘲あざけるように俺の方を見てくる。この子、強い……！

　観客の男共も俺が答えられなかったことを大いに喜んでいる。正直この状じよう況きようは気持ちの良いものじゃないが気にしたらダメだ。次こそは必ず正解してみせる！




　しかし続く三問目と四問目も水瀬さんが正解し、俺はあっという間に崖がけっぷちに立たされてしまった。ここまで俺は一問も正解するどころかボタンを押すことすらできないでいた。水瀬さんがあと一問正解したら偽装部の敗北が決まってしまう。

『なんだかワンサイドゲームになってしまいましたねー。どう見ますか日空会長？』

『ま、クイズにも相あい性しようがあるからな。私の考えた問題は悠人と相性が悪かったのかもしれない』

　このクイズって日空先せん輩ぱいが考えてたのかよ。どうりで解きづらいわけだ──いや、それはただの言い訳だ。すべては俺の実力不足に原因がある。

「何やってんのよ悠人！　そんな問題はどんなもんだいって感じで解きなさい！」

　そして里奈のダジャレが俺の気力を更に削けずっていく。俺はこのまま何もできずに負けてしまうのか……!?

「哀あわれだな、大河悠人。そんなザマだからあの〝ジュースの罠わな〟も見破れないんだ」

　この水瀬さんの言葉に、俺のこめかみがピクリと動いた。

「どういう意味だ、それ……!?」

「なんだ、まだ気付いてなかったのか？　本当に落ちぶれてしまったものだな。では教えてやろう。この紙は覚えてるよな？」

　水瀬さんが一枚の紙を俺に見せてくる。それは偽装部の部室の前にジュースと一いつ緒しよに置かれていた手紙と全く同じものだった。

「どうしてそれを水瀬さんが!?　まさかあのジュースは……!!」

「そう、私が置いたものだ。そして五本のジュースの内一本には一時的に熱を発する薬を混入した」

「……え？」

　ドクンと心臓が脈打つ。身体からだが小刻みに震ふるえ出す。

「じゃあ、愛香が急に熱を出したのは……!?」

「その薬が混ざったジュースを飲んだのだろう。だが安心しろ。身体に害はないし、効果もすぐに切れる。そろそろ回復する頃ころだろう」

「……なんだよ、それ」

　俺の中から今まで抱いだいたことのないような感情が湧わき上がってくる。愛香のことだ、賞味期限の切れたサプリメントを飲んだというのは、俺達を心配させない為ための噓うそだったのだろう。

「どうして、そんなことをした……!?」

「そんなの決まっている。この名めい探たん偵てい対決でお前と戦う為だ」

「俺と戦う為……!?」

「一人の欠員が出た時にお前がどのような行動に出るかは見当がついていた。一敗のハンデを負った状態で普ふ通つうに戦っては勝てないと考えたお前は、偽装属性を入れ替えてそれぞれのポテンシャルを最も発揮できる対決に割り当てることを考えたはずだ。そして実際にお前はそのような行動に出た」

「……何故なぜそこまで俺の考えが読めた？」

「すべては私の推理力の賜たま物もの──と言いたいところだが、私は約三年もの間ずっとお前のことを見ていたんだぞ。お前の思考など手に取るようにわかる」

「……!!」

　俺はただ水瀬さんの思おも惑わく通りに動いていただけなのか……!?

「私の目的はお前を名探偵対決に引きずり出し、この手で叩たたきのめすこと。ただの一いつ般ぱん人に成り下がったお前でも名探偵対決が一番勝率が高いと考えたはずだからな。だから薬入りジュースを飲むのは誰だれでも良かったんだ。たまたま赤あか月つき愛香という女が飲んでしまった、それだけの話だ」

　それだけの話、だと……？

「ま、ここまでの私の話とお前の思惑には多少のズレがあるだろうが、結果的には私の計画通りというわけだ」

「……もし、俺が薬入りジュースを飲んでいたら？」

「それならそれで構わない。その程度の運にも見放されるようでは私と戦う価値もない」

　無意識に両の拳こぶしに力が入り、爪つめが手の平に深く食い込む。

「俺には何をやってもいい……だけど他ほかの部員を巻き込むのはやめろよ……!!」

「私が憎にくいか？　だがこうなったのはお前の無能っぷりにも原因がある」

「……どういう意味だ？」

「この紙をよく見てみるがいい」

　水瀬さんは先さき程ほどの紙を今一度俺に見せてきた。




『私、偽ぎ装そう部の皆みなさんのことを応援してます。何か私にできることはないかと思い、このジュースを贈おくらせていただきました。デカい口を叩いてるマスカレード部なんて軽くやっつけてください！　素す晴ばらしい対決を期待してます！　　ＰＮ・ヘッドより』




「四つの文に、ヘッドというペンネーム。ヘッドは日本語で頭という意味だ」

「それが一体何の──」

　そこで俺はあることに気付き、目を見開いた。

「さすがに理解したか。それぞれの文の頭文字を抜ぬき出すと〝わ〟〝な〟〝で〟〝す〟となる。私はちゃんとこれが罠であることを予あらかじめ教えていたんだ。お前がこれに気付いていれば誰もジュースを口にすることはなかった。こんな簡単な暗号も見落とし、お前は皆にジュースを飲ませていたわけだ」

「……!!」

　俺は自分の愚おろかさを痛感した。俺がこの暗号に気付いてさえいれば、愛香が熱で倒たおれることはなかったのか……!!

『えー、また何か込み入った話をしてるみたいですが、今は名探偵対決の最中ですよ！　次の問題出しちゃいますよ！』

　実じつ況きようの山下さんの声が間に入ってくる。すると水瀬さんがフッと嘲るように笑った。

「さて、次の問題を私が正解すればマスカレード部の勝利だ。お前は自分の無力さを嚙かみしめながら無様に敗北するがいい」

「…………」

　俺が、負ける？　何もできず、やりたいようにやられて、このまま……!?

『次の問題からはちょっと難易度が上がります！　現在大河選手は正解数〇、それに対し水瀬選手は四問正解でリーチ！　次も水瀬選手が正解して勝負が決まってしまうのか、それとも大河選手が一いつ矢し報むくい──』

　パアン!!

　俺は両手で自分の頰ほおを思いっきり叩いた。一いつ瞬しゆんだけ体育館全体が沈ちん黙もくする。そして俺は大きく深呼吸をし、スクリーンを真っ直すぐ見つめた。

　絶対に負けてたまるか。応援してくれる里奈達の為に、自分達の居場所を守る為に、そして愛香の敵かたきを討うつ為に。苦手とか得意とか関係ない。思い出せ、中学時代の三年間を。本当にただ名探偵の格好をしていただけだったか？　違ちがう、俺はそんな生半可な気持ちで名探偵など名乗っていなかった。心の底から名探偵になりきっていたはずだ。

　問題に全神経と全細さい胞ぼうを集中させろ!!　名探偵ヴァールハイトを舐なめるな!!

『えっと、それでは五問目どうぞ！』




【第五問】次の中から仲間はずれの漢字を答えよ。




　質　西　市　充　録　鉢　護　酸　急　荷　師




『おーっと、これは確かに難し──』

　バン!!　俺は壊こわれんばかりの勢いでボタンを叩いた。

『あ、あの、大河選手？　まだ問題が出て二秒も経ってませんよ？　もっと問題をよく読んだ方が……』

「これは読みに数字が含ふくまれた漢字を並べたもの。よって仲間はずれの漢字は〝西〟」

『……せ、正解です』

　これにはさっきまで俺に暴言を飛ばしていた観客も一気に静まり返った。

「……ふん、マグレで一問正解したくらいでいい気になるなよ。お前が私に勝つには五問続けて正解しなければならないのだからな」

「わかってるさ」

　一問でも水瀬さんに正解されたらその時点で俺の敗北が決まる。一問たりとも気を抜くことはできない。

『大河選手、なんとか踏ふみ止とどまりましたが、依い然ぜんとして絶体絶命であることに変わりはありません!!　では六問目どうぞ！』




【第六問】次の中から仲間はずれの熟語を答えよ。




　意外　帰還　習性　指揮　勉強　見当　解放　感心　干渉　対象　補償




　バン!!　俺は再び勢いよくボタンを押した。

『こ、これまた早い！　押したのは大河選手です！』

「これは同音異義語が存在する熟語を並べたもの。よって仲間はずれは〝勉強〟」

『正解です！　大河選手、崖っぷちからの二問連続!!　これはもしかしたらもしかするかもしれません!!』




　続く七問目と八問目も俺が正解し、ついに俺は水瀬さんに追いつくことができた。

『凄すごい、凄いぞ大河選手!!　なんと四問連続正解です!!　四問目までの彼とはまるで別人のようだー!!』

「くっ……馬ば鹿かな……!!」

　いつの間にか水瀬さんの表情からは余よ裕ゆうが消えていた。無理もないだろう、自分の勝利を確信していた矢先に相手が怒ど濤とうの追い上げを見せてきたのだから。

『ここまで両者とも四問正解！　この問題を正解した方が勝者となります!!　それでは運命の九問目、どうぞ!!』




【第九問】次の中で法則からはずれている漢字の組み合わせを答えよ。




　　長・短[image: →]20

　　捨・入[image: →]２

　　寒・温[image: →]９

　　苦・苦[image: →]７

　　人・色[image: →]６




「なっ……!?」

　その問題を目まの当たりにした俺は硬こう直ちよくしてしまった。この問題って……!!

『うーん、九問目ともなるとかなり難しいですね！　両者の手も止まっております！』

　答えはすぐに解わかった。この漢字の組み合わせは一長一短、四捨五入、三寒四温といった四字熟語の数字部分を省略したものだ。そして矢印から上を一つずつ左にズラすと、これは（一）長（一）短[image: →]２、（四）捨（五）入[image: →]９のように省略した数字の合計を表しているものだとわかる。が、そうなると（四）苦（八）苦[image: →]６だけは数字の合計が合わないので、法則からはずれている漢字の組み合わせは「苦・苦」となる。

　しかし答えが解ったからこそ、俺は固まってしまった。何故なら以前俺はこれとまったく同じ解法を使って「ある謎なぞ」を解いたことがあったからだ。そう、日空先せん輩ぱいが俺を試ためす為に出した、プリンの正体に関する謎だ。

　実況席に目をやると、日空先輩が俺の方を見てニヤリと笑っていた。日空先輩め、味な真似まねを……。

　一方水瀬さんはまだ答えに辿たどり着いていないのか、問題を見つめて苦く悩のうするような表情を浮うかべていた。このまま俺がボタンを押して正解を言えば偽装部の勝ちだ。だが……!!

『はいそこまで、時間切れです！　九問目では決着がつかなかったようですね！』

　山下さんが九問目の解説をする中、水瀬さんが俺を睨にらみつけてきた。

「……一体何のつもりだ」

「何がだ？」

「とぼけるな!!　お前の顔を見ればわかる、今のは答えが解った上で敢あえてボタンを押さなかったのだろう!?　どういうつもりだ!!　私を馬鹿にしているのか!?」

「……別にそんなんじゃないさ」

　決して手を抜いたわけではない。こんな八や百お長ちようまがいのことで勝っても後味が悪いだけだからな。それに水瀬さんは自分の実力だけで倒さないと俺の気が済まない。

　次は十問目、俺の勘かんではおそらくこれで勝負が決まる。俺は拳を握にぎりしめ、スクリーンに問題が映るのをジッと待った。

『さあ今度こそ決着なるか!?　それでは十問目、どうぞ!!』




【第十問】次の■に当てはまる言葉を答えよ。




　心臓[image: ←][image: →]■■

　流動[image: ←][image: →]狼おおかみ

　憎ぞう悪お[image: ←][image: →]熱

　犬[image: ←][image: →]神

　最後[image: ←][image: →]塩




「くっ……!?」

　俺の手が止まる。さすがにこれは瞬しゆん時じには解らない。水瀬さんも同じようだ。これらの言葉に一体何の法則が隠かくされてるというんだ。

　考えろ、一つの事象に囚とらわれるな。読み、文字数、ローマ字、英語、様々なものに思考を張はり巡めぐらせろ。そうすれば必ず答えが出てくるはずだ。対決の順番を入いれ替かえてまでこの名めい探たん偵てい対決に臨んだんだ、皆みんなにも迷めい惑わくをかけたしここで負けたら──

　いや、待てよ。入れ替える……？

「……！」

　数秒後、俺の中ですべてが繫つながった。なるほどそういうことか。正解を確信し、俺はボタンを押した。

『押したのは大河選手です!!　それでは答えをどうぞ!!』

「……流動は英語でflow。これは文字を入れ替えることでwolf、狼おおかみになる。同様に憎ぞう悪おのhateと熱のheat、犬のdogと神のgod、最後のlastと塩のsalt。これらはすべてアナグラムの関係にある。この法則に従うと心臓のheartはearthになるので、答えは〝地球〟だ！」

　一瞬の静せい寂じやく。そして──

『大・正・解ー!!　ついに、ついに決着です!!　大河選手、絶体絶命の状じよう況きようから奇き跡せきの大逆転勝利!!　これにより偽ぎ装そう対決は三勝二敗!!　勝者は偽装部だああああああああああ─────!!』

　同時に観客から凄すさまじい歓かん声せいが沸わき起こった。「ムカつくけどスゴかったぞ!!」「ちょっとだけ見直した!!」「感動したけど女の子にはもう手を出すなよ!!」といった声が聞こえてきて、思わず苦笑い。一応讃たたえてくれてるってことでいいんだよな。少しは皆みんなからの好感度を上げることができたのだろうか。

「やったね悠人くん!!　凄いよ!!」

「素す敵てきですゆーちゃん!!　惚ほれ直しました──ってりーちゃんも言ってますよ！」

「ちょっと真紀!?　アタシそんなこと言ってないでしょ!?」

　里奈達も俺の勝利を喜んでくれている……のか？　でもこれで偽装部の部室をマスカレード部に明け渡わたさずに済んだ。愛香にも良い報告ができそうだ。

「…………」

　水瀬さんの方に目をやると、敗北したショックからか下を向いて沈黙していた。彼女のやったことを許すことはできないが、偽装対決に勝利した今、少しばかり彼女に同情心が芽生えていた。

「水瀬さん、大だい丈じよう夫ぶか？」

　俺は水瀬さんに声をかけてみる。すると彼女は静かに口を開けた。

「……ヴァ」

　ヴァ？

「ヴァールハイト様～～～～!!」

「は!?」

　なんと水瀬さんが両目をハートマークにして俺に飛びかかってきた。あまりに予想外の行動に反応が遅おくれてしまい、そのまま抱だき付かれて彼女と一いつ緒しよに倒たおれてしまった。

「最高でしたわ!!　素敵でしたわ!!　貴方あなたは私が思っていた、いえそれ以上に素す晴ばらしいお方でした!!　やはり貴方は私が憧あこがれていたヴァールハイト様そのものですわー!!」

　急にどうしたんだこの子は!?　敗北のショックでおかしくなったのか!?

「私間ま違ちがってました！　貴方は落ちぶれてなどいなかった！　前半の貴方は私のような愚ぐ者しやにレベルを合わせる為ために敢えて解らないフリをしていたのですね！」

「いや、あれは素すで──」

「そうとは知らず数々の無礼、本当に申し訳ありませんでした!!　どんな罰ばつでも受けますからどうかお許しください!!」

「そ、それはもういいから！　とにかく離はなれてくれ！」

「いいえ、このままでは私の気が収まりませんわ!!　私の身体からだで良ければ○○○しても構いません!!　むしろしてください!!」

「何言ってんだ!?」

　変へん貌ぼうしすぎにも程ほどがある！　さっきまでの男勝まさりなキャラはどこ行ったんだ!?

『えーっと……。日空会長、これはどう見ますか？』

『……なるほどな。前半でダメな男、後半でデキる男を演出することでギャップを生み出し、それによって女心をくすぐり本格的に落としにかかっていたというわけか。私もここまでは読めなかったな』

　どこをどう見たらそんな結論に辿り着くんだ!?

　観客からは「そういうことだったのか!!」「見直して損した!!」「感動を返せ!!」といった怒いかりの声が一いつ斉せいに飛んでくる。少しだけ上がった好感度が一気にマイナスまで振ふり切っていくのがわかった。

「……悠人」

「っ!?」

　全身から一気に汗あせが噴ふき出る。水瀬さんに抱き付かれている俺のすぐ傍そばには、いつの間にか里奈と真紀が立っていた。二人からは黒々としたオーラが放たれており、いつ俺を殺してもおかしくないような雰ふん囲い気きを身に纏まとっていた。

「ゆーちゃん、これは一体どういうことなのでしょうか……？」

「じっっっくり話を聞かせてもらおうかしら……!!」

「う……うわあああああああああああああああ──────────!!」

　偽装対決の勝利と引き替かえに、俺はこの世のものとは思えないほどの恐きよう怖ふを味わったのであった。







　エピローグ







　偽装対決から土日を挟はさんで三日が経たった。放課後、俺は一人生徒会室の前に立っていた。二回ほどノックすると「どうぞ」と声が返ってきたので、俺は静かにドアを開けた。

「失礼します」

「お、誰だれかと思えば悠ゆう人とか」

　そこでは日ひ空そら先輩が一人で書類の整理をしていた。俺は軽く室内を見回してみる。

「他ほかの役員はどうしたんですか？」

「先に帰した。この通り私は残業中というわけだ」

「……大変そうですね」

「生徒会長だからな、これくらいは当たり前だ。それより私に何か用か？」

「あ、はい。実は日空先輩から幸さち恵えさんに渡してもらいたいものがあるんです」

「……私の姉に？」

　俺は手に持っていた紙かみ袋ぶくろを日空先せん輩ぱいに差し出す。日空先輩は不思議そうな顔でそれを受け取った。

「これは……？」

「幸恵さんの劇団復帰をお祝いしようと、皆でお金を集めて壁かべ掛かけ時計を買いました。幸恵さんには以前とてもお世話になりましたから、何か贈おくりたいと思ったんです」

　実は創立者の銅像を修理する際、皆でお金を出し合ったら十万円を少しオーバーしたので、その分のお金で幸恵さんへのプレゼントを買おうという話になったのである。

「おお、そうか！　姉もきっと喜ぶと思う。これは私が責任を持って渡わたしておこう」

「お願いします」

　幸恵さん、気に入ってくれるといいんだけど。

「そうそう、先日の偽装対決は面おも白しろかったぞ。私も随ずい分ぶんと楽しませてもらった」

「……まあ楽しかったのはいいんですけど、あれは一体どういうことですか？」

「あれ、とは？」

「名めい探たん偵てい対決の九問目ですよ！　あのクイズって全部日空先輩が考えたんですよね!?　なんで俺が有利になるような問題を出したんですか！」

「別にいいだろう、どんな問題を出すかは私の自由だ。しかしどうして君は回答しなかったんだ？　答えは解わかっていたんだろう？」

「そりゃ解りましたけど、それで勝っても後味悪いじゃないですか」

「……ふっ、君らしいな。まあなんだ、君達のおかげで私の姉も立ち直ることができたわけだし、君達には計り知れない恩がある。偽装部の方に肩かた入いれをしたくなるのは当然の心理だと思わないか？　ま、余計な真似まねで終わったみたいだがな」

「……はあ」

　自然と溜ため息いきが洩もれる。もう終わったことだし別にいいんだけど。

「話は変わるが、アルバイトの方はこれからどうするつもりなんだ？」

「……バイト、ですか」

　元々銅像を修理する為のお金を貯ためるという目的で始めたバイトだ。その目的が達成された今、もはやバイトをする必要はなくなった。

「そうですね、続ける理由もないですし、今週いっぱいで辞やめさせて──」

「そうか、続けてくれるか！　いやーありがとう！」

「は!?　ちょっ、話聞いてますか!?」

「ハッピートイは常に人員不足だからな！　君の真ま面じ目めな仕事っぷりは私はもちろん店長も高く評価しているし、続けてくれると本当に助かる！　よかったよかった！」

「……はあ」

　嬉うれしそうに俺の肩を叩たたく日空先輩を見て、再び溜息。なんて強ごう引いんな人なんだ。まあいいか、夏休みは基本暇ひまだろうし、あのコスプレバイトも慣れてきたら割と楽しくなってきたし。それにお金が貯まるというのも悪いことじゃない。




　ひとまず用は済んだので、俺は生徒会室を出て部室へと向かう。今いま頃ごろ皆みんなはトランプを始めてる頃ころだろうか。

「おっ」

　その途と中ちゆう、廊ろう下かで愛あい香かとバッタリ会った。

「……悠人」

「よう。まだ部室に行ってなかったのか？」

「トイレに行って今から向かおうとしてたところ」

「……そうか」

　それから俺と愛香は肩を並べて廊下を歩く。愛香の方からは何も喋しやべる気配がなさそうだったので俺が何の話をしようかと考えていると、愛香の口が静かに開いた。

「……ごめん」

「え？　どうして謝あやまるんだ？」

「偽ぎ装そう対決、私は何の役にも立てなかった。私はいつも皆に迷めい惑わくをかけてばかり……」

　暗い顔をする愛香を見て、俺は溜息をついた。今日はやけに溜息が出る日だ。

「お前は何も悪くないだろ。むしろ被ひ害がい者しや側だ。バイトの時にも言ったけど、そういうことを気に病やまれる方が俺としては困る」

「……うん」

「だからもう気にするな。いいな？」

「……悠人がそう言ってくれるなら」

　少しだけ明るくなった愛香の顔を見て、俺は小さく笑えみをこぼした。

「ところで体調の方はどうだ？」

「それはもう大だい丈じよう夫ぶ。今なら悠人に襲おそわれてもちゃんと応こたえることができそう」

「……あのなあ。俺も健全な男子高校生なんだし、そんなこと言ってると本当に襲うぞ」

　すると愛香の頰ほおがポッと赤く染まった。

「わ、わかった。私もそれなりの準備をしておく……」

「真に受けたらダメだろそこは!!」

　まあこういう冗じよう談だんが言えるってことは本当に大丈夫そうだな。とりあえず安心した。

「ヴァールハイト様～～～～!!」

「うっ!?」

　背筋がゾッと凍こおる。この声の主は……!!

「すまん愛香、先に行っててくれ!!」

　俺は声がした方向とは反対方向に全力ダッシュ。一階まで下りてきた俺は自分のクラスである一年Ｅ組の教室に飛び込み、しっかりと鍵かぎを閉めた。

　俺は額の汗を拭ぬぐう。これでもう安心だろう。

「あれ、悠人くん？」

「！」

　振り返るとそこには黒板の溝みぞを掃そう除じしている美み雪ゆきがいた。そういや今日の日直って美雪だったんだっけ。

「どうしたの、そんなに慌あわてて。あ、幸恵さんへのプレゼントはちゃんと渡わたせ──」

「しーっしーっ！　今は何も喋らないでくれ！」

「？」

　首を傾かしげる美雪。今はこの教室に俺がいることがバレたらマズい。まあたとえバレてもドアの鍵は閉めたし入ってくることはないだろうが、念には念を入れて──

「ヴァールハイト様～～～～!!」

「なにぃ!?」

　グラウンド側の窓が開いたかと思えば、そこから水みな瀬せさんが俺に向かってダイブしてきた。そ、その手があったか!!

「ぐはっ!?」

　結局俺は水瀬さんに抱だき付かれることになり、そのまま床ゆかに倒たおれてしまった。

「どうして逃にげるんですかヴァールハイト様！　酷ひどいです！」

「いや、それは……！　と、とりあえず離はなれてくれ！」

「ヴァールハイト様、お願いします！　どうかこの私をヴァールハイト様の弟で子しにしてくださいませ！」

「弟子!?　そんなの無理に決まってるだろ！」

「あっ……失礼しました！　私程度の人間じゃヴァールハイト様の弟子になる価値すらないですもんね！」

「いやそういうことを言いたいんじゃなくて！」

「ならばせめてヴァールハイト様の手下に、いえ僕しもべに、いえ奴ど隷れいにしてくださいませ!!」

「何言ってんだ!?　とりあえず俺のことをヴァールハイト様と呼ぶのはやめてくれ！　今の俺は名探偵でもなんでもないんだよ！」

「なるほど、この学校では正体を隠かくしておられるのですね！　確かにヴァールハイト様のことが知れ渡れば学校中の生徒が魅み了りようされて大変なことになってしまいますもんね！」

　ダメだ、会話がまったく通じない。

「ではこれからは〝悠人様〟と呼ばせてください！」

「様とか付けなくていいから！」

「そんな、畏おそれ多いです！　やはりここは悠人様で！」

　この様子を美雪は先さき程ほどからポカンとした顔で見つめていた。

「おい美雪！　黙だまって見てないで助けてくれ！」

「えっと……。ゆ、悠人くん大丈夫？」

　すると水瀬さんは美雪の顔をギラリと睨にらんだ。

「おいお前、なんだその無礼な言こと葉ば遣づかいは。このお方は伝説の名探偵ヴァールハイト様であるぞ。敬語を使うのが常識だ！」

「……も、申し訳ありませんでした」

「美雪!?」

　ってか水瀬さんのキャラが相手によって変わりすぎる。多重人格じゃないかと疑いたくなるくらいだ。

「あっ！　よく見たら凄すごい汗あせじゃないですか悠人様！　一体どうなさったのですか!?」

　そりゃ校内を走り回った上に女の子に抱き付かれたんじゃ汗の一つや二つは出るに決まってる。

「さぞお疲つかれでしょう！　待っててください、私がコンビニで効き目抜ばつ群ぐんの栄養ドリンクを買ってきますから！」

「えっ!?　いやいいってそんな──」

　俺の話も聞かずに水瀬さんは光の速さで教室から飛び出していった。まあいい、この学校から一番近くのコンビニまでは結構距きよ離りがあるし、これで当分は戻もどってこないだろう。もし本当に栄養ドリンクを買ってきてくれたらお金はちゃんと払はらおう。

「あはは……モテモテだね悠人くん」

「……今のを見てよくそんなことが言えるな」

　まったく、あの水瀬さんの俺に対する信しん仰こう心は一体どこから湧わいてくるんだ。俺にとっては黒歴史でしかないのに、中学時代の俺のどこに惹ひかれる要素があったというんだ。

「ところで悠人くん。偽装対決の時から気になってたんだけど、ヴァールハイトって何なの？」

「は!?　何のことだ!?」

「だって水瀬さんが悠人くんのことそう呼んでたから。あとさっき伝説の名探偵とか聞こえたような──」

「一体何のことやら!!　多分水瀬さんは他ほかの誰だれかと勘かん違ちがいしてるんだろうな!!　良い迷惑だよまったく!!」

「勘違いかー。とてもそういう風には見えなかったけど……」

「そうだ美雪、お前まだ日直の仕事終わってないんだろ!?　俺も手伝うよ!!」

「あ、うん……」

　この場はなんとか凌しのいだものの、この調子だといつ俺の黒歴史が露あらわになるかわかったもんじゃない。まずは水瀬さんの暴走をどうにかしないとな……。




　日直の仕事を終え、俺と美雪は偽装部の部室へ向かった。

「あっ、やっと来たわね！」

　そこには既すでに里り奈な、真ま紀き、愛香の三人が揃そろっており、机の上には様々なお菓か子しやジュースが並んでいた。

「なんだ、またパーティやるのか？　今日って誰かの記念日だっけ？」

「何言ってんのよ！　アタシ達は偽装対決でマスカレード部に勝利してこの部室を守ったのよ！　これは祝勝会を開かずにはいられないわ！　パァーッとやるわよパァーッと！」

　そういうことか。ま、確かに偽装対決の勝利は喜ばしいことだ。このお菓子やジュースを買う資金が一体どこから湧いてきたのか気になるが、まあいいだろう。俺は全すべての飲み物に炭酸が入っていないかどうか目視で確かく認にんしながら椅い子すに座る。

「それでは偽装対決の勝利を祝って！　カンパーイ!!」

「「「「カンパーイ!!」」」」

　皆みんなでグラスを合わせ、パーティが始まった。

「ふっ。随ずい分ぶんと盛り上がってるようだね、偽装部の諸君」

　ふと、なんだか耳みみ障ざわりな声がした。ドアの方に目を向けると、一体いつ入ってきたのか闇やみ根ねがドアにもたれて立っていた。

「愛香、そこのお皿取ってくれない？」

「どうぞ」

「ちょっ、スルー!?　これでも僕は二年生なんだぞ！　先せん輩ぱいに対して無視ってちょっと失礼じゃないかな!?」

「……うるさいわねえ。アタシ達には負け犬の遠とお吠ぼえを聞いてる余よ裕ゆうはないの」

「そのお菓子やジュース代は一体誰が払ってやったと思ってるんだ！　少しは感謝したらどうなんだい!?」

「負けたらなんでも言うこと聞くって言ったのはどこの誰だったかしら」

　こいつが金を出してたのかよ。なんか複雑な気分だ。

「ま、運良く勝てたからってあまり調子に乗りすぎないことだね。僕が本気を出していたら今いま頃ごろ君達は敗北という名の絶望に打ち拉ひしがれていただろう！」

　それ以前に何もしてないだろお前。

「で、何の用なの？　また偽ぎ装そう部に入れてくれとか部室をよこせとか言うんじゃないでしょうね」

「ふっ、まさか。もう僕は一つの部活に拘こだわるような小さな男ではない」

「じゃあ何しに来たのよ。パーティの邪じや魔まだから早く出てってくれる？」

「そう冷たくしないでくれよ。まずは窓の外を見てくれたまえ！」

「美雪さんが一番好きなお菓子って何ですか？」

「うーん、やっぱりケーキかな」

「だからスルーやめて!!　いいから窓の外を見てくれよ!!」

　闇根が五月蠅うるさいので仕方なく窓の外を見てみる。するとこの部室棟とうから少し離れた空き地でブルドーザーやらショベルカーやらが稼か働どうしているのが見えた。さっきから大きな音がすると思ったらあれのせいか。

「なんだあれ？　あそこに何か建つ予定なのか？」

「よくぞ聞いてくれた大たい河が悠人くん！　実は現在あの場所にマスカレード部専用の部室棟を建設中なのさ!!　どうだ驚おどろいただろう！　そして羨うらやましいだろう！」

　金の無む駄だ遣づかいに関してこいつの右に出る者はなかなかいないだろう。

「部室を貰もらえないのなら僕自らの手で造り出せばいいのさ。まったく、どうして今までこの発想が出てこなかったのか自分でも不思議だよ！　どうだい、君達もマスカレード部に入りたくなっただろう？　どうしてもと言うのなら検討してあげなくもないよ！」

　誰が入るかよ。

「……こんなところにいたのね闇根」

　すると一人の女子生徒が部室に入ってきた。マスカレード部の一人にして生徒会の会計担当、炎えん希きさんだ。

「おお炎希、ちょうどいいところに来た！　見てごらん、あれが僕達マスカレード部の未来の活動拠きよ点てんだ！　八月末には完成を予定して──」

　言葉の途と中ちゆうで、炎希さんは一枚の紙を闇根に突つきつけた。

「ん？　なんだいこれは？」

「退部届」

「なるほど退部届かってえええええええええええええええ──────────!?　ちょっと待ってくれ、どういうことだ!?」

「見ての通りよ。本日限りでマスカレード部を辞やめさせてもらうわ。元々偽装対決が終わるまでって約束だったでしょ」

「そ、それはそうだけどさ！　なんかこう、マスカレード部として活動している内に絆きずなとか友情とかを感じ始めて辞めたくなくなったりとか──」

「そんなもの感じたことは一秒たりともないけど」

「ガーン!!」

　ガクリと頭を垂れる闇根。

「……ふ、ふふ。まあいいさ。炎希が辞めようともマスカレード部にはまだ三人の一年生がいる。彼女達と共にマスカレード部の繁はん栄えいを築き上げ」

「ああそれと、他の三人からも退部届を預かってるから渡わたしておくわ」

「なんですとおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──────────!?」

　絶ぜつ叫きようする闇根に対し、炎希さんは更さらに三枚の退部届を容よう赦しやなく突きつけた。

「退部理由としては、風かざ見みさんは『バイトが忙いそがしくなってきたから』水瀬さんは『再び偉い大だいなお方と巡めぐり逢あえたから』地ち芽めさんは『なんかアレだったから』だそうよ」

「なんかアレって何!?」

「とにかくそういうことだから。それじゃ一人で頑がん張ばってね、マスカレード部」

　そう言って炎希さんはこの場を去った。それから闇根が目に涙なみだを滲にじませながら俺達の方を見てくる。

「ぎ、偽装部の諸君。もし良かったら僕を君達の仲間に加え──」

「「「「「お断りします」」」」」

「うわああああああああああああああああああああ───────────!!」

　闇根は泣き叫さけびながらどこかへと走っていった。

「それじゃ今からみんなで王様ゲームをやりましょ！」

「……ああ」

　何事もなかったかのように、俺達はパーティを続けたのであった。




「いやー今回のパーティも盛り上がったわね！」

「うん、楽しかったな」

　テーブルのお菓子も粗あら方かた食べ終わり、そろそろお開きという雰ふん囲い気きになった。

「昨日の勝利でアタシ達に勝負を挑いどむことがどんなに愚おろかなことか全校生徒も思い知っただろうし、偽装対決も無駄ではなかったということね！」

「そうか……？」

「でもなんというか……。凄かったよね、マスカレード部の人達」

「はい。あんなに堂々と自分をさらけ出して勝負に挑めるなんて……。羨うらやましい、とは少し違ちがいますけど、ちょっと尊敬しちゃいました」

　昨日の偽装対決、俺達はそれぞれの黒歴史や知られたくない部分を持っている相手と戦う形になった。だから皆も色々と思うところがあったのだろう。

「あ、あの！」

　すると真紀が突とつ然ぜん椅い子すから立ち上がった。

「真紀、どうしたの？」

「実は愛香様と美雪さんに話しておきたいことがあって……私の趣しゆ味みについてです」

　首を傾かしげる愛香と美雪、えっと驚く俺と里奈。

「い、いいのか真紀!?　そのことは誰にも知られたくないんじゃ……!?」

「先日の偽装対決で、わかったんです。友達にこういうことをいつまでも内ない緒しよにしておくのは良くないって。だから今ここで、私の秘密を打ち明けたいと思います」

「真紀ちゃんの秘密……？」

　真紀はポケットからカードの束を取り出し、それを机の上に置いた。

「わ、私！　カードゲームが大好きなんです!!」

　そう言って、キュッと目を閉じる真紀。一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、美雪がクスリと笑った。

「そっか。じゃあやっぱり偽装対決で地芽さんに勝ったのは真紀ちゃんの実力だったんだね！」

「ということは、決闘者デユエリストに偽装している悠人は真紀のことを〝ご主人様〟と呼ぶ必要がありそう」

「カードゲーム関係ないだろそれ！」

　まったくいつも通りの愛香や美雪を見て、キョトンとする真紀。

「あ、あの……。お二人とも、引かないんですか？」

「えっ、どうして？」

「別に引くほどのことじゃないと思う。悠人の趣味が女の子の下着収集だと知った時の衝しよう撃げきに比べたら大したことはない」

「愛香お前いい加減にしろよ!?」

「……はああ」

　真紀は全身から力が抜ぬけたように、ヘタリと椅子に座り込んだ。

「真紀、大だい丈じよう夫ぶ？」

「は、はい。絶対に引かれると思ってましたから、なんだか拍ひよう子し抜ぬけしちゃって……」

「これくらいじゃ皆は引いたりしないわよ。自分にとっては恥はずかしいことでも、他の人から見たらそうでもないことって案外あったりするのよね」

「みたいですね。胸の奥につっかえていたものが取れたような気がして、むしろスッキリしました。打ち明けてよかったです」

　ニコリと微笑ほほえむ真紀。それを見てなんだか俺も嬉うれしい気持ちになった。

「それじゃ私も皆に秘密を打ち明けようと思う」

「えっ、愛香にも何か秘密があるの？」

「うん」

　愛香は鞄かばんからすなっしーのぬいぐるみを取り出し、それをギュッと抱だき締しめた。

「私は大のすなっしー好き。イベントに参加したこともあるしグッズとかも集めてる」

「……ふふっ」

　里奈達は口を押さえて笑いをこらえる。

「……なんで笑ってるのか説明してほしい」

「だ、だってすなっしーって、愛香の雰囲気と全然合ってないし……」

「でも愛香様、可愛かわいいです」

「……むう」

　顔を赤くする愛香。恥ずかしがってる愛香というのは新しん鮮せんだな。

「そ、それじゃ私も皆に言うね！　私の秘密！」

「えっ!?」

　今度は美雪が立ち上がった。カードゲームやすなっしー好きというのは許容できる範はん囲いだろうとは俺も思ったが、美雪の過去の場合はどうだ……!?

「美雪さんにも秘密があるのですか？」

「うん。実は私、中学生の頃ころ、不良グループのリーダーだった時期があるの！」

　その瞬しゆん間かん、室内の空気が硬こう直ちよくするのがわかった。

「あ、あれ？　みんなどうしたの？」

「……まったく美雪ったら。そんなの噓うそだって誰だれにでもわかるわよ？」

「う、噓じゃないよ！　ねえ悠人くん!?」

「あ、ああ。俺が保証する……」

「「「…………」」」

　絶句する里奈、真紀、愛香の三人。やっぱりこうなったか。

「み……美雪が不良グループのリーダー……？」

「信じられません……」

「…………」

　流石さすがの愛香も冗じよう談だんすら言えない様子だった。

「そんな……今の流れなら普ふ通つうに受け入れてくれると思ったのに……やっぱりみんな引いちゃったの……？」

「べ、別に引いてないわよ!?　ねえ真紀!?」

「は、はい！　ただその、あまりに美雪さんのイメージとかけ離はなれていたのでビックリしちゃって！　ですよね愛香様!?」

「……ノーコメント」

「……ううっ」

　目に涙を滲ませる美雪。まずい、ここは俺がなんとかしなければ。

「みんな聞いてくれ！　美雪が不良グループのリーダーになったのにはちゃんとした訳わけがあるんだよ！」

[image: ]

　俺は美雪に代わってその事情を里奈達に話した。それを聞いた三人は少しだけホッとした顔をした。

「なんだ、そういうことだったのね」

「美雪さんが自ら望んで不良になったのかと思っちゃいました」

「それならそうと早く言ってほしかった。罰ばつとして悠人は死し刑けい」

「なんでだよ!?」

「み、みんな……!!」

　美雪も安心した顔になった。ま、あれだけの話なら誰だって誤解するよな。

　さて。皆が打ち明けた以上、俺だけ秘密にしておくわけにもいかないだろう。どういう反応をされるかわからないが、俺も覚かく悟ごを決め、大きく息を吸った。

「愛香様はすなっしーグッズ、どれくらい持ってるんですか？」

「数えたことがないから正確にはわからないけど、百は優に超こえてると思う」

「そんなに持ってるの!?」

「真紀ちゃんはいつからカードゲームをやってるの？」

「小学生の頃ころからです。当時はゆーちゃんやりーちゃんとも一いつ緒しよに遊んだりしてました」

「懐なつかしいわねー。ちなみに美雪はどれくらい力が強いの？　万引き犯を倒たおしたのも美雪だったんでしょ？」

「う、うん。一応……」

「試しにこのビンを握あく力りよくだけで割ってみせて」

「ちょっと愛香、いくらなんでもそれは無理が──」

「えいっ」

「えっ!?　ビンが一いつ瞬しゆんで粉々になりましたよ!?」

「す、凄すごすぎるでしょ……」

「その気になれば世界王者になれると思う」

「そ、そんな大おお袈げ裟さだよ……」

　雑談に花を咲さかせる女子四人。なんか完全に打ち明けるタイミングを逃のがしてしまったような……。すると里り奈なが俺の肩かたをちょんちょんと突つついてきた。

（それで？　悠人は名めい探たん偵ていヴァールハイトのことはみんなに話さないの？）

（……話そうと思ったけど、そういう空気じゃなくなったしなあ）

（別にいいじゃない。せっかく美雪達が勇気を出して秘密を打ち明けたんだからアンタも流れに乗りなさいよ）

　イヤらしく笑ってみせる里奈。こいつ楽しんでやがるな。

（……まあ、今はいいだろ。当分は俺と里奈だけの秘密ってことにしといてくれ）

（！　秘密……アタシと悠人だけの……）

　何故なぜか里奈の頰ほおが赤く染まる。

（そ、そうね。悠人がそう言うのならアタシも無む理り強じいはしないわ）

　どこか満まん更ざらでもなさそうな顔の里奈。まあ厳密に言えば俺と里奈だけの秘密ってわけじゃないけどな、と俺の脳内に約二名の顔が浮うかんだ。




　それぞれの秘密を打ち明けたことで、俺達偽ぎ装そう部の絆きずなはより一層深まったと言えるだろう。って、秘密を打ち明けていない俺が言うのも変か。でもまあ、いずれ話す時が来るだろう。







　あとがき







　既すでに一巻をご購こう入にゆうされている皆みな様さま、お久ひさし振ぶりです。とりあえず二巻から買ってみたという皆様、初めまして。本作品の著者、天あま地ち優ゆう雅がです。

　無事に二巻を出させてもらうことができました。これも読者の皆様を始めとした大勢の方々の支えがあったおかげです。




　今巻では五人も新キャラクターが登場し（厳密には占うらない師しの頼らい奈なやハッピートイ店長のチカなどもいますが）、イラスト担当の遠坂あさぎさんには大きな負担をかけてしまいました。ですが二巻のイラストも一巻と同じくらい、いやそれ以上のクオリティで仕上げていただきました！

　特になんといっても口絵の真紀!!　このイラストを初めて目にしたときは思わず「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」と叫さけんでしまいました（断じて行数稼かせぎなどではありません）。この真紀はもう、なんというか、反則ですね！　僕が作品内のキャラだったら果たして理性を保つことができるかどうか！　こんな素晴らしいイラストを描かいていただいた遠坂さんには本当に感謝しかありません。

　第十章では偽ぎ装そう対決中に六つのクイズが出てきます。これらは全部僕が一人で考えたものですので、解答が作中で出てきたもの以外にも存在する可能性はなきにしもあらずですが、その場合はどうか許してください（汗あせ）。あと既き存そんのクイズと丸被かぶりだったり、どこかで見たクイズから無意識に影えい響きようを受けてしまっていたりするかもしれませんが、その場合もどうか許してください（汗あせ汗あせ）。

　それでは最後に、この場を借りて簡単にメッセージを。

　担当のＧ編集、ギリギリまで改かい稿こうに付き合わせてしまい御ご迷めい惑わくをおかけしました。イラスト担当の遠坂さん、今巻もとても可愛いイラストを描いていただき本当にありがとうございます。校正さん、いつも誤字脱だつ字じが多くて申し訳ありません。他にもスニーカー編集部を始めとした大勢の方々、そしてなによりこの本を最後まで読んでくださった読者の皆様、本当にありがとうございました。できればまたお会いしましょう！
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